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1. 会場までの交通・宿泊（図 1）
・JR神戸線は六甲道駅（三ノ宮駅から約 6分，大阪駅から
約 25分）で下車し，神戸市バス 36系統に乗車し，「神
大文理農学部前」バス停で下車。

・阪急神戸線は，六甲駅（神戸三宮駅から約 6分，大阪梅
田駅から約 35分）で下車し，神戸市バス 36系統に乗車
し，「神大文理農学部前」バス停で下車。
・36系統以外の市バスは，大会会場近くには停まりませ
んので，ご注意ください。駅から徒歩の場合は，六甲道
駅から 30分，六甲駅から 20分程度の坂道（登り）にな
ります。神戸大学のホームページ（https://www.kobe-u.

ac.jp/guid/access/rokko/index.html）もご覧ください。
・会場となる六甲台キャンパス周辺には宿泊施設はありま
せん。JR三ノ宮駅，阪急神戸三宮駅周辺には多くの宿泊
施設があります。大会実行委員会より宿泊施設の斡旋は
行いませんので，各自でお調べいただき手配をお願いい
たします。三宮周辺のホテルの客室稼働率は高い傾向が
あるため，早めの予約をお勧めします。

2. 会場（図 2，3）
大　会：神戸大学 六甲台第二キャンパス 理学部 Y棟・Z棟
受　付：神戸大学 六甲台第二キャンパス 理学部 Y棟 Y201

教室
編集委員会・評議員会：神戸大学 六甲台第二キャンパス 理
学部 Z棟 Z201/202教室（評議員控室 Y棟 Y202教室）
総　会：神戸大学 六甲台第二キャンパス 理学部Z棟Z201/202

教室（A会場）
懇親会：神戸大学 六甲台第一キャンパス BEL BOXカフェ
テリア
公開シンポジウム：神戸大学 六甲台第二キャンパス 百年記
念館六甲ホール
休憩室：神戸大学 六甲台第二キャンパス 理学部 Z棟 Z301

教室・Z302教室
クローク：神戸大学 六甲台第二キャンパス 理学部 C棟

C118教室
企業展示：神戸大学 六甲台第二キャンパス 理学部 Y棟

Y201教室
ワークショップ：神戸大学 内海域環境教育研究センター マ
リンサイト（淡路市岩屋）

＊大会期間中は，六甲台第二キャンパスの大学生協食堂は
休業の予定です。同キャンパスにはコンビニエンススト
アがありますが，他に食堂はありません。六甲道駅をご
利用の場合は，駅周辺のコンビニエンスストアで購入し
てくるなどして，お弁当を持参されることをお勧めしま
す。また，参加申し込みの際にお弁当申し込まれた方に
ついては，休憩室（Z棟 3階 Z301，Z302）にてお弁当
をお渡しします。引換券をご準備ください。休憩室（Z301，
Z302）および B会場（Y202）では飲食が可能です。A

会場での飲食はご遠慮ください。

3. 日程
2024年 3月 22日（金）
　13:00～ 16:30　 公開シンポジウム 

【百年記念館 六甲ホール 12:30開場】
　15:00～ 16:30　 編集委員会【理学部 Z棟 2階 Z201/202】
　　＊評議員控室【理学部 Y棟 2階 Y202】
　16:30～ 18:00　評議員会【理学部 Z棟 Z201/202】
2024年 3月 23日（土）
　 9:00～ 12:00　 口頭発表【理学部 Z棟 2階 Z201/202（A

会場）理学部 Y棟 2階 Y202（B会場）】
　12:00～ 12:45　昼休み
　12:45～ 14:15　 ポスター発表・高校生ポスター発表 

（P01～ P51の奇数番号， 
PH01～ PH14）【理学部 Y棟・ 

Z棟 1階 Y101，Y103，Z102，Z103】
　14:30～ 16:15　口頭発表【A・B会場】
　16:30～ 18:00　総会【A会場】
　18:15～ 20:00　懇親会【BEL BOXカフェテリア】
2024年 3月 24日（日）
　 9:00～ 10:30　口頭発表【A・B会場】
　10:45～ 12:15　 ポスター発表 

（P01～ P51の偶数番号，P52～ P59） 
【Y101，Y103，Z102，Z103】

　12:15～ 13:15　昼休み
　13:15～ 15:00　口頭発表【A・B会場】
2024年 3月 25日（月）
　10:00～ 17:00　ワークショップ 1・2

4. 参加受付【理学部 Y棟 2階 Y201】
受付時間：3月 23日（土）8:00～ 16:30

　　　　　3月 24日（日）8:30～ 13:00

以下の参加費で当日参加を受け付けます。
大会参加費：6,000円（学生 4,000円）
懇 親 会 費：7,000円（学生 4,000円）
受付は理学研究科 Y棟 2階（Y201）を予定しています。

5. クローク【理学部 C棟 C118】
以下の時間，荷物をお預かりします。ただし貴重品はお預
かりできません。
受付時間：3月 23日（土）8:00～ 18:00

　　　　　3月 24日（日）8:30～ 15:30

6. 編集委員会・評議員会【理学部 Z棟 Z201/202】
編集委員会：3月 22日 15:00～ 16:30

評 議 員 会：3月 22日 16:30～ 18:00

評議員控室は理学部 Y棟 2階 Y202になります。
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図 1．神戸大学 六甲台第二キャンパスへのアクセス

図 2．六甲台キャンパス，および理学部周辺の地図

図 3．大会会場配置図（理学部 Y棟・Z棟）
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7．発表形式
（1）口頭発表
時　間：発表 12分，質疑応答3分です（1鈴10分，2鈴 12分，
終鈴 15分）。
機　器：
・発表者のパソコンにつないだ液晶プロジェクターで
発表していただきます。各自でパソコンをご用意くだ
さい。A会場は，切替器のミニDsub15ピン外部出力
コネクター，B会場は切替器のHDMI外部出力コネ
クターまたはミニDsub15ピンケーブルを介して液晶
プロジェクターに接続されます。いずれの会場でも，
HDMI端子，USB-C，あるいはミニDsub15ピン端子
からの出力ができないパソコンを使用する場合は，各
自で接続アダプター，変換アダプター等をご用意くだ
さい。

・A会場は，スクリーンが 2枚になりますので，レーザー
ポインタ等ではなく，パソコン画面上のポインタを使
用していただけますようお願いします。B会場はスク
リーン 1枚です。
・パソコンのバッテリーだけでは液晶プロジェクターに
出力できない場合があります。パソコンに電源がとれ
るよう，電源ケーブルをご用意ください。

・万一に備え，発表用ファイルをコピーしたUSBメモ
リをお持ちください。発表用ファイルに静止画，動画，
グラフ等のデータをリンクさせている場合は，それら
のデータもUSBメモリに保存してください。

次演者の待機：次演者は，次演者席にて，電源をとった上
でパソコンを立ち上げ，接続器にパソコンを接続して待
機してください。前演者の講演が終わり次第，ご自身で
切替器のスイッチを切り替えてください。パソコンのミ
ラーリングは，切替後に行ってください。
試写・動作確認：休憩室（Z302）で試写が可能ですが，会
場によって接続環境が異なりますので，ご自身の発表時
間の前の休憩時間を利用して，事前の動作確認をお願い
します。

（2）ポスター発表
サイズ：ポスターは，縦置きの A0サイズ（縦 1189 mm，
横 841 mm）に収まるように作成してください。
貼　付：貼り付け用のピンまたはテープは大会実行委員会
で準備します。ご自身の発表番号が貼られたポスターボー
ドに掲示してください。
作成上の注意点：
・ ポスターの左上部には発表番号，上部に表題，氏名（所
属）を明記してください。

・研究目的，実験結果，結論などについてそれぞれ簡潔
にまとめた文章をつけてください。また，写真や図表
には簡単な説明文を添付してください。

・文字や図表の大きさは，少し離れた場所からでも判読

できるように調整してください。
掲示時間：3月 23日（土）8:30から掲示できます。23日
の 12:30までに所定の場所に掲示してください。3月 24

日（日）13:00～ 15:30の間に撤収してください。

8. 日本藻類学会学生発表賞について
・日本藻類学会学生発表賞実施要領に基づき，学会活動
に対する参加意欲を高めることを目的として実施しま
す。

・対象は，学生会員（国内・外国）を発表者とする神戸
大会での研究発表のうち，発表申込の際に日本藻類学
会学生発表賞へ応募した研究発表です。対象となる研
究発表は，プログラムで確認できます。

・大型藻分野および微細藻分野のそれぞれについて，口
頭発表とポスター発表を個別に表彰します（最大 4件
程度）。分野および発表方法を問わず，過去の受賞者の
応募および受賞を妨げません。

9. 高校生ポスター発表
　高校生に藻類学諸分野の専門家や学生との交流の機会を
提供し，関心を深めてもらうことを目的としています。なお，
高校生ポスターの発表者・引率者は，神戸大会に自由に参
加できます。
　高校生ポスター発表は，原則として 3月 23日の通常のポ
スター発表と同じ時間帯に行います。ポスター作成方法は
上記の発表形式を参照してください。高校生ポスター発表
については，希望のあった発表についてのみ，発表要旨を
掲載します。

10.  日本藻類学会第48回神戸大会 公開シンポジウム
＊参加費無料，事前登録不要です。皆様のご参加をお待ち
しております。

「海藻藻場・海藻養殖生態系における炭素フラックスと炭素
固定を考える」
日　時：3月 22日（金）13:00～ 16:30（開場 12:30）
会　場： 六甲ホール 

（神戸大学 六甲台第二キャンパス 百年記念館）
オーガナイザー：田中 厚子（琉球大学）・佐藤 陽一（理研食品）
企画趣旨：Jブルークレジットの実用化に伴い，海藻藻場や
海藻養殖現場の炭素固定能が注目を集めている。本シン
ポジウムは，海藻藻場および海藻養殖現場の炭素フラッ
クスと炭素固定についての研究は未だ不十分であるとい
う立場から，実際の実験・観察データを参照し，炭素固
定量推定技術向上に向けた議論を行う。

日　程：
　13:00～ 13:10　趣旨説明　田中 厚子（琉球大学）
　13:10～ 13:40　 伊藤 通浩（琉球大・熱生研） 

「オキナワモズク共存細菌群の生態と機能」
　13:40～ 14:10　 小西 照子（琉球大・農） 
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「オキナワモズクの細胞壁多糖」
　14:10～ 14:40　 佐藤 陽一（理研食品） 

「海藻養殖による食糧生産と炭素固定の
両立をめざして」

　14:40～ 15:00　 休憩
　15:00～ 15:30　 Gregory N. Nishihara（長崎大・海洋機構） 

「藻場の海藻種組成や二酸化炭素の吸収
ポテンシャルは水温上昇に適応する」

　15:30～ 16:00　 桑江 朝比呂（ジャパンブルーエコノミー
技術研究組合（JBE）） 
「Jブルークレジットの算出方法」

　16:00～ 16:30　総合討論
共　催： 

　理研ビタミン株式会社
　神戸大学 内海域環境教育研究センター

11. 藻類学ワークショップ
　豊かな自然の残る淡路島沿岸の藻類の多様性について触
れていただきたく，以下の 2つのワークショップを開催し
ます。日程，集合場所，費用は 2つのワークショップで共
通です。いずれのワークショップでも，マリンサイト帰着
後は，各自，観察等を自由に行っていただく予定です。実
体顕微鏡，正立顕微鏡は使用できます。倒立顕微鏡は台数
に限りがあります。17時を全体の終了時刻としますが，早
めに退出されても結構です。
日　程：3月 25日（月）10:00（集合）～ 17:00（解散）
集合場所：神戸大学 内海域環境教育研究センター マリンサ
イト（淡路市岩屋）
人　数：いずれも 10名程度
費　用：淡路島島内の交通費（レンタカー代）として，実費
（1,000円程度）を当日徴収予定です。
備　考：悪天候の場合は中止することがあります。昼食は，
各自用意してください。マリンサイトから徒歩 10分ほど
のところにコンビニエンスストアがあります。

ワークショップ 1「海藻類の採集・観察会」
　 淡路島沿岸で海藻類を採集し，マリンサイトで同定・観
察を行います。胴長靴や採集ヘラ，軍手は貸し出し可能
です。押葉標本の作成を希望される方は，台紙やさらし，
野冊などを各自でご準備ください。11時ごろにマリンサ
イトを出発し，採集の後，13時ごろにマリンサイト帰着
予定です（岩屋　最干潮 13:33 46 cm）。
　（ワークショップ 1は募集を締め切りました。）
ワークショップ 2「微細藻類の採集・観察会」
　 淡路島沿岸でプランクトンを採集し，マリンサイトで観

察を実施します。プランクトンネット（目開き：100 µm，
72 µm，50 µm，10 µm）を携行する予定です。試料の持
ち帰りをご希望の方は，ポリ瓶などを各自でご準備くだ
さい。10時ごろにマリンサイトを出発し，海岸沿いに移
動しながら数カ所で採集の予定です。13時ごろにマリン
サイトに帰着予定です。

申し込み・問い合わせ先：uwai@harbor.kobe-u.ac.jp 

（上井 進也）

12. その他
・神戸大学キャンパス内は全面禁煙です。会場周辺に喫煙
可能な場所はありません。ご協力のほどよろしくお願い
します。
・大会期間中，会場にて大学の無線 LAN（WiFi）を利用
できます。接続に必要な情報は会場にてお伝えします。
eduroamアカウントも利用できます。

・神戸大会では，レクリエーション（テニス大会）は開催
いたしません。

13. 協賛・共催（五十音順）
協　賛：
　株式会社エィ・テックス
　ナショナルバイオリソースプロジェクト「藻類」
　富士フィルム和光純薬株式会社
　理研食品株式会社
　理研ビタミン株式会社
　和研薬株式会社
共　催：神戸大学 内海域環境教育研究センター

14. 第 48回大会実行委員会と問い合わせ先
大会会長：川井 浩史 

（神戸大学 内海域環境教育研究センター）
実行委員長：上井 進也 

（神戸大学 内海域環境教育研究センター）
会　計：坂山 英俊（神戸大学 大学院理学研究科）
実行委員：
　大沼 亮（神戸大学 内海域環境教育研究センター）
　星野 雅和（神戸大学 内海域環境教育研究センター）
日本藻類学会第 48回大会実行委員会事務局：
　E-mail: sourui2024kobe@gmail.com

＊事前のお問い合わせはなるべくメールでお願いいたし
ます。

　電話：078-803-5719
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日本藻類学会第 48回大会講演プログラム
The 48th JSP Annual Meeting ̶ Kobe 2024 ̶ Program at a Glance

3月 22日（金）午後の部　March 22 (Fri) PM   
公開シンポジウム「海藻藻場・海藻養殖生態系における炭素フラックスと炭素固定を考える」
会場：六甲ホール

13:00 趣旨説明
田中 厚子（琉球大学）

13:10 オキナワモズク共存細菌群の生態と機能
伊藤 通浩（琉球大学・熱帯生物圏研究センター）

13:40 オキナワモズクの細胞壁多糖
小西 照子（琉球大学・農学部）

14:10 海藻養殖による食糧生産と炭素固定の両立をめざして
佐藤 陽一（理研食品株式会社・原料事業部）

14:40–15:00 休憩
15:00 藻場の海藻種組成や二酸化炭素の吸収ポテンシャルは水温上昇に適応する

Gregory N. Nishihara（長崎大学海洋未来イノベーション機構・環東シナ海環境資源研究センター）

15:30 Jブルークレジットの算出方法
桑江 朝比呂（ジャパンブルーエコノミー技術研究組合（JBE），国立研究開発法人 海上 ･港湾 ･航空技術研究所港湾空港
技術研究所）

16:00–16:30 総合討論

3月 23日（土）午前の部　March 23 (Sat) AM   
 9:00–12:00　口頭発表　Oral Session ♢印：学生発表賞の対象となる発表

A 会場 B 会場
9:00 ♢A01 褐藻ワカメ・ヒロメの屋外タンク養殖に向けた培

養方法の検討
〇佐口 敬大 1・田中 幸記 2・平岡 雅規 2（1 高知大・院・
理工，2 高知大・総研セ）

9:15 ♢A02 スジアオノリの相対成長速度と純光合成速度が最
大となる二酸化炭素濃度の推定

〇山羽 香穂 1・猪股 英里 2・名越 日佳理 2・佐藤 陽
一 2・Gregory N. Nishihara3（1 長崎大・院・水環，2 理
研食品，3 長崎大・海洋機構）

♢B01 琉球列島から採取，分離された Pyramimonas 
aurea様培養株に関する分類学的研究

〇中野 拓斗・須田 彰一郎（琉球大・理）

9:30 ♢A03 ドローン撮影による常磐海域漁港のコンブ群落の
分布と解析手法の検討

〇黒丸 駿太郎 1・井下 恭次 2・秋田 晋吾 3・藤田 大
介 1（1 海洋大・院・応用藻類，2 国際航業（株），3 北大・
院・水産）

♢B02 アジア太平洋産有殻渦鞭毛藻 Amphidoma 1未記
載種の形態と系統

〇桑田 向陽 1・Wai Mun Lum2・高橋 和也 1・Garry 
Benico3・Po Teen Lim4・内田 肇 2・小澤 眞由 2・松嶋 
良次 2・渡邊 龍一 2・鈴木 敏之 2・岩滝 光儀 1（1 東京大・
院・農学生命科学，2 水産研究・教育機構，3Central 
Luzon State University，4University of Malaya）

9:45 ♢A04 三重県鳥羽市菅島のカジメ群落内の分光スペクトル
〇大川 雄生 1・駒田 真希 2・倉島 彰 2（1 三重大・生資，
2 三重大・院・生資）

♢B03 福井県小浜湾周辺における Pseudo-nitzschiaの季
節消長と遺伝的多様性の解明

〇中地 智里 1・Eldrin DLR. Arguelles1・麦倉 佳奈 1・佐
藤 晋也 2（1 福井県大院・生物資源，2 福井県大・海洋
生物資源）

10:00 ♢A05 海藻群集の溶存態有機物生産量
〇伊藤 武留・和田 茂樹（筑波大学下田臨海実験セン
ター）

♢B04 葉緑体分裂に関わるDRP5Bの機能抑制が珪藻
Phaeodactylum tricornutumに与える影響

〇江口 陽菜 1・嶋川 銀河 3・Bruno Humbel2・Malgorzata 
Hall2・松田 祐介 3・田中 厚子 1（1 琉球大・理，2OIST・
Imaging section，3 関学大・生命環境）



47

10:15 ♢A06 北海道北斗市葛登支岬におけるエゾノネジモクお
よびヨレモクの形態の季節変化と差異

〇如澤 侑汰 1・南口 蒼太 2・日吉 海斗 1・秋田 晋吾 2（1 北
大・水産，2 北大・院・水産）

♢B05 クロララクニオン藻の葉緑体へのタンパク質輸送
装置の探索

〇山本 健太 1・平川 泰久 2（1 筑波大・生命地球科学，
2 筑波大・生命環境系）

10:30 ♢A07 北海道北斗市葛登支岬における紅藻ヒラムカデの
形態の季節的変化

〇日吉 海斗 1・如澤 侑汰 1・南口 蒼太 2・秋田 晋吾 2（1 北
大・水産，2 北大・院・水産）

B06 クロララクニオン藻 Amorphochlora amoebiformis
のゲノム解読
青木 大地 1・鈴木 重勝 2・〇平川 泰久 1（1 筑波大・生
命環境，2 国立環境研）

10:45–11:00 休憩　Break

11:00 ♢A08 局所スケールの遺伝的プロフィールに基づく褐藻
ヒジキの再生産様式の解明

〇南口 蒼太 1・如澤 侑汰 2・日吉 海斗 2・秋田 晋吾 1（1 北
大・院・水産，2 北大・水産）

♢B07 安定同位体脂肪酸を用いたラビリンチュラ類
Aplanochytrium 属株におけるDHA合成経路の
追跡

◯橋本 航太朗 1・山田 えり 2・石橋 洋平 3・伊東 信 3・
今井 博之 2,4・本多 大輔 2,4（1 甲南大院自然科学，2 甲
南大理工，3 九州大院農，4 甲南大統合ニューロ研）

11:15 ♢A09 アオサ藻フササボテングサの種内変異に関する形
態的，遺伝的，生態的研究

〇宇田 春花・鈴木 秀和・神谷 充伸（海洋大・院・藻類）

♢B08 ラビリンチュラ類アプラノキトリウム系統群の海
洋における現存量と生態学的影響力

〇森本 冬海 1・浜本 洋子 1・庄野 孝範 2・上田 真由美 3・
桑田 晃 4・谷内 由貴子 4・黒田 寛 4・田所 和明 4・辻
村 裕紀 3・宮岡 利樹 1・茂木 大地 2・中井 亮佑 5・長井 
敏 6・松本 朋子 7・菊地 淳 7・本多 大輔 2,8（1 甲南大・院・
自然科学，2 甲南大・理工，3 大阪環農水研，4 水産機
構資源研，5 産総研，6 水産機構技術研，7 理研，8 甲南
大・統合ニューロ）

11:30 ♢A10 褐藻マコンブ配偶体の成熟誘導に関する研究
〇中澤 祐人 1・鶴亀 里咲 1・秋田 晋吾 2・鈴木 秀和 1・
神谷 充伸 1（1 海洋大・院・藻類，2 北大・院・水産）

♢B09 Growth-enhancing effects of different bacteria and 
associated metabolite within the microbiome of 
the invasive diatom species, Cymbella janischii

〇Eldrin DLR. Arguelles・Kana Mugikura・Shinya 
Sato（Fukui Prefectural University）

11:45 ♢A11 褐藻カジメ属雄性配偶体が雌性配偶体の卵形成に
及ぼす影響評価

〇鶴亀 里咲・鈴木 秀和・神谷 充伸（海洋大・院・藻類）

♢B10 Unique adaptation for oxygenic photosynthesis 
under far-red light in a freshwater eukaryotic 
alga Neochloris sp. Biwa 5-2 (Sphaeropleales, 
Chlorophyceae)

〇Fei Wang1・Seiji Akimoto2・Hideaki Miyashita1 

（1Graduate School of Human and Environmental 
Studies, Kyoto University, 2Graduate School of Science, 
Kobe University）

12:00–12:45　昼休み　Lunch

3月 23日（土）午後の部　March 23 (Sat) PM   
12:45–14:15　ポスター発表　Poster Session ♢印：学生発表賞の対象となる発表

♢P01 環境サンプルを対象とした CARD-FISH法による珪藻捕食性ラビリンチュラ類 Aplanochytriumの観察
〇佐伯 奈緒子 1・岩本 望 1・桑田 晃 2・本多 大輔 1,3 （1 甲南大・理工，2 水産機構資源研，3 甲南大・統合ニューロ研）

♢P03 高い光酸化ストレス耐性能を持つ微細藻類の抗酸化酵素系の解析
〇三井 玲來・豊島 拓樹・松本 健吾・川﨑 信治（東京農大・微生物）

♢P05 盗葉緑体生物 Rapaza viridisの硝酸同化経路の検証
◯大橋 悠歩 1・加賀本 剛 1・丸山 萌 1・中澤 昌美 2・柏山 祐一郎 1 （1 福井工大，2 大阪公大）

♢P07 非モデル生物 Rapaza viridisにおける CRISPR/Cas9法を用いたゲノム編集
◯今西 拓希 1・ソン セイカン 1・加賀本 剛 1・中澤 昌美 2・柏山 祐一郎 1（1 福井工大，2 大阪公大）

♢P09 トランスポゾンタギング法を用いた Volvox carteri 形態異常株の単離と Exp変異体の解析
〇的場 悠希・西井 一郎（奈良女・院・生物科学）

♢P11 海産付着珪藻 Falcula rectangularisの種内分化と基質海藻との関係
〇菅原 一輝・鈴木 秀和・神谷 充伸（海洋大・院・藻類）

♢P13 星型の葉緑体を持つ北海道産緑藻 Chlamydomonasの一未記載種 
〇佐藤 雄貴 1・仲田 崇志 2（1 北大・理，2 北大・院・理）

♢P15 日本産ウミクサビケイソウ属 Gomphonemopsisの系統と形態
〇吉永 森羅 1・鈴木 秀和 1・神谷 充伸 1・長田 敬五 2（1 海洋大・院・藻類，2 日歯大・新潟・生物）
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♢P17 日本における気生藻類スミレモ類の分類と系統に関する研究：日本新産種 Trentepohlia dialeptaを中心に
◯山下 早織 1・半田 信司 2・溝渕 綾 2・坪田 博美 3・坂山 英俊 1（1 神戸大・院・理，2 広島県環境保健協会，3 広島大・瀬戸内 CN
セ・宮島）

♢P19 スイゼンジノリ由来硫酸化多糖サクランの構造解析
◯新垣 凜 1・高里 育 1・猪熊 立規 2・桜井 直人 2・一色 綾子 2・桜井 美弥 2・小西 照子 1（1 琉球大 ,  2DIC株式会社）

♢P21 微細藻類の培養条件の違いによる機能性物質生産の多様性向上
◯大井 裕介 1・川添 嘉徳 1・出村 幹英 1・犬塚 俊康 2（1 佐賀大・農，2 岐阜大・高等研究院）

♢P23 緑藻チョウチンミドロ（Dichotomosiphon tuberosus）の光合成活性と特徴的な色素組成
◯関 荘一郎 1 ・ 小林 康一 2 ・ 藤井 律子 1,2,3（1 阪市大・院理，2 阪公大・院理，3 阪公大・人工光合成研究センター）

♢P25 褐藻アミジグサにおける繁殖様式の検証と生理特性の世代間比較
◯新井 嵩博・鈴木 秀和・神谷 充伸（海洋大・院・藻類）

♢P27 褐藻ヒジキとアミジグサの光合成光曲線に対する光順化と栄養添加の影響
◯田口 史紘・新垣 龍成・遠藤 光（鹿大・水）

♢P29 宮城県松島湾ワカメ養殖場は炭素貯留能力を有するのか？
◯小林 大瞬 1 ・ 松室 重孝 1 ・ Alifro Maldini1 ・ 佐藤 陽一 2 ・斎藤 大輔 2 ・ 佐藤 寛志 3 ・ 細谷 尚子 3 ・ G. N. Nishihara4 （1 長崎大・院・
水環，2 理研食品，3みちのくダイビング RIAS，4 長崎大・海洋機構）

♢P31 褐藻アントクメの光合成に対する環境ストレスの影響
◯新山 美侑 1・Gregory N. Nishihara2・寺田 竜太 3（1 鹿大・院・農水，2 長大・環シナ海セ，3 鹿大・院・連農）

♢P33 亜熱帯沿岸域の隣接するガラモ場・アマモ場間のNEPと現存量の比較
◯膳場 智幸 1・戸崎 幹大 2・谷前 進一郎 3・Gregory N. Nishihara4・宮本 奈保 5・田中 厚子 1, 2（1 琉球大・理，2 琉球大・院・理工，
3 長崎大・院・水環境，4 長崎大・海洋機構，5Momo & Co.）

♢P35 鹿児島県沿岸の藻場消失地点に出現した植食性魚類の種類と摂食圧の季節性
◯大草 晴人・久保田 昂樹・遠藤 光（鹿大・水）

♢P37 クロロフィル遅延蛍光測定による緑藻 Ulva c.f. lacinulataの環境応答
◯田尻 海輝 1・Gregory N. Nishihara2・寺田 竜太 3（1 鹿大・水，2 長大・環シナ海セ，2 鹿大・院・連農）

♢P39 褐藻マメタワラの光合成に対する環境応答
◯安永 美沙希 1・Gregory N. Nishihara2・寺田 竜太 3（1 鹿大・水，2 長大・環シナ海セ，3 鹿大・院・連農）

♢P41 結氷開始遅延によって長引く低温での強光環境は阿寒湖のマリモ（Aegagropila linnaei）にとって脅威となりうる
か？

◯小原 晶奈 1・小川 麻里 2・尾山 洋一 3・鈴木 祥弘 1・河野 優 1（1 神奈川大・理，2 安田女子大・教育， 3 釧路市教育委員会）
♢P43 サンゴ骨格内に生息するアオサ藻類 Phaeophila dendroidesによる遠赤色光捕集アンテナの誘導

◯大波 千恵子 1・得津 隆太郎 2・土屋 徹 1・宮下 英明 1（1 京都大・院・人間・環境，2 京都大・院・理）
♢P45 本邦沿岸におけるマコンブの遺伝的地域性および国内移入の検出

◯地崎 賢汰 1・川越 力 2・水田 浩之 1・藤田 大介 3・秋田 晋吾 1（1 北大・院・水，2アルガテック Kyowa，3 海洋大・院・応用藻）
♢P47 函館市戸井小安地先における持続的な藻場の造成と管理指標の検討

◯古里 匡志朗 1・川越 力 2・秋田 晋吾 1（1 北大・院・水産，2アルガテック Kyowa）
♢P49 高知県産カギケノリのタンク生産方法の開発

◯渡部 勇哉 1・久保田 遼 2・難波 卓司 3・田中 幸記 4・平岡 雅規 4（1 高知大・院・理工，2サンシキ，3 高知大・農林海洋，4 高知大・
総研セ）

P51 淡水紅藻アオカワモズクの光合成に対する光，温度，乾燥，塩分の影響
牧野 虎太郎 1・Gregory N. Nishihara2・〇寺田 竜太 3（1 鹿大・院・農水，2 長大・環シナ海セ，3 鹿大・院・連農）

12:45–14:15　高校生ポスター発表　Poster Session
PH01 ユーグレナのパラミロン含有量と温度との関係性

大迫 美月・岡田 柚華・清瀬 姫奈・林 由実子・藤田 尚樹，指導教員：一島 圭（山口県立下関西高等学校）
PH02 二酸化炭素を吸収する布をつくる

友重 晴翔・村田 千種・植木 莉子・中嶋 杏介・竹熊 小春，指導教員：根ケ山 祥子（山口県立下関西高等学校）
PH03 微細藻類による溶液アルカリ化現象

大西 杜有子，指導教員：丸山 実花（お茶の水女子大学附属高等学校）
PH04 大阪湾のプランクトン観察

横山 優斗・菊川 渚奈子，指導教員：谷 良夫（兵庫県立尼崎小田高等学校）
PH05 キノコから六甲山の環境を探る～山と海のつながりを考える～

和田 涼花・奥下 ちなみ・木村 蒼来，指導教員：大西 伸弥・秋山 衛（兵庫県立御影高等学校）
PH06 動物プランクトンの Artemia salina（節足動物門）を用いた赤潮原因微生物 Chattonella antiqua（ラフィド藻綱）

の捕食実験
岩谷 響 1，指導教員：仲田 崇志 2・松浦 裕志 3（1 札幌市立北陽中学校，2 北大・院・理，3 旭川工業高等専門学校）

PH07 地方独立行政法人天王寺動物園の水環境とプランクトン
平井 理愛 1・久保 聡一郎 1・辻本 珂歩 1・鎌田 祐輝 1，指導教員：佐野 祐介 2・早川 昌志 3,4・金重 美代 1（1 大阪府立天王寺高等学校，
2 地方独立行政法人天王寺動物園，3 大阪大・院・人間科学，4ミクロ・ライフ PJ）

PH08 一瞬で君だと分かった ～ドキドキワクワク教材開発への道～
厚井 陽菜子・清老 愛唯・山本 有莉・土居 帆乃愛・田中 乃愛・竹中 美智，指導教員：新宮 興（安田女子高等学校）
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PH09 GISを用いたアオゲラの生息地の条件の推定
鈴木 晶，指導教員：石川 正樹（兵庫県立星陵高等学校）

PH10 GISを用いた兵庫県下における風力発電候補地の探索
横山 匠海，指導教員：石川 正樹（兵庫県立星陵高等学校）

PH11 発症して 16年　カーボカウントによるⅠ型糖尿病の血糖コントロール
山田 大幹，指導教員：石川 正樹（兵庫県立星陵高等学校）

PH12 ミカヅキモの有性生殖
木下 倫那，指導教員：髙橋 寿明（宮城県仙台第三高等学校）

PH13 わかめ配偶体に与える光の影響
千葉 瑛翼・青木 駿和・木下 倫那・我妻 優史・千田 琴乃・菊地 兼太朗・井上 康介，指導教員：中野 剛（宮城県仙台第三高等学校）

PH14 酵母を用いた団粒構造の形成手法について
小原 羽乃・竹中 謙太朗・横田 侑真，指導教員：内田 雄三（兵庫県立姫路西高校）

14:30–16:15　口頭発表　Oral Session ♢印：学生発表賞の対象となる発表

A 会場 B 会場
14:30 ♢A12 褐藻セイヨウハバノリの遊泳細胞放出における光

応答
〇日山 津奈美・吉川 伸哉（福井県大・海洋生物）

♢B11 珪藻に感染するDNAウイルスに付随するサテラ
イトウイルス様DNA因子の感染挙動の理解

〇中島 菜々子・吉田 和広 2・外丸 裕司 3・木村 圭 2（1 佐
賀大・院・農，2 佐賀大・農，3 水産機構）

14:45 ♢A13 スサビノリ品種の色調と光合成色素合成との関係
の理解

〇清水 麻帆 1・吉田 和広 2・木村 圭 2（1 佐賀大・院・農，
2 佐賀大・農）

♢B12 珪藻に感染するDNAウイルスの感染特性から評
価と感染機構の理解

〇前田 伊央莉 1・吉田 和広 2・外丸 裕司 3・木村 圭 2（1 佐
賀大・院・農，2 佐賀大・農，3 水産機構）

15:00 ♢A14 強光環境に応答するスサビノリのアスコルビン酸
を介した抗酸化システムの理解

〇古賀 千優 1・清水 麻帆 1・吉田 和広 2・木村 圭 2（1 佐
賀大・院・農，2 佐賀大・農）

B13 藻食魚アユの糞中に含まれる増殖能力をもった微
細藻類

〇阿部 信一郎 1・高橋 真司 2・瀬崎 陽太 3・Ha M. Linh3・
Sam N. Gibbons4・井口 恵一朗 3（1 茨大，2 東北大，
3 長崎大，4Univ. Lancaster）

15:15 ♢A15 タンク生産に向けたアマノリ 2種の最適培養条件
の検討

〇重河 光希 1・村瀬 拓次 1・平岡 雅規 2（1 高知大・院・
理工，2 高知大・総研セ）

B14 原生生物のクロロフィル代謝における基質特異性
を in vivo貪食アッセイから読み解く

〇柏山 祐一郎 1,2・見市 静香 2,3・今西 巧希 1・丸山 
萌 1・榊原 咲良 2・埜村 颯 2・民秋 均 2（1 福井工大，
2 立命館大，3 京都大）

15:30 ♢A16 オキナワモズク（Cladosiphon okamuranus）由
来 GDP-マンノース 4,6-デヒドラターゼ，GDP-フ
コースシンターゼ（GFS）の解析

〇新崎 陽・小西 照子・與那嶺 里菜（琉球大・農）

B15 クロレラなどの廃糖蜜を利用した従属栄養培養下
におけるバイオマスと油脂の生産性評価

〇森 竣之介・惠良田 眞由美・越智 奈津子・細川 聡子・
河野 重行（東京大・院・新領域・機能性バイオ）

15:45 ♢A17 Bryopsis sp.の全ゲノム解読と比較ゲノム解析
◯落合 乾大 1・塙 大輝 2・伊藤 武彦 2・五島 剛太 1（1 名
古屋大学大学院理学研究科生命理学専攻，2 東京工業
大学生命理工学院）

B16 江戸後期の大型節用集における藻類関連語の由来
と継承
仲田 崇志（北大・院・理）

16:00 ♢A18 Ecophysiological properties of euryhaline red 
algae Caloglossa continua and C. ogasawaraensis

〇Mst Zannatun Mauya・Hidekazu Suzuki・Mitsunobu 
Kamiya（Department of Ocean Sciences, Tokyo 
University of Marine Science and Technology）

16:30–18:00　挨拶・総会・授賞式　General Meeting and Ceremony
18:15–20:00　懇親会　Banquet
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3月 24日（日）午前の部　March 24 (Sun) AM   
 9:00–10:30　口頭発表　Oral Session

Ａ会場 Ｂ会場
9:00 A19 藻学に関する積極的アウトリーチの提案 ～大学生

が自主ゼミで企画した「こんぶ川柳コンテスト」
から見えること～

〇江端 弘樹 1,2・田中 琉聖 ³・伊藤 大悟 ³・田代 倫子 ³・
四ツ倉 典滋 2,4（¹福井大・高教セ，²北海道こんぶ研
究会，³福井大・工，⁴北大・北方セ）

B17 異なる増殖ステージの珪藻とその珪藻を給餌した
二枚貝の代謝物比較解析

〇吉田 和広 ・折田 亮・出村 幹英・木村 圭 （佐賀大・農）

9:15 A20 大型藻類の繁殖システムは F統計量から推定でき
るのか？

〇別所 和博 1・Sarah P. Otto2（1 埼玉医科大学，2ブリ
ティッシュコロンビア大学）

B18 有害大型珪藻 Coscinodiscus wailesiiの増殖に及
ぼす親生元素の影響

〇内藤 佳奈子 1・湯淺 奈津美 1・盛次 一輝 1・坂本 節
子 2・川井 浩史 3（1 県立広島大・生物資源科学，2 水
産機構・技術研，3 神戸大・内海域）

9:30 A21 深所性パルメラ状緑藻 Palmophyllum crassum
の比較ゲノム解析

〇鈴木 重勝・河地 正伸（国立環境研究所）

B19 オイル産生珪藻 Fistulifera solaris からのオイル
抽出効率を上げる分解酵素の探索

〇樋口 里樹 1・平川 育美 2・本多 大輔 1,3（1 甲南大・理工，
2 電源開発株式会社，3 甲南大・統合ニューロ研）

9:45 A22 緑藻スジアオノリにおける Cas9とDNAドナー
による外来遺伝子導入法の開発

〇市原 健介 1・山﨑 誠和 2・河野 重行 2（1 北大・北方セ，
2 東京大・院・新領域）

B20 気生シアノバクテリア培養株を用いた有用物質の
探索

〇澄本 慎平 1・須田 彰一郎 2（1 神奈川大・化学生命，
2 琉大・理）

10:00 A23 マコンブ雄性配偶体におけるアルギン酸合成候補
遺伝子変異体の表現型解析

〇長里 千香子 1・申 元 1・與那嶺 里菜 1・Cécile Hervé2・
Yacine Badis2・本村 泰三 1（1 北大・北方セ，2Station 
Biologique de Roscoff）

B21 紅藻 Galdieria partitaの独立栄養成長・従属栄養
成長と遷移過程の解析

〇山下 翔大・廣岡 俊亮・藤原 崇之・宮城島 進也（遺
伝研・遺伝形質）

10:15 A24 オキナワモズク胞子体の初期発生
高良 穂乃加 1・稲福 菜実子 1・名越 日佳理 2・伊藤 通
浩 3・佐藤 陽一 2・〇田中 厚子 1（1 琉球大・理，2 理研
食品，3 琉球大・熱生研）

B22 ヒメミカヅキモ BELL1遺伝子の有性生殖過程に
おける機能

〇專田 梨瑛子 1・加来 卓也 1・川井 絢子 2・西山 智
明 3・関本 弘之 4・榊原 恵子 2（1 立教大・院・生命理
学 , 2 立教大・理・生命理学 , 3 金沢大・疾患モデル総
合研究センター , 4 日本女子大・理）

10:45–12:15　ポスター発表　Poster Session
P02 天王寺動物園における飼育ホッキョクグマの毛の内部藻類の共生様式について

〇早川 昌志 1, 2・山本 誉 1・佐野 祐介 3・油家 謙二 3・島田 真帆 4・金重 美代 5・早川 卓志 6・山田 一憲 1（1 大阪大・院・人間科学，
2ミクロ・ライフ PJ，3 地方独立行政法人天王寺動物園，4 島根大・院・自然科学，5 大阪府立天王寺高等学校，6 北大・院・環境科学）

P04 褐虫藻の新規培養株の確立とストレス応答性の評価
池田 晴哉 1・隠居 加奈子 1・原田 陽菜 1・平田 皓大 2・橋本 哲男 2・樋口 富彦 3・〇湯山 育子 1（1 山口大学，2 筑波大学，3 東大海洋研）

P06 海産珪藻 Chaetoceros tenuissimusのウイルス感染時の遺伝子発現
〇本郷 悠貴 1・羽野 健志 2・山田 和正 3・外丸 裕司 2（1 水研機構・資源研，2 水研機構・技術研，3 福井県大）

P08 光合成関連遺伝子に着目した緑色渦鞭毛藻 TGD株のヌクレオモルフゲノムの解析
〇藤代 彩花 1・磯貝 龍邑 2・高橋 和也 3,4・岩滝 光儀 4・稲垣 祐司 5・中山 卓郎 5（1 筑波大・生物学類，2 筑波大院・理工情報生命，
3Biology Center, Czech Acad. Sci.，4 東京大・院・農学生命科学，5 筑波大・計算科学センター）

P10 琉球大学構内から確立されたDesmonostoc属株について
◯須田 彰一郎 1・上原 洋志 2・澄本 慎平 2（1 琉大・理，2 琉大・院・理工学）

P12 藍藻 Umezakia属について
〇新山 優子・辻 彰洋（国立科学博物館植物研究部）

P14 担子地衣類の地衣体から分離された Coccomyxa dispar近縁系統の分類学的研究
〇升本 宙 1・半田 信司 2（1 信州大・農，2 広島県環境保健協会）

P16 日本国内から単離されたOocystaceae（トレボウクシア藻綱）の複数種の分類・系統学的研究
〇溝渕 綾 1・半田 信司 1・中原-坪田 美保 2・坪田 博美 3（1 広島県環境保健協会，2 千葉中央博・共同研究員，3 広島大・瀬戸内 CNセ・
宮島）

P18 褐虫藻の生活様式が進化する過程で変化した栄養代謝系の多様化メカニズム
◯石井 悠 1・金森 駿介 2・出口 竜作 3・河田 雅圭 2・丸山 真一朗 4・吉田 天士 1・神川 龍馬 1（1 京大・院農，2 東北大・院生命 , 3 宮教大・
理科 , 4 東大・院新領域）

P20 構内緑地への水生生物観察池の設置と環境教育教材の開発
幡野 恭子（京都大・院・人間環境）
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P22 山形県庄内におけるアカモクの収穫期による水溶性物質の特徴
〇若山 正隆 1, 2・大沼 広宜 2・小倉 立己 2・芦野 祐尋 2・門脇 里恵 2・佐藤 美夢 2・尾崎 裕介 2（1 愛媛大・医農，2 慶應大・先端生命研）

P24 特定外来種オオフサモの山梨県内への侵入状況
〇芹澤 如比古・芹澤（松山） 和世（山梨大・教育）

P26 函館港内第三防砂堤防における海藻相と過去の調査との比較
◯秋田 晋吾 1・地崎 賢汰 1・古里 匡志朗 1・南口 蒼太 1・如澤 侑汰 2・細山 裕生 2・日吉 海斗 2（1 北大・院・水産，2 北大・水産）

P28 三重県沿岸における近年のサガラメ・カジメ藻場の衰退
◯倉島 彰 1・岡 謙佑 2・田中 翔稀 2・阿部 文彦 2・竹内 泰介 3・永田 健 4・秋田 祐介 1・瀬戸 さくら 1・玉山（加藤） 葉 1・駒田 真
希 1・吉原 大智 5・田渕 光倭 5・松田 浩一 1（1 三重大・院・生資，2 三重県水産研究所，3 桑名保健所，4 三重県農林水産部，5 三重大・
生資）

P30 環境省モニタリングサイト 1000沿岸域調査における藻場のモニタリング　2023年の成果
〇寺田 竜太 1・阿部 拓三 2・神谷 充伸 3・川井 浩史 4・倉島 彰 5・長里 千香子 6・坂西 芳彦 7・島袋 寛盛 8・田中 次郎 3・上井 進
也 4・青木 美鈴 9（1 鹿大，2 南三陸町 NC，3 海洋大，4 神戸大，5 三重大，6 北大，7 日野市，8 水研機構・水技研，9 日本国際湿地
保全連合）

P32 千葉県小湊における海藻群落の現況
〇渡邉 裕基・磯野 良介（海生研）

P34 種子島の残存藻場の栄養塩環境と構成種の成長至適栄養塩濃度
〇遠藤 光・河島 諒弥・松岡 翠・小玉 将史（鹿大・水）

P36 フォトグラメトリによる海藻植生分布の可視化
〇神吉 隆行 1・佐野 亘 2・三納 正美 3・菅 浩伸 3（1 九大・学振 PD， 2 岡山大・教育，3 九大・比文）

P38 長崎県有川湾の海藻種組成に与える生物的・非生物的要因の影響評価
立石 裕人 ¹・谷前 進一郎 ¹・Dominic F. C. Belleza¹・〇Gregory N. Nishihara²（¹ 長崎大・院・水環，² 長崎大・海洋機構）

P40 高知県産アオノリの天然収穫量ゼロを代替する陸上生産技術
〇平岡 雅規 1・辻 祐人 2・鎌倉 秀成 3・野村 洋平 4・藤原 拓 4（1 高知大・総研セ，2 四万十市，3 海の研究舎，4 京大・院・地球環境）

P42 紅藻カズノイバラのカラギーナン合成における硝酸塩と光の影響
松田 竜也（国際農研）

P44 タネガシマアマノリの胞子体世代の光合成に対する環境ストレスの影響 
〇奥田 直 1・Gregory N. Nishihara 2・寺田 竜太 3（1 鹿大・院・農水，2 長大・環シナ海セ，3 鹿大・院・連農）

P46 緑色光が球状マリモ（Aegagropila linnaei）の光合成に果たす役割
森下 敢太 1・小原 晶奈 1・小川 麻里 2・尾山 洋一 3・鈴木 祥弘 1・〇河野 優 1（1 神奈川大・理，2 安田女子大・教育，3 釧路市教育
委員会）

P48 三重県三木浦におけるダイビングショップと連携したウニ除去活動
◯石川 達也・竹内 大介（尾鷲市役所）

P50 海中林保全手法の開発 ―地域内ゲノミック選抜の有効性検証―
竹村 咲紀 1・一家 崇志 2・山下 寛人 2・〇嶌田 智 1（1お茶の水女子大学ライフサイエンス専攻，2 静岡大学農学部）

P52 スサビノリ葉状体の色調および光合成活性に及ぼす強光と紫外線の影響
〇阿部 真比古・越智 友哉・藤井 香帆・中島 健大朗・持留 幸紀・村瀬 昇（水産機構水大校）

P53 CO2を含む有効ガスを利用したスジアオノリ陸上養殖の試み
猪股 英里 1・沼田 雄一郎 1・山羽 香穂 2・進藤 学 3・安藤 英児 3・大田 昌樹 4・Gregory N. Nishihara5・〇佐藤 陽一 1（1 理研食品，
2 長崎大・院・水環，3 東北電力，4 東北大工，5 長崎大・海洋機構）

P54 ドローン空撮画像を用いた養殖オキナワモズク生育被度推定手法の開発
〇林 顯尚 1・宮城 圭 2・仲宗根 早海 2・渡邊 康志 2・田中 厚子 3・小西 照子 4・伊藤 通浩 5・Gregory N. Nishihara6・佐藤 陽一 7（1 知
念漁協，2okicom，3 琉球大・理，4 琉球大・農，5 琉球大・熱生研，6 長崎大・海洋機構，7 理研食品）

P55 皇居外苑北の丸地区に生育する紅藻カワモズク科藻類について
〇北山 太樹 1・鈴木 雅大 2（1 国立科博，2 神戸大・内海域セ）

P56 紅藻ムロネアマノリの分類学的検討
〇菊地 則雄 1・鈴木 将太 2・玉城 泉也 3・阿部 拓三 2（1 千葉中央博分館海の博物館，2 南三陸町自然環境活用センター，3 水産研究・
教育機構水産技術研究所）

P57 沖縄産紅藻ソゾ属 Laurenciaの分子系統解析
〇山岸 幸正 1・祝 しずく 1・神崎 涼菜 1・石井 貴広 2・鎌田 昂 3・三輪 泰彦 1 （1 福山大，2 琉球大，3 静岡理工科大）

P58 クビレズタ Caulerpa lentillifera におけるロングリードRNA-seq法の開発
有本 飛鳥（広島大・瀬戸内 CN国際共同研究センター）

P59 スサビノリ（Neopyropia yezoensis）に内在するミトウイルスの外部環境による量的変化
〇森 昭仁 1・吉田 和広 2・水谷 雪乃 3・木村 圭 2（1 佐賀大・院・農，2 佐賀大・農，3 三重大院・生資）

12:15–13:15　昼休み　Lunch
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3月 24日（日）午後の部　March 24 (Sun) PM   
13:15–15:00　口頭発表　Oral Session

Ａ会場 Ｂ会場
13:15 A25 大分県佐賀関の食べる「くろめ」

〇伊藤 龍星・白樫 真（大分農林水研セ・水産研究部）
B23 多様性と存在量を同時に推定する環境DNA解析

手法の提案
〇矢吹 彬憲 1・星野 辰彦 2・中村 多実子 1・水野 恵子 1

（1 海洋研究開発機構・RIGC，2 海洋研究開発機構・
X-star）

13:30 A26 四国西部の南北・地域環境勾配における大型褐藻
の生息避難地の探索

〇熊谷 直喜 1・中村 洋平 2（1 国立環境研・適応，2 高知大・
農林海）

B24 タイプ産地より得た株に基づく浮遊藍藻Raphidiopsis 
curvisporaの分類

〇福岡 将之 1・大畑 史江 1・岡村 祐里子 1・新山 優子 2

（1 名古屋市環境科学調査センター，2 国立科学博物館
植物研究部）

13:45 A27 北海道忍路湾におけるホソメコンブの栄養塩取り
込みに与える水温上昇の影響評価

〇中源 理菜 1・工藤 勲 2（1 北大・院・環境，2 北大・院・
環境／水産）

B25 Oocystaenium elegans（オオキスチス科）に近縁
な未記載種の形態と系統

〇半田 信司 1・溝渕 綾 1・中原-坪田 美保 2・坪田 博美 3

（1 広島県環境保健協会，2 千葉中央博・共同研究員，
3 広島大・瀬戸内 CNセ・宮島）

14:00 A28 北海道沿岸漁港斜路における海藻植生
〇藤田 大介・田中 博之・鎌倉 常海（海洋大・院・応用藻）

B26 Two intertidal suessiacean dinoflagellates in 
the same genus showing different cell division 
patterns

〇Wai Mun Lum1,2・Kazuya Takahashi1,3・Tomohiro 
Nishimura2,4・Masao Adachi4・Mitsunori Iwataki1

（1Graduate School of Agricultural and Life Sciences, 
University of Tokyo, 2Fisheries Technology Institute, 
Fisheries Research and Education Agency, 3Institute 
of Parasitology, Biology Center CAS, 4Faculty of 
Agriculture and Marine Science, Kochi University)

14:15 A29 海産緑藻エゾヒトエグサの微視的胞子体の越夏生
育地

◯堀之内 祐介 1・望月 康生 2・市原 健介 1・富樫 辰也 2

（1 北大・北方セ，2 千葉大・海洋バイオ）

B27 珪藻の進化・繁栄の謎を握る未知の藻類：パルマ
藻の生物学

〇桑田 晃 1・伴 広輝 2・中村 洋路 1・山田 和正 3・佐藤 
晋也 3・吉川 伸哉 3・緒方 博之 2・一宮 睦雄 4（1 水産機構・
資源研， 2 京大・化研，3 福井県立大，4 熊本県立）

14:30 A30 褐藻カヤモノリ同胞種間における配偶子不和合性
の遺伝的基盤

〇星野 雅和 1,2・Rita Batista2・小亀 一弘 3・上井 進
也 1・Susana Coelho2（1 神戸大・内海域， 2Max Planck 
Institute for Biology, Tübingen，3 北大・理）

B28 細胞質連絡の太い Volvox節 2種～琵琶湖よりボ
ルボックス愛をこめて～

〇野崎 久義 1,2・松﨑 令 1・霜鳥 孝一 3・山口 晴代 1,3・
植木 紀子 4・河地 正伸 1（1 国立環境研・生物多様性，
2 東京大・理学系，3 国立環境研・琵琶湖分室，4 法政大・
自然科学セ）

14:45 A31 褐藻ケヤリ（ケヤリ目）の分類の再検討
〇川井 浩史 1・Nicholas Yee2・羽生田 岳昭 3（1 神戸大・
内海域 , 2オーストラリア・Elgin Associates P/L, 3 北
里大・海洋生命科学）
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♢A02 〇山羽 香穂 1・猪股 英里 2・名越 日佳理 2・佐藤 陽一 2・
Gregory N. Nishihara3：スジアオノリの相対成長速度と純光合
成速度が最大となる二酸化炭素濃度の推定

　近年の気候変動の影響を受け，沿岸海域におけるスジアオ
ノリ Ulva prolifera の生産量が減少傾向にある。そのため本種
の陸上養殖の技術開発が進められている。先行研究では，本
種は培養時に二酸化炭素（CO2）を曝気すると相対成長速度
（RGR）が上昇することが報告されている。したがって，本研
究では陸上養殖への技術的活用を目的として，本種の生産量
を向上させる CO2

 濃度を調べた。
　本研究では 10°C，20°C，30°Cの 3段階において，0か
ら 200 mg CO2 L−1でスジアオノリの RGRと純光合成速度
（NPR）を調べた。CO2濃度はポータブル炭酸ガス濃度計（東
亜DKK製）を用いて pHとともに測定した。RGRは，スジ
アオノリをフラスコ内で 6日間培養し，藻体の湿重量を計測
して算出した。NPRは，酸素瓶に藻体を入れ，1時間の溶存
酸素濃度の変化から算出した。
　RGRは，10°Cでは 6 mg CO2 L−1，20°Cでは 17.8 mg CO2 
L−1，30°Cでは 27.5 mg CO2 L−1 において最大となった。全
ての実験において，それらより CO2濃度の高い試験区では
RGRが徐々に減少した。一般化加法モデルを用いた推定で
は，30°Cでは 20–60 mg CO2 L−1の範囲で，20°Cではそれよ
り低い CO2濃度で，10°Cではさらに低い CO2濃度でピーク
を示した。またNPRは，10°Cでは 5.8 mg CO2 L−1，20°Cで
は 25.9 mg CO2 L−1，30°Cでは 7.4 mg CO2 L−1で最大を示した。
温度によって RGRとNPRが最大となる CO2濃度は異なるこ
とが分かった。
（1長崎大・院・水環，2理研食品，3長崎大・海洋機構）

♢A01 〇佐口 敬大 1・田中 幸記 2・平岡 雅規 2：褐藻ワカメ・
ヒロメの屋外タンク養殖に向けた培養方法の検討

　食用海藻ワカメ・ヒロメは，近年，生産量が減少している。
本研究では，安定生産が可能になる屋外タンク養殖に必要な
培養条件を検討した。特に，室内培養した種苗を屋外タンク
に移すと，強光阻害として藻体先端に白色化「先枯れ」が起
こるが，これを防ぐ方法を検討した。
　両種の成長率と先枯れを調査するため，室内で光量，栄養
塩濃度，水温の培養条件を変化させた成長実験，その結果か
ら先枯れしないように工夫した屋外タンクによる成長実験を
行った。
　室内実験では，両種とも光量 100–200 μmol m−2 s−1，水温
15，20°Cで日間成長率（DGR）約 50%と高い値を示した。
栄養実験では，両種とも栄養塩濃度を下げると藻体の色が薄
くなる傾向にあったが，DGRにはほとんど影響はなく 50%
が保たれた。一方，高光量の 600，800，1000 μmol m−2 s−1で
は，高い光量ほど早く大きく先枯れが進行した。先枯れは葉
長 1 cmより 2 cmの大きな藻体で起こりにくく，または順化
を行うことで，その程度が小さくなった。
　当初は室内培養した種苗をそのまま屋外タンクに移して培
養すると，太陽光（晴天時で約 1500 μmol m−2 s−1）の強光で
先枯れを起こす問題が起こっていたが，室内実験に基づき，
光量を半減させる網を被せることで，両種ともに先枯れをす
ることなく成長させることができた。
（1高知大・院・理工，2高知大・総研セ）

♢A03 ○黒丸 駿太郎 1・井下 恭次 2・秋田 晋吾 3・藤田 大介 1：
ドローン撮影による常磐海域漁港のコンブ群落の分布と解析
手法の検討

　本州太平洋側におけるコンブの分布南限である常磐海域で
は複数の漁港でのみ生育が知られているが，昨今の分布状況
は不詳である。本研究では 2022～ 2023年に福島県と茨城県
の 11漁港 1港湾の斜路を中心に，ドローンや水中ドローンを
用いた現地調査と衛星画像による群落の経年変化の確認のほ
か，画像解析の検討を行った。現地調査では，濁りが顕著であっ
たが，福島県 6漁港（請戸，富岡，久之浜，四倉，豊間（沼
の内），勿来）と茨城県 2漁港（平潟，大津）の斜路とその周
辺（一部に防波堤壁面，ブロック，泊地も含む）でコンブの
生育，小浜漁港で寄り藻のコンブを確認した。Google Earth
では 2014年以降の鮮明な画像で斜路上の藻場を確認でき，
分布形状と色調からコンブ群落である可能性を示唆できる場
合もあった。画像解析では，最尤法，画像輝度ヒストグラム，
BI値を用いた藻場抽出と藻場構成種の識別を試みた。最尤法
を用いた画像解析では陸地部分のトリミング後に藻場を分割
し教師無しで分類する方法が最も高い精度で藻場を抽出でき
た。輝度ヒストグラムを参考にした方法ではコンブとガラモ
を抽出できたが識別は難しかった。BI値による藻場識別では
15 m撮影のコンブとガラモの BI値に差が見られ，50 m撮影
のコンブ 2群落の BI値がいずれも 15 mコンブの BI値に近
い値を示し，複数の高度で撮影した画像を組み合わせること
により BI値から藻場構成種の識別が可能であることが示唆さ
れた。
（1海洋大・院・応用藻類，2国際航業（株），3北大・院・水産）

♢A04 ○大川 雄生 1・駒田 真希 2・倉島 彰 2：三重県鳥羽市菅
島のカジメ藻場内の分光スペクトル 

　褐藻コンブ類は，青色光で成熟・生長が促進されることが
報告されている。清澄な海中光にはコンブ類の生育に必要な
青色光成分が多く含まれているが，藻場内や周辺海域の光質，
すなわち分光スペクトルを測定した例は極めて少なく，藻場
内に青色光がどの程度含まれているのか明らかではない。そ
こで本研究では，カジメ藻場内の分光スペクトルの解明を目
的とした。2022年 6月から 2023年 12月の間に計 8回，三
重県鳥羽市菅島のカジメ藻場内で測定を行った。測定地点は
藻場内のカジメ被度が低い場所（30%未満），中程度の場所
（30–70%），高い場所（70%以上），及び同程度の水深で大型
海藻が存在しない場所（藻場外），陸上の 5地点とした。測定
には分光器と光ファイバーケーブルを用い，同時に光量子セ
ンサーで PAR（400–700 nm）の光量子束密度の測定も行った。
PARの波長域の放射照度を 0.3 nmごとに記録することで，
分光スペクトルを算出し，光量子センサーで測定した PARの
光量子束密度の値で分光スペクトルの補正を行った。また，
PARを 100 nmごとに分割し，それぞれ青色光，緑色光，赤
色光として解析を行った。
　藻場内の青色光は藻場外に比べて夏に 5.0%，秋に 1.9%，
冬に 2.1%低かった。光色ごとの藻場内への透過率は，カジ
メ被度が高い場所では青色光が他の 2色よりもわずかに低い
傾向があったが，被度の低い場所では光色による差は確認さ
れなかった。また，被度が高い場所の青色光の透過率は夏に
7.6%，秋に 37.6%，冬に 36.2%となり，夏に大幅に低下する
ことが示された。
（1三重大・生資，2三重大・院・生資）
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♢A05 〇伊藤 武留・和田 茂樹：海藻群集の溶存態有機物生産量

　溶存態有機物（DOM：Dissolved Organic Matter）は，海
洋の長期的な炭素貯留と微生物食物網のエネルギー源とし
て機能する。沿岸域のDOMは河川を介した陸起源有機物
が主な起源と考えられてきたが，沿岸域に主な生息場を持つ
海藻の寄与も無視することはできない。広い空間スケールの
DOMプールに対する海藻の影響を知る際に，海藻群集の単
位面積当たりのDOM生産量に藻場面積を乗じる必要がある。
しかし，先行研究ではその海域の優占種の単位重量当たりの
DOM生産量を評価しており，その種の面積当たりの重量と
藻場面積を用いた評価が行われてきた。対象種が限定されて
おり（7種），非優占種の影響が無視されているために群集レ
ベルのDOM生産量が過小評価されている可能性がある。本
研究では，面積が一定なタイルを海底に設置し，経時的な海
藻群集の遷移を観察した。設置から 13か月のタイル上の海
藻群集の被度解析から枝状海藻と枝状石灰藻が優占しており，
周囲の海底の海藻群集と類似していた。すなわち，タイル上
に自然に近い海藻群集が形成されたことが示された。このタ
イルを水槽に移設し止水中で 9時間静置した後の溶存態有機
炭素濃度を分析することで，海藻の単位面積当たりのDOM
生産量を測定した。本研究では海藻群集のDOM生産量は明
条件および暗条件で，それぞれ 22.9 ± 7.58 mgC m−2 h−1およ
び 18.5 ± 6.48 mgC m−2 h−1と見積もられ，先行研究（7種の
海藻の平均値：11.6 ± 6.29 mgC m−2 h−1）の約 2倍であった。
本研究では，非優占種を含めた海藻群集を対象としたことで，
より高いDOM生産量が計測されたと考えられる。すなわち，
海藻藻場のDOM生産量はこれまで過小評価されており，沿
岸域のDOMプールへの寄与はより大きくなる可能性がある。
（筑波大・下田臨海セ）

♢A07 ◯日吉 海斗 1・如澤 侑汰 1・南口 蒼太 2・秋田 晋吾 2：
北海道北斗市葛登支岬における紅藻ヒラムカデの形態の季節
的変化

　ムカデノリ属の一種である紅藻ヒラムカデは季節的な形態
変異が激しいとされている。同属のヒロハノムカデノリや，
スギノリ目の複数種では，世代によっても形態的な差異が生
じるが，ヒラムカデではその要因は不明である。そこで本研
究は，ヒラムカデの形態変異において，季節および世代が与
える影響について検討した。本研究では，北海道北斗市葛登
支岬の潮間帯において，2023年 3月から 12月まで，毎月ラ
ンダムに 30個体採集した。それぞれの株において，全長（付
着器下部から最も長い主枝の先端まで），株全体と最も長い主
枝の湿重量，最も長い主枝の分岐数，また，扁平で基部の主
枝と比較して幅広な部分を葉状部と定義し，葉状部の葉長，
葉幅，葉厚，側面副出枝数，表面副出枝数および最長副出枝
長を計測した。その後，切片を作成し，成熟していた場合は
世代を決定した。調査期間中，7月および 8月は藻体の消失
により，4個体と 0個体のみの採集であった。成熟した雌性
配偶体は，全ての月で 50%以上検出されたが，成熟した雄性
配偶体は観察されなかった。一方，成熟した四分胞子体につ
いては，6月以降に 10～ 40%の割合で出現した。全てのサ
ンプルで主成分分析を実施した結果，世代，季節にかかわらず，
明瞭なクラスターは認められなかった。しかし，両方の世代が
確認された 6～ 12月のサンプル（n = 141）について世代間
で形態を比較したところ，分岐数，副出枝数，副出枝長，湿重
量および主枝湿重量で，有意差が認められた。以上から，ヒラ
ムカデの形態は，世代の影響を受けていることが示された。
（1北大・水産，2北大・院・水産）

♢A06 〇如澤 侑汰 1・南口 蒼太 2・日吉 海斗 1・秋田 晋吾 2：
北海道北斗市葛登支岬におけるエゾノネジモクおよびヨレモ
クの形態の季節変化と差異

　ホンダワラ属の海藻は生育地点によって形態や季節性が変
化する。遺伝的に近縁なエゾノネジモクおよびヨレモクは，
茎状部の形態および生態が異なるが同所的に生育する場所に
おいて比較された例はない。本研究では北海道北斗市葛登支
岬におけるエゾノネジモクおよびヨレモクの季節性および形
態差異を推定することを目的とした。採集は，2023年 4月
から毎月 1回，潮間帯および潮下帯上部で混生する 2種の個
体群から平均的なサイズの藻体を採取し，全長，湿重量，付
着器長および径，茎幅，主枝の太さ，主枝数，葉長および葉
幅，葉面積の計 10項目を計測した。最大全長はエゾノネジモ
クが 7月に 33.16 ± 2.97 cm，ヨレモクが 6月に 46.01 ± 1.98 
cmとなった。生殖器床が形成される期間はエゾノネジモク
で 6～ 8月，ヨレモクで 4～ 7月と重複していたが，卵放出
はエゾノネジモクで 8月，ヨレモクで 6月に確認され，1ヶ
月以上の差があった。形態を比較すると，エゾノネジモクは
ヨレモクよりも付着器長，主枝の太さ，茎幅が有意に小さく，
主枝数が有意に多かった。葛登支岬におけるエゾノネジモク
の卵放出期は既往研究と一致したが，ヨレモクでは既往研究
と比較して 1～ 2ヶ月遅れていた。さらに，ヨレモクの最大
全長はそれらで報告されているものよりも小さかったことは，
生育する水深帯の違いによる影響が考えられる。また，混生
する環境下であってもこれら 2種の形態差異が認められたこ
とから，形態的特徴は種の特徴を反映しているものと考えら
れた。
（1北大・水産，2北大・院・水産）

♢A08 ○南口 蒼太 1・如澤 侑汰 2・日吉 海斗 2・秋田 晋吾 1：
局所スケールの遺伝的プロフィールに基づく褐藻ヒジキの再
生産様式の解明

　褐藻ヒジキはヒバマタ目ホンダワラ科に属し，有性生殖と
無性生殖を行う。本種は近年減少傾向にあるため保全を推進
すべきであり，その基礎として再生産様式の把握が必須であ
る。演者らの以前の研究で，本種を 1 m以上の間隔で採集し
た場合，僅かに無性生殖が確認された一方で，有性生殖は明
確に認められ，数キロ離れた個体間でも遺伝的に交流してい
た。本研究ではより狭いスケールに着目し，本種の再生産様
式を調べた。北海道北斗市葛登支岬の磯に約 1,100 m離れた
2つの調査サイトを設け，各サイト内のランダムな 3調査点
にて，10 cm毎の格子がついたコドラートの格子点で本種を
採集した。13の SSRマーカーを用い，計 207サンプルの遺
伝子型を決定した。個体間の遺伝距離が 0の場合をクローン
と定め，その頻度と配置を調べた。さらに，個体間の遺伝距
離と調査点間の遺伝的交流度を求めた。クローン集団は調査
点あたり 4～ 7つ存在し，それぞれ 2～ 13個体で構成され
ていた。クローン個体間の直線距離は 10～ 71 cmであった。
調査点の近交係数 FISは −0.485～ 0.070を示し，局所スケー
ルでは無性生殖の存在が明確であった。一方，調査点間，調
査サイトで同等の遺伝的交流があり，明らかな遺伝的分化は
検出できなかったため，スケールを問わず有性生殖の影響は
大きいことが推測された。また，近隣の調査点間でもクロー
ンの頻度と配置，個体間の遺伝的近縁度に差があり，微小な
環境条件の差異が再生産様式に大きく影響する可能性が示唆
された。
（1北大・院・水産，2北大・水産）

Ａ会場１日目　9:00–10:45／ 11:00–12:00　　♢ 学生発表賞の対
象
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♢A12 ○日山 津奈美・吉川 伸哉：褐藻セイヨウハバノリの遊
泳細胞放出における光応答

　褐藻の光応答は成長や発生などの光形態形成や走光性など
の光運動が多く報告されているが，遊泳細胞（配偶子や遊走
子など）の放出と光の関係についての生理学的報告は少ない。
本研究はセイヨウハバノリ（Petalonia fascia）を用いて，遊
泳細胞の放出と光の関係を調べた。明期 10時間暗期 14時間
で培養している成熟した藻体に暗期終了後，白色光を 30分
照射し，遊泳細胞を放出した個体の割合（放出率）を求めた。
暗条件では遊泳細胞は放出されなかったが，明条件での放出
率は 91%だった。暗期直前に光合成阻害剤DCMUを培地に
終濃度 10 μMで添加しても放出率の有意な低下は無かった
が，前日の明期に添加した場合は遊泳細胞が放出されなかっ
た。これらの結果から光合成は，遊泳細胞放出の前段階に関
与するが，放出そのものには関与していないことが示唆され
た。50 μmol m−2 s−1の赤，青，緑色光をそれぞれ 5分および
30分照射すると，30分の照射では赤色光と比べて青・緑色
光で放出率が有意に高く，5分の照射では青色光の放出率が
緑色光より有意に高かったため，遊泳細胞放出への効果は青，
緑，赤色光の順で高いことが示された。0.5，50 μmol m−2 s−1

の青色光をそれぞれ 1，30分照射すると，50 μmol m−2 s−1，1
分の照射（総光子量 3000 μmol m−2）より 0.5 μmol m−2 s−1，
30分の照射（総光子量 900 μmol m−2）の方が，有意に放出率
が高かった。この結果は遊泳細胞の放出に照射時間が有効で
あることを示唆している。
（福井県大・海洋生物）

♢A11 〇鶴亀 里咲・鈴木 秀和・神谷 充伸：褐藻カジメ属雄性
配偶体が雌性配偶体の卵形成に及ぼす影響評価

　褐藻コンブ目では，成熟した雌性配偶体に形成された卵か
ら分泌される性フェロモンによって，雄性配偶体からの精子
の放出や誘引が引き起こされることが知られている。一方，
雌性配偶体の卵形成に関しては，雄性配偶体との共培養によ
り促進されるという報告はあるが，卵形成を促す因子やその
種特異性についてはわかっていない。そこで本研究では，カ
ジメ Ecklonia cavaと E. maximaの配偶体を用いて，雄性配偶
体との共培養が雌性配偶体の卵形成に与える影響を評価した。
①雌性配偶体の単独培養，②同種の雌雄配偶体の共培養，③
異種の雌雄配偶体の共培養，という 3条件において，成熟誘
導後 12日目に雌性配偶体が形成した卵数を比較したところ，
どちらの種においても②＞③＞①の順に卵形成数が多かった。
次に，成熟した雌または雄の配偶体を 7日間培養して得られ
た培養液を，単独培養していた雌性配偶体に添加し，12日目
に形成された卵数を計数した。その結果，どちらの種におい
ても雌培養液に比べて雄培養液を添加した時に卵数がより増
加し，特に同種の雄培養液を添加した時に卵が多数形成され
た。以上の結果より，雄性配偶体から培地中に分泌されてい
る何らかの物質が，雌性配偶体の卵形成を促進することが示
唆された。さらに，同種の雄性配偶体およびその培養液の方
が卵形成の誘導効果が高かったことから，卵形成を促す物質
とその受容体の組み合わせが種特異的である可能性が考えら
れる。今後，これらの物質や受容体を特定することにより，
コンブ目配偶体における相互的な成熟機構の解明を試みる。
（海洋大・院・藻類）

♢A10 ○中澤 祐人 1・鶴亀 里咲 1・秋田 晋吾 2・鈴木 秀和 1・
神谷 充伸 1：褐藻マコンブ配偶体の成熟誘導に関する研究

　褐藻マコンブ Saccharina japonica配偶体の生理特性に関
する研究は盛んに行われているが，成熟を誘導する条件につ
いては不明な点が多い。成熟誘導時には配偶体の細断処理が
有効とされているが，その理由についてはよくわかっていな
い。藻体に当たる光強度が細断処理によって変化している可
能性があるため，光強度の違いが雌性配偶体の成熟に与える
影響について評価した。細断した雌性配偶体を 10，50，100 
µmol/m2/sの 3条件下で 10日間培養したところ，光強度が強
いほど卵形成数は増加した。このことから，細断処理によっ
て光が十分に当たることが成熟が誘導される要因の一つと考
えられた。
　マコンブにおいて，雌性配偶体の卵から分泌されるフェロ
モンが雄性配偶体の精子の放出・誘引を促す現象は知られて
いるが，雄性配偶体が雌性配偶体の成熟に及ぼす影響はほと
んど調べられていない。そこで，雌性配偶体のみを入れた容
器と雌雄配偶体を共に入れた容器を用意し，10日間培養して
雌性配偶体に形成された卵を計数した。その結果，雌性配偶
体のみで培養した条件よりも雌雄を共に培養した条件の方が
卵数は有意に多かった（P < 0.001）。さらに，雄性配偶体の
培養液を雌性配偶体に添加して培養したところ，雌性配偶体
の培養液を添加した条件よりも卵数が有意に増加した（P < 
0.001）。以上の結果から，雄性配偶体から培地中に分泌され
る成分が雌性配偶体の成熟を促進した可能性が示唆された。
今後はこの成分とその受容体を特定したい。
（1海洋大・院・藻類，2北大・院・水産）

♢A09 〇宇田 春花・鈴木 秀和・神谷 充伸：アオサ藻フササボ
テングサの種内変異に関する形態的，遺伝的，生態的研究

　サボテングサ属は形態的多様性が高いことで知られるが，
形態変異の原因や意義に関する知見は不足している。そこで
本研究では，形態変異が遺伝的変異および生育環境と関連が
あるかを調べるために，沖縄県本部町備瀬崎の潮間帯と潮下
帯でフササボテングサを採集し，形態と核リボソーム RNA遺
伝子 18S-ITS領域の塩基配列を解析した。潮下帯と比べて潮
間帯では，藻体は小さく房状となり，節間部は小さく厚くな
る傾向がみられた。3つのリボタイプが検出されたが，潮間
帯と潮下帯でリボタイプ組成に違いは見られなかったことか
ら，上述した形態変異は生育環境の違いによってもたらされ
た可能性がある。
　干出する潮間帯では水分を保持できる方が生存に有利と考
えられるため，藻体表面に付着する水分と藻体内の水分含有
量を測定した。その結果，潮間帯に優占する房状藻体と潮下
帯に優占する平面状藻体の間で違いは見られなかったが，藻
体表面に付着する水分が完全に乾燥するまでの時間は房状藻
体の方が長かった。さらに，乾燥処理時間を変えて最大量子
収率（Fv/Fm）を測定したところ，2時間の乾燥処理後では，
房状藻体の方が平面状藻体よりも高い Fv/Fmを示した。房状
藻体は，表面の水分をより長時間保持できるため，干出する
潮間帯での生育により適応的と考えられる。一方，節間部の
薄い藻体と節間部の厚い藻体の Fv/Fmは乾燥処理後に違いが
見られなかったことから，節間部の厚さは乾燥ストレス耐性
と関係ないことが示唆された。
（海洋大・院・藻類）

Ａ会場１日目　11:00–12:00／ 14:30–16:15　　♢ 学生発表賞の
対象
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♢A16 ○新崎 陽・小西 照子・與那嶺 里菜：オキナワモズク
（Cladosiphon okamuranus）由来 GDP-マンノース 4,6-デヒ
ドラターゼ，GDP-フコースシンターゼの解析

　オキナワモズク（Cladosiphon okamuranus）は，褐藻綱ナガ
マツモ目ナガマツモ科に分類される褐藻で，2016年にゲノム
が解読され，遺伝子を利用できる数少ない褐藻類の 1つである。
また，他の褐藻類に比べて，細胞壁に硫酸化多糖フコイダンを
多く有することが特徴である。これまでフコイダンの構造や，
生理学的な機能に関する報告は多数あるものの，フコイダンの
生合成に関しては合成酵素の候補遺伝子の発現解析にとどま
り，その遺伝子の機能解析は行われておらずフコイダン生合成
メカニズムの詳細は明らかでない。フコイダンは，GDP-フコー
スを基質として合成されると考えられる。GDP-フコースは，
GDP-マンノースを基質として合成され，その合成には GDP-マ
ンノース 4,6-デヒドラターゼ（GM46D）と，GDP-フコースシ
ンターゼ（GFS）の 2つの酵素が関与している。本研究では，
GDP-フコース生合成に関与する酵素の特性を明らかにするこ
とを目的として，オキナワモズク由来 GM46D（CokGM46D）
と GFS（CokGFS）の組換え酵素を調製し，GDP-フコース合成
活性について検討した。
　オキナワモズク盤状体から，CokGM46D及び CokGFS候補
遺伝子をクローニングし，大腸菌 BL21（DE3）株を用いて組
換え CokGM46Dと組換え CokGFSを調製した。調製した組換
え酵素をNi2+アフィニティークロマトグラフィーにより精製
した。精製した組換え酵素を用いて，GDP-マンノース，Tris-
HCl（pH 7.5），NADPH存在下で酵素反応を行い，反応生成
物をHPLCに供し GDP-フコース合成活性を測定した。その結
果，CokGM46Dと CokGFS の両酵素存在下で，GDP-マンノー
スから GDP-フコースの合成が確認できた。このことにより，
CokGM46D及び CokGFSが GDP-フコース合成に関与する酵素
をコードすることが分かった。
（琉球大・農）

♢A15 〇重河 光希 1・村瀬 拓次 1・平岡 雅規 2：タンク生産に
向けたアマノリ 2種の最適培養条件の検討

　ナラワスサビノリ（以下スサビノリ）とオオバアサクサノ
リ（以下アサクサノリ）は，国内で海面養殖されている代表
的な種である。現在，ほとんどの海苔養殖でスサビノリが使
われている。一方，アサクサノリは，より高品質とされるが
養殖が難しく生産量は少ない。両種共に，環境変動に大きく
影響を受け，生産量が年々減っている。そこで，安定的で高
品質な海苔のタンク生産に向け，両種のタンク生産用種苗の
最適成長条件を検討した。
　本研究では，愛媛県の瀬戸内海沿岸で採取した両種から浮
遊培養用の種苗を作製した。2種の約 1cmの葉状体の集塊種
苗を使って，水温・光周期の培養条件の違いによる成長率を
比較した。水温試験ではスサビノリが 14–22°Cの範囲で 5試
験区，アサクサノリは 16–22°Cの範囲で 4試験区，光周期試
験では，2種ともに明期 /暗期 = 8h/16h–24h/0hの範囲で 7
試験区を設け，日間成長率DGRを比較した。
　水温試験では，スサビノリは 16°C，アサクサノリは 18°C
で最も高いDGR63 ± 8.3%，45 ± 2.7%をそれぞれ示した。
22°Cでは，スサビノリが培養数日で枯死し生重量が減少し
たのに対し，アサクサノリでは，胞子形成が起こったが，そ
の後も緩やかに成長し続けた。このことから，スサビノリと
比較してアサクサノリは高温耐性をもつと考えられた。また，
光周期試験では，スサビノリは明期 14h/暗期 10h，アサクサ
ノリは明期 16h/暗期 8hで最も高いDGR75 ± 11%，75 ± 9.4%
をそれぞれ示した。しかし，両種とも日長に比例して藻体の
色が薄くなる傾向がみられた。商業的には色の濃い藻体ほど
品質が高いとされているので，長日条件で生産効率を上げる
と，品質が下がる可能性がある。
（1高知大・院・理工，2高知大・総研セ）

♢A14 ◯古賀 千優 1・清水 麻帆 1・吉田 和広 2・木村 圭 2：強
光環境に応答するスサビノリのアスコルビン酸を介した抗酸
化システムの理解

　紅藻スサビノリ（Neopyropia yezoensis）は，ビタミン Cを
豊富に含む海苔の原料である。演者らは，海苔は主な価値基
準である色（光合成色素濃度）に依存せず，ビタミン Cを豊
富に含んでいることを明らかにしてきた。ビタミン C（アスコ
ルビン酸（AsA））は，生物における重要な抗酸化物質である
ことから，高ビタミン C含有量は，光合成生物であるノリが
受ける光酸化ストレスに関係がある可能性が考えられた。そ
こで本研究では，海苔におけるビタミン C蓄積の理解深化を
目的に，ノリの AsAを介した抗酸化システムを調査した。異
なる光酸化ストレス環境として，0，100，1000 μmol photons 
m−2 s−1（暗黒，弱光，強光）の 3つの光条件でノリ葉状体を
培養した。培養 0，1，2，3日目のノリを採取し，ノリ細胞内
の活性酸素種H2O2量と AsA量の定量，および AsA合成遺伝
子，酸化ストレス保護機構である AsA-GSHサイクルに関与す
る遺伝子の発現量を解析した。その結果，H2O2量は培養 1日
目に強光条件で濃度が比較的高くなったが，3日目には他条
件と同等になった。反対に，AsA量は 3日目の強光条件で有
意に高くなった。発現定量解析では，活性酸素種の消去に関
わる PySODと PyAPXが強光条件で高発現となった。このこ
とから，強光環境下において AsAを中心とした抗酸化システ
ムが増強されていることが示唆された。現在，抗酸化酵素に
関わる他遺伝子の発現量を調査しており，本発表においては，
強光環境に応答する AsAを中心とした包括的な抗酸化システ
ムについて議論したい。
（1佐賀大・院・農，2佐賀大・農）

♢A13 〇清水 麻帆 1・吉田 和広 2・木村 圭 2：スサビノリ品種
の色調と光合成色素合成との関係の理解

　紅藻スサビノリは，海苔産業におけるノリの代表種であり，
養殖に適した形質を選抜育種した品種が養殖に利用されてい
る。乾海苔の価値は，板海苔の色調がおもな基準として定め
られており，価値の高い「良い色」を呈する海苔を安定的に
生産するためには，こうしたノリの色調，つまり色素組成の
変化を理解することが重要となる。一方で，養殖では用いら
れていないものの，スサビノリの品種の中には，緑，赤，橙
色など様々な色を呈する品種の存在が知られており，それら
の品種における色素組成の理解は進んでいない。色調が異な
る品種において，各色素の合成機構等が理解されれば，目標
とする色を呈しやすい品種や養殖技術の開発などに有用な情
報となる。そこで，ノリの色調制御の理解を目標に，色調の
異なるスサビノリ 18品種の葉状体を同条件下で 45日間培養
し，これらの葉状体の色調，各光合成色素量，色素合成に関
連する遺伝子の発現量について比較を行った。その結果，や
はりスサビノリの品種間でこれらに差が生じていることが明
らかになった。また，例えば，フィコビリンのサブユニット
合成遺伝子の発現量と実際の色素量を比較したところ，両者
が一致しない品種が存在していた。このような品種では，色
素タンパク質の合成はされているものの，完全な色素複合体
にならないなどの変異が起こっていると推察された。本発表
では，ノリの各色素含有量と色調，色素合成関連遺伝子の関
係について議論したい。
（1佐賀大・院・農，2佐賀大・農） 

Ａ会場１日目　14:30–16:15　　♢ 学生発表賞の対象



57

口
頭
発
表
要
旨

Ａ
会
場
１
日
目　

14:30–16:15　
／　
２
日
目　

9:00–10:30　
　
♢

 学生
発
表
賞
の
対
象

A20 ○別所 和博 1・Sarah P. Otto2：大型藻類の繁殖システムは
F統計量から推定できるのか？

　単相（haploid）の配偶体と複相（diploid）の胞子体が交代
する世代交代は多くの大型藻類で観察される現象である。我々
は，このような haploid-diploid生活環を示す種でいかなる生
態・進化動態が生じるかについて理論研究を行ってきたが，
これまでの研究から配偶体と胞子体が混在する集団を，あた
かも haploidの配偶体のみで占められた分集団と diploidの胞
子体のみで占められた分集団が有性生殖で接続されたメタ個
体群として捉えられることがわかってきた。
　以上を踏まえ，我々は大型藻類に対し，メタ個体群におけ
る移住率を推定する集団遺伝学的手法を応用することで，藻
類の繁殖システムをゲノムデータから推定する方法を提案し
た。本発表では，この手法を計算機上でシミュレーションし
た個体群に対し適用することで，どこまで現実的な推定を行
うことができるのかについて議論する。
（1埼玉医科大，2ブリティッシュコロンビア大）

A19 ○江端 弘樹 1,2・田中 琉聖 3・伊藤 大悟 3・田代 倫子 3・四
ツ倉 典滋 2,4：藻学に関する積極的アウトリーチの提案 ～大学
生が自主ゼミで企画した「こんぶ川柳コンテスト」から見え
ること～

　2007年に設立された特定非営利活動法人北海道こんぶ研究
会では，生き物としてのコンブ，食品としての昆布を包括的
に捉え「こんぶ」として扱い，研究・教育等に関する事業に
取り組む事業を進めてきた。2016年以降は，こんぶ理解の裾
野を広げるため，遊びや楽しみを通し科学啓蒙主義的要素を
できるだけ排除した「こんぶへの自然な学び」のイベントと
して「こんぶDay」を企画し開催している。
　第 2回福井こんぶ Day（2023年 10月）および第 4回北海
道こんぶDay（同 11月）との連携イベントとして，「こんぶ
川柳コンテスト」をこんぶの思い出をお題として開催した。
約 2ヶ月間の開催期間中に，全国 46都道府県の 519名から
1,483句の投稿があった。世代は 10歳代から 80歳以上まで
と幅広かった。投句の分類は，食品を直接詠んだもの 81.4%，
慶事や縁起物を詠んだもの 4.5%，生き物としてのコンブを詠
んだもの 3.7%，コンブ漁や昆布干しを詠んだもの 3.5%など
であった。これらの内，誤解や誤認に基づく句が 7.2%含まれ
ていた。テレビ ･雑誌・ネットによる誤発信や古くからの伝
承に含まれる誤解が要因と考えられ，メジャーなコンブや昆
布に対する知識ですら一般に浸透していない可能性が高い事
が再認識された。
　日本藻類学会の皆さんに，ネット上の活動を含めた藻学に
関する積極的なアウトリーチ活動の推進を提案します。ネッ
ト上での情報発信を進めることは，生成 AIが学習する確から
しいデータをネット上に増やすことも意味します。
（1福井大・高教セ，2北海道こんぶ研究会，3福井大・工，4北大・
北方セ）

♢A18 ○Mst Zannatun Mauya・Hidekazu Suzuki・Mitsunobu 
Kamiya: Ecophysiological properties of euryhaline red algae 
Caloglossa continua and C. ogasawaraensis

　Euryhaline red algae Caloglossa continua and C. ogasawaraensis 
are distributed from Tohoku to Okinawa in estuaries and 
brackish lakes. Because it is not fully understood which 
environmental factor controls their particular vertical and 
horizontal distribution patterns, we performed field examinations 
and culture experiments to reveal the ecophysiological difference 
between the two species. When the coverage was examined 
at the three different habitats in Tama River, Kanagawa 
Prefecture, both species showed the highest coverage at the site 
where the salinity and photon flux density (PFD) were lower 
than other two sites. Water retention ability and survival rate 
after desiccation treatment were higher in C. continua than C. 
ogasawaraensis. Stress tolerance experiments under various 
conditions of salinity (8 psu, 32 psu and changing conditions 
between 8 psu and 32 psu) and PFD (5 and 60 µmol/m²/s) 
were performed; the relative growth rate was not significantly 
different among the six conditions in both species. These 
results suggest that desiccation during low tide is more 
responsible for the distribution pattern of the two species than 
salinity and PFD. The vertical distribution of C. continua above 
C. ogasawaraensis can be partly explained by the difference in 
the water retention ability and the desiccation tolerance. The 
coverage of both species was higher at the shaded site, where 
desiccation stress may be alleviated by lower PFD.
(Department of Ocean Sciences, Tokyo University of Marine 
Science and Technology)

♢A17 ○落合 乾大 1・塙 大輝 2・伊藤 武彦 2・五島 剛太 1：
Bryopsis sp.の全ゲノム解読と比較ゲノム解析

　Bryopsis（ハネモ）は高い再生能力をもつ単細胞多核の大
型緑藻である。今回，菅島で採取した Bryopsis sp.の雌株に
おいて，ハネモ科として初めて全ゲノム配列を決定した。そ
の精度は高く，27つの contigの内 5つで両端にテロメア様
構造をもつ染色体レベルのゲノム構築ができていた。加えて，
遺伝子アノテーションにより 14,171個の遺伝子を予測した。
また系統解析から，これまで知られているように Bryopsisは
Ostreobiumよりも Caulerpaに系統的に近いことがわかった。
　さらに Bryopsis sp.の全ゲノム配列と近縁種を含む主要な
緑藻とで比較ゲノム解析を行なった。すると，原形質再生時
の凝集に関わると考えられているレクチン遺伝子（Yoon et al. 
2008）が Bryopsis sp.において大規模に重複していることが
わかった。一方，他のほとんどの緑藻ではこのレクチン遺伝
子を見つけることができなかった。レクチン遺伝子の大規模
な重複が，Bryopsisの高い再生能力に寄与している可能性が
考えられる。
　またモータータンパク質の比較ゲノム解析により，他の緑
藻で 2つ以上見つかるミオシン遺伝子が Bryopsis sp.では 1
つしか存在しないことがわかった。対するキネシン遺伝子は
34個見つかった。ここから単細胞で長い主軸をもつ Bryopsis
には長距離輸送を担うキネシンの存在が考えられた。そこで，
植物で長距離輸送を担うことが知られている kinesin-ARK遺
伝子を調べたところ Bryopsisには存在しないことがわかった
（Kanda et al. 2023; Yoshida et al. 2023）。一方，植物にはない
が緑藻全体で保存されており，Bryopsisにおいて発現量が非
常に高いキネシン遺伝子を発見した。このキネシンが単細胞
性の Bryopsisの長距離輸送を担っている可能性がある。
（1名古屋大・院・理，2東工大・生命理工）

Ａ会場１日目　14:30–16:15　／　２日目　9:00–10:30　　♢ 学生発表賞の対象
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A24 高良 穂乃加 1・稲福 菜実子 1・名越 日佳理 2・伊藤 通浩 3・
佐藤 陽一 2・○田中 厚子 1：オキナワモズク胞子体の初期発生

　褐藻において，紐状または棒状の体構造は主に皮層と髄
層から成り，髄層には柔組織・偽柔組織・糸状組織がある
とされる。可食部として利用されるオキナワモズクの胞子体
は，着底した複相の遊走細胞が盤状体と呼ばれる単層円盤状
の体を発達させ，そこから複数の同化糸が立ち上がることで
三次元的な成長へ転換する。一方で配偶子の単為発生を含む
単相の遊走細胞の発生においても，同様の盤状体を発達させ
ることが知られているが，盤状体の形態から核相や生活史ス
テージを見分けることは困難である。そこで本研究では，本
種遊走細胞の単為発生能を活用して単相・複相の株をそれぞ
れ確立し，盤状体の形態観察を行った。その結果，複相株の
盤状体には同化糸の長さが異なる 2つの形態（Longタイプ
と Shortタイプ）が存在するが，単相株には Shortタイプし
か出現しないこと，さらにはこれらの出現頻度が培養温度に
よって変化することが判明した。また養殖網上盤状体との比
較から，複相の Longタイプが偽柔組織を伴う直立体を形成
することが示唆された。しかし盤状体から立ち上がる複数の
同化糸がどのように偽柔組織を発達するのかについては不明
であったため，その過程についても詳細な観察を行った。す
ると同化糸を形成する皮層細胞が髄層細胞へと変化し，その
のち複数の旧同化糸が撚り集まることで偽柔組織を形成する
様子が観察された。
（1琉球大・理，2理研食品，3琉球大・熱生研）

A23 ○長里 千香子 1・申 元 1・與那嶺 里菜 1・Cécile Hervé2・
Yacine Badis2・本村 泰三 1：マコンブ雄性配偶体におけるア
ルギン酸合成候補遺伝子変異体の表現型解析

　アルギン酸は褐藻類で最も豊富な細胞壁多糖で，細胞壁含
量の 20～ 40%を占める。アルギン酸はマンヌロン酸（M）
とグルロン酸（G）からなる直線状ポリマーである。この 2つ
のウロン酸から生成されるM/G比のパターンは，細胞壁の物
理的性質に影響を与える。これまでのゲノム解析からアルギ
ン酸は 6ステップの経路を経て生合成されると予測されてい
る。最終段階では，マンヌロナン C5エピメラーゼによって，
ポリマンヌロン酸におけるいくつかのM残基が G残基に変換
され，アルギン酸ポリマーが形成される。一方，その前ステッ
プにあたるポリマンヌロン酸合成に関しては，候補遺伝子が
挙げられてはいるものの，実際に機能解析は行われていない。
本研究では，CRISPR-Cas9によるゲノム編集技術を用いてマ
コンブ雄性配偶体におけるマンヌロナン合成酵素（MS）候補
遺伝子の変異株を作成し，その表現型解析を行なった。その
結果，MS-KO株は，野生型の単列糸状体制とは対照的に，塊
状を呈していた。そして，野生型に比べ，細胞塊を取り囲む
細胞壁が厚い一方で，隔壁が薄く，細胞間連絡構造である原
形質連絡が欠如していた。アルギン酸特異的抗体を用いた免
疫電子顕微鏡観察から，MS-KO株の細胞壁にはアルギン酸が
検出されなかったことから，今回標的とした遺伝子は，MSの
機能を有している可能性が示唆された。
（1北大・北方セ，2Station Biologique de Roscoff）

A22 ○市原 健介 1・山﨑 誠和 2・河野 重行 2：緑藻スジアオノリ
における Cas9とDNAドナーによる外来遺伝子導入法の開発

　緑藻アオサ・アオノリ類は世界中の沿岸域に広く分布する
海藻類である。近年，当グループでは緑藻スジアオノリを材
料に，Cas9 RNP（Ribonucleoprotein）複合体を PEG法で導
入することで，効率的なノックアウト系とノックイン系を開
発してきた。しかし，ノックイン系については効率や正確性
の面で改善の余地があった。今回新たに，二本鎖または一本
鎖DNAを利用したノックイン系を開発したので報告する。
　Cas9の標的遺伝子は，アデニンアナログである2-fluoroadenineに 
よる選抜を可能にするための adenine phosphoribosyltransferase
と葉緑体ピレノイドに局在する高発現遺伝子である rbcS遺
伝子とし，rbcS遺伝子の C末端側にDNAドナー（標的配列
部位の上下流と相同配列を両端部に付加した 2A peptide-2A 
peptide-EGFP配列）の挿入を試みた。DNAドナーは相同配
列の長さの異なる 2種類（50 bpまたは 300 bp）について，
二本鎖と一本鎖の 2タイプ，計 4種を用意した。実験の結果，
全ての条件で EGFPノックイン株を得ることができ，また 2A 
peptideの切断活性が機能し，EGFPのシグナルは葉緑体ピレ
ノイドだけではなく，細胞質にも局在していた。ノックイン
株の数をカウントしたところ，一本鎖DNAで相同配列 300 
bpを含むDNAドナーの条件で最も多くのノックイン個体が
得られた。今回の実験では，目的としていた効率的なノック
イン系に加え，2A peptideによる一つのプロモーターから 2
つのタンパク質を得るバイシストロニック発現系の構築に成
功した。
（1北大・北方セ，2東京大・院・新領域）

A21 ○鈴木 重勝・河地 正伸：深所性パルメラ状緑藻Palmophyllum 
crassumの比較ゲノム解析

　近年，ゲノムレベルの情報をもとに，緑色植物の最基部
に位置するプラシノデルマ植物門が提案された。プラシノ
デルマ植物門には，単細胞性ピコプランクトンのプラシノデ
ルマ藻綱と，群体性のパルモフィルム目及び単細胞性プラ
ンクトンのプラシノコックス目で構成されるパルモフィルム
藻綱が含まれる。パルモフィルム目の種は主に海洋深所に
生息し，巨視的な群体を形成することから伝統的に海藻とし
て扱われてきた。しかしながら，本グループはパルメラ状の
群体を形成し，その組織や細胞分化の程度は低い。このよう
に，パルモフィルム目の種は進化的に興味深い特徴をもつに
も関わらず，深所性かつ培養例もないため，これまでその分
子生物学的な研究はほとんど行われていない。本研究では
Palmophyllum crassumの安定的な複数の培養株の確立に初め
て成功した。また確立した単藻クローン株 11B株を用いて，
本種のゲノム解析を行った。P. crassumのゲノムは 2倍体の特
徴をもっており，その半数体ゲノムサイズは 156 Mbpであっ
た。これはこれまで知られていたプラシノデルマ植物門の種
の中で最大である。本ゲノムには 13,380遺伝子がコードされ
ており，遺伝子数は Prasinococcus と同等で Prasinodermaよ
りも多いことがわかった。本発表では本種のゲノムの特徴を
中心に，緑色植物の初期進化プロセスにおける群体形成に伴
うゲノム進化などについて議論する。
（国立環境研）

Ａ会場２日目　9:00–10:30
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A28 ○藤田 大介・田中 博之・鎌倉 常海：北海道沿岸漁港斜路
の海藻植生

　漁港内には海藻の着生基質が多く存在し藻場が形成される。
特に，斜路（船揚場）は，潮間帯から漸深帯上部の植生が発達し，
波浪から守られ安全でアクセスしやすく，観察しやすい平面
的な構造で，Google Earth（GE）などの公開空撮画像でも植
生概況を把握できる。これまでに北海道全沿岸を達観した海
藻研究にはMiyabe (1902)のコンブ，福原（1967）のアマノリ，
I. Yamada (1980)の海藻垂直分布に関する報告などがあるが，
演者らは北海道沿岸の 243漁港のうちアクセス可能な漁港に
赴き植生概況を調べたほか，日本海側離島については GE画
像の確認も行った。現地調査の結果，津軽海峡沿岸ではヒジ
キ，太平洋北東岸ではヒバマタやトロロコンブ，アマノリ類（夏
季繁茂）など海域に特徴的な植生を確認できた。日本海側（離
島も含む）の漁港では外海の状況を反映してウニ焼けとなっ
た斜路（GE画像でも確認可能）がある一方で，コンブ場やガ
ラモ場となった斜路も多かった。漁港斜路のウニ焼けは近年
ウニ焼けが拡大している道南太平洋側でも散見された。各漁
港では斜路の substructure（滑り材，穴，角，溝など）や漂砂，
排水などが流動，軋轢，栄養塩などの条件や植食動物の分布
を変更し植生に対する正負の影響が認められ，魚類や鳥類な
どの索餌場にもなっていた。以上，道内の漁港斜路の海藻植
生は藻場保全の参考となる場合も多く，教育・啓蒙普及の場
として貴重で一斉モニタリングにも適している。
（海洋大・院・応用藻）

A27 ○中源 理菜 1・工藤 勲 2：北海道忍路湾におけるホソメコ
ンブの栄養塩取り込みに与える水温上昇の影響評価

　近年世界各地で藻場が衰退しており，水温上昇が原因の一
つであると考えられている。また，日本沿岸でも水温上昇の
影響で藻場の衰退が続くことが予測されているが，その生理
的メカニズムは明らかになっていない。そこで本研究では，
北海道南西部に生息する大型海藻ホソメコンブ Saccharina 
japonica var. religiosaを対象に，生長や繁殖に不可欠である栄
養塩の取り込みに水温上昇が与える影響を調べ，季節変化を
捉えた評価を行うことを目的とした。栄養塩取り込み速度は
海藻が NH4やNO3等の栄養塩を培地から藻体内に取り込む
速度と定義し，ケモスタット法（Okazaki et al., 2022）で測定
した。培養実験の温度条件は，サンプリング時の現場水温を
基準に 4パターンを設定した。
　培養温度の上昇にともない，NH4の取り込みは生長期（3・
5月）で減少傾向が見られ，末枯れ期（6～ 11月）で変化が
見られなかった。NO3の取り込みは，生長初期の 3月と末枯
れ期の 8・10月に増加傾向が見られ，生長期～末枯れ初期の 5・
6月は減少傾向が見られた。これらの結果から 3月のNO3の
取り込みを除いて，生長期の栄養塩取り込み速度は水温上昇
により減少することが明らかになった。さらに 3月のNO3の
取り込みは増加傾向が示されたが，ホソメコンブでは，硝酸
同化の際に必要な硝酸還元酵素は 4～ 6月に高まる可能性が
示唆されている（岡崎，未公表）。そのため，3月にNO3を大
量に取り込んでも窒素源として十分に利用することができない
可能性がある。よって水温上昇は栄養塩取り込みを通して生長
に悪影響を与え，藻場の減少や消失をもたらす可能性がある。
（1北大・院・環境，2北大・院・環境／水産）

A26 ○熊谷 直喜 1・中村 洋平 2：四国西部の南北・地域環境勾
配における大型褐藻の生息避難地の探索

　コンブ類・ホンダワラ類などの大型褐藻は気候変動の影響
を大きく受けており，低緯度側で分布縮小する一方で高緯度
側では分布拡大する傾向にある。しかし地域スケールで見る
と，分布衰退域においても局所的に生存可能な場所が残るこ
とがある。そのような場所は，気候変動影響下における生息
避難地として機能すると期待されるため，その成立条件の解
明が急務である。演者らは 2019年より，四国南西部沿岸の約
100 km内の水温勾配を温暖化時系列に見立てつつ，この海域
の 7地域で調査を行なってきた。前年大会では，大型褐藻と
サンゴ群集の分布パターンについて予備的な解析結果を発表
したが，本研究ではこの海域の南北勾配に加え開放・遮蔽環
境および水深帯など地域環境特性の組み合わせを利用し，大
型褐藻の生息避難地の成立条件の解明を目的とした。生息調
査は，春・秋の毎調査時に位置情報と水深を記録しつつ，水
平・鉛直方向の動画トランセクトによって行った。また並行
して魚類植食圧の観察実験を浅所・深場の 2水深で行い，各
地点の植食圧の評価に用いた。生息調査の結果，南方・沖合
ほど植食圧が高くサンゴを主体とした生物群集が発達し，北
方・岸寄ほど植食圧が低く大型褐藻を中心とした群集が残存
する傾向が見られた。深度分布については，カジメ類は深所，
ホンダワラ類は浅所に偏る傾向があった。すなわち，分布衰
退域においても岸寄の奥まった環境は生息避難地として機能
しやすいが，残存する水深帯はカジメ類とホンダワラ類とで
異なることが分かった。
（1国立環境研・適応，2高知大・農林海）

A25 ○伊藤 龍星・白樫 真：大分県佐賀関の食べる「くろめ」

　大分県の豊後水道に面する佐賀関や無垢島では，以前から
冬～春季に地元で「くろめ」とよばれるカジメ属海藻を採取し，
食用に供してきた。佐賀関は「関あじ・関さば」のブランド
魚で有名であるが，昨今の健康食ブームで「くろめ」の需要
も増大し，漁家の貴重な副収入源にもなっている。このよう
な「くろめ」の採取の状況や流通～販売，資源管理などにつ
いて，現地聞き取り等の調査を実施した。
　大分県漁業協同組合佐賀関支店（以下，佐賀関支店）の「く
ろめ」は毎年 1～ 3月の間のみ採取されている。地元では棒
状に巻いた「巻きくろめ」のほか，佃煮等に加工されて道の
駅や広くネット販売され，飲食店ではくろめ汁やくろめ丼，
たこ焼き等にも使用され人気が高い。
　「くろめ」は採取場所によって外部形態が異なり，茎が長く
体表にシワのないもの（カジメと思われる）が良品とされて
いる。佐賀関支店では，複数の班に分かれて「くろめ」を採
取し「巻きくろめ」に加工しているが，漁期は 1月中旬～ 3
月中旬の 2カ月間，採取は長柄鎌と箱眼鏡を用い，1本の重
さは 250g以上，佐賀関支店全体で 1日 2,000本以内といった
厳格な取り決めがある。大分県漁業協同組合では佐賀関産の
「くろめ」を「関くろめ」として 2014年に商標登録しており，
販売の際には 1本ごとにシリアルナンバーを付けるなど先進
的な取り組みを行っている。「巻きくろめ」は佐賀関支店で年
間 10t程度生産されていると推定され，他支店の生産も含め
ると，豊後水道全体で年間 20t程度の生産量になると思われ
る。
（大分農林水研セ・水産研究部）

Ａ会場２日目　13:15–15:00
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A31 ○川井 浩史 1・Nicholas Yee2・羽生田 岳昭 3：褐藻ケヤリ（ケ
ヤリ目）の分類の再検討 

　ケヤリ（ケヤリ目）は本邦では本州以南の温帯域の潮下
帯に生育する 1年生の褐藻で，頂毛成長により伸長する
分枝した円柱状の藻体を有する。ケヤリ属では，はじめ岡
村（1922）によりケヤリ（Sporochnus scoparius），タマケヤ
リ（S. radiciformis）の 2種が報告されたが，その後，後者は
前者と同種であるとされたことから本邦では長くケヤリ属で
はケヤリ（S. radiciformis）一種が分布するとされてきた。一
方，Kawai et al. (2023)はハワイで記載された S. dotyi（新称
クジャクケヤリ）が本州以南の太平洋沿岸に分布することを
報告し，その中で遺伝子解析の結果から日本産のケヤリは S. 
radiciformis とは別種である可能性を指摘した。今回，日本
各地で採集したケヤリとその近縁種を対象に，より詳細な分
子系統学的解析と自然藻体および培養藻体の形態学的観察を
行った。その結果，ケヤリは遺伝的には韓国で S. radiciformis 
と同定されてきた種と近縁だが，同種の原記載地であるオー
ストラリア産の S. radiciformis とは単系統とならず，他のケヤ
リ属の種からも独立したクレードを作った。形態学的にはケ
ヤリはオーストラリア産の S. radiciformis より顕著に分枝が少
なく，より大きな単子嚢を有することで区別された。また遺
伝的に近縁であることが示された S. comosus とは生殖器托の
柄が顕著に短いことで区別され，本邦に分布するもう一種の
ケヤリ属の種であるクジャクケヤリとは，藻体がより大形で
柔らかく，頂毛の構造色を欠くことで区別された。これらの
結果から北東アジアに分布するケヤリはケヤリ属の新種であ
ると結論した。
（1神戸大・内海域，2オーストラリア・Elgin Associates P/L，

3北里大・海洋生命科学）

A30 ○星野 雅和 1,2・Rita Batista2・小亀 一弘 3・上井 進也 1・
Susana Coelho2：褐藻カヤモノリ同胞種間における配偶子不
和合性の遺伝的基盤

　雌配偶子と雄配偶子が接合に際しどのように互いを認識
するのかを解明することは生殖生物学の主要なトピックで
あるが，接合に関与する遺伝子（gamete recognition genes: 
GRGs）が特定された例は数少ない。褐藻類の接合には，雄配
偶子のレクチンと雌配偶子の糖タンパク質の関与が予想され
ているが，その他一切が不明である。本研究では褐藻 GRGs
を特定するため，カヤモノリ（Scytosiphon）において連鎖解
析とプロテオーム解析を行った。カヤモノリ同胞種の種 Aと
種 Bは非対称交雑を示し，種 Aの雌配偶子は種 Aの雄配偶子
としか接合しないが（えり好み形質），種 Bの雌配偶子は両種
の雄配偶子と接合する（非えり好み形質）。種 B雌 ×種 A雄
の交雑に由来する F1雑種雌配偶体 181個体を，種 A・種 B
の雄と交配し，配偶子の交配型を調べた結果，F1雑種雌配偶
体において，えり好み形質と非えり好み形質が 1:1で分離し
た。配偶子の交配型は半数体世代の形質であるので，1:1の分
離比は雌配偶子の交配型が常染色体上の 1遺伝子座によって
決定されることを示している。F1雑種雌配偶体 137個体（え
り好み形質 77個体，非えり好み形質 60個体）と母株・父株
の全ゲノムを解析したところ，25番染色体の～ 0.4 Mbの領
域が雌配偶子の交配型と強い関連があることが分かった。該
当領域には 22遺伝子がアノテーションされたが，プロテオー
ム解析により，そのうちの 1遺伝子が雌配偶子特異的に発現
していることが示された。本遺伝子は褐藻類の雌 GRGsの有
力な候補である。
（1神戸大・内海域，2Max Planck Institute for Biology, Tübingen，

3北大・理）

A29 ○堀之内 祐介 1・望月 康生 2・市原 健介 1・富樫 辰也 2：
海産緑藻エゾヒトエグサの微視的胞子体の越夏生育地

　多くの海藻は微視的世代を持ち，季節的消長を示す。この
ようなフェノロジーは海岸食物網と生態系に大きく影響しう
るが，海藻の微視的世代の野外生態については不明な点が多
い。アオサ藻のエゾヒトエグサ（Monostroma angicava）は，
北海道室蘭を含む北日本の潮間帯に生育し，冬から春に巨視
的な配偶体として繁茂し，夏はコディオルム体と呼ばれる微
視的な単細胞の胞子体世代として過ごす。近縁種では胞子体
は二枚貝の貝殻に穿孔することが知られているが，エゾヒト
エグサでそのような能力は報告がなく，また，二枚貝はエゾ
ヒトエグサの近くにはほとんど生息していない。そのため，
本種の胞子体世代が夏の間どこで生育しているのかは不明で
あった。
　今回我々は，エゾヒトエグサの胞子体が生育地に堆積した
石灰質の砂粒に生育していることを報告する。夏に石灰質の
粒や細かい貝殻片を顕微鏡観察すると，コディオルム体に似
た形態の緑藻が多数穿孔していることが観察された。実験室
内での成熟誘導と発生してきた配偶体の分子系統解析により，
これらの胞子体はほとんどがエゾヒトエグサであることを確
かめた。一方で，岩上や石灰藻の体表など他の基質からは胞
子体は観察されなかった。越夏後の初冬に推定された砂粒内
の胞子体の野外密度は，野外の接合子密度と配偶体密度を考
慮しても高かった。本研究は，本種において，砂粒が微視的
な胞子体の主要な季節的生育地の一つであることを示唆する。
（1北大・北方セ，2千葉大・海洋バイオ）

Ａ会場２日目　13:15–15:00
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♢B04 ○江口 陽菜 1・嶋川 銀河 3・Bruno Humbel2・Malgorzata 
Hall2・松田 祐介 3・田中 厚子 1：葉緑体分裂に関わるDRP5B
の機能抑制が珪藻 Phaeodactylum tricornutumに与える影響

　ダイナミン関連タンパク質であるDRP5Bは陸上植物や紅
藻で葉緑体分裂装置を構成することで，葉緑体分裂に関与す
る。一方で，2度の細胞内共生で獲得された不等毛植物の二
次葉緑体におけるDRP5Bの葉緑体分裂への関与については，
未だ十分な検証が行われていない。そこで本研究では不等毛
植物門に属する珪藻 P. tricornutumを用いて，DRP5Bの機能
抑制が二次葉緑体分裂へ与える影響について調査した。
　はじめに GFP-DRP5B過剰発現株を用いた観察から GFP-
DRP5Bが主に葉緑体分裂部位に局在することが分かった。次
に，GTPase活性が欠損したDRP5Bを発現する DRP5Bドミ
ナントネガティブ変異株（DN株）について，増殖率，ピレ
ノイドと葉緑体の投影面積，細胞長径，CO2親和性を調べた。
その結果，増殖率と CO2親和性は野生株よりもDN株の方が
低く，ピレノイドと葉緑体の投影面積，細胞長径は野生株よ
りもDN株の方が大きいことが明らかになった。さらにDN
株では透過型電子顕微鏡下において細胞質分裂面の不一致を
示す細胞が観察されたため，細胞分裂を経時的に観察し，そ
の分裂形態と挙動の分類・定量を行った。その結果，細胞質
分裂不全を起こす細胞や葉緑体が不等分裂する細胞，葉緑体
の形態異常が起こる細胞など 7つのタイプが確認された。こ
れらのうち，葉緑体異常を示すタイプの出現頻度は 4.7%で
あったが，細胞質分裂異常を示すタイプは 19.4%であった。
　しかし，細胞質分裂異常の主な要因は葉緑体の肥大化であ
ることが示唆されたため，二次葉緑体においてもDRP5Bは
葉緑体分裂に関与すると考えられた。
（1琉球大・理，2OIST・Imaging section，3関学大・生命環境）

♢B03 〇中地 智里 1・Eldrin DLR. Arguelles1・麦倉 佳奈 1・佐
藤 晋也 2：福井県小浜湾周辺における Pseudo-nitzschiaの季
節消長と遺伝的多様性の解明

　Pseudo-nitzschiaはドウモイ酸を産生し，記憶喪失性貝毒を
引き起こすことで知られる海産浮遊珪藻である。種によって
毒産生能が異なり，ブルームの発生により漁業被害が生じる
場合がある。福井県小浜湾ではカキの養殖が盛んであること
から，潜在的なリスクを評価するため本属の分布状況を把握
することが重要である。そこで本研究では 2021年 11月から
小浜湾周辺の 10地点において定期的にサンプリングを実施
し，本属の季節消長を調査した。顕微鏡観察により細胞数の
季節変動を調べるとともに，環境因子との関連を明らかにし
た。また，LSU rDNAに基づくメタバーコーディング解析を
行い，種組成を調べた。
　顕微鏡観察の結果，細胞数は 0.24～ 8.4 × 104 cells/Lであ
り，主に塩分やNO2

−，NO3
−の影響を受けて細胞数が増加す

ることが明らかとなった。メタバーコーディング解析におい
ては，毒産生能が高いとされる P. pungens，P. multistriata，P. 
multiseries を含む 10種が検出された。季節や地点を問わず
P. galaxiae が優占していた一方で同定できない種も多かった。
今後はこれらの未同定種に該当する単離株の詳細な分子系統
解析を進めるほか，毒産生能などの詳細を解明する必要があ
る。
（1福井県大・院・生物資源，2福井県大・海洋生物資源）

♢B02 ○桑田 向陽 1・Wai Mun Lum2・高橋 和也 1・Garry 
Benico3・Po Teen Lim4・内田 肇 2・小澤 眞由 2・松嶋 良次 2・
渡邊 龍一 2・鈴木 敏之 2・岩滝 光儀 1：アジア太平洋産有殻渦
鞭毛藻 Amphidoma 1未記載種の形態と系統

　Azadiniumと Amphidomaが所属するアンフィドマ科の一
部の種は貝毒の原因となるアザスピロ酸（AZA）を生産する
ことが知られている。有毒種 Amphidoma languidaは大西洋
を中心に培養株を用いて形態・系統・毒生産が報告されてきた。
日本を含むアジア太平洋沿岸域からは，A. languidaに近縁な
配列が環境 DNAメタバーコーディング解析により検出され
ているものの，形態や毒生産能は不明であった。本研究では，
日本，マレーシア，フィリピンから単離した Amphidoma計 9
株の系統的位置を ITSと LSU rDNAに基づく系統解析で，形
態を光顕と走査・透過電顕で，AZAを LC-MS/MSで調べた。
9株は単系統群を形成し，A. languidaに近縁であったが，系
統的位置が報告されているどの種にも含まれなかった。細胞
は楕円形で長さ 8.7–16.7 µm，幅 7.5–14.0 µmで，横溝付近
に球形のピレノイドが 1つ，核が下殻中に観察された。鎧板
配列は本属に典型的な Po, cp, X, 6', 6'', 6C, 5S, 6''', 2''''で，腹孔
は A. languidaと同様に第 1頂板上方右側に位置していた。一
方で，ventral depressionが前縦溝板の上端に見られる点で A. 
languidaと異なる。本種は，遺伝子情報がないその他の本属
既報種とも，細胞サイズ，腹孔の位置，底孔の有無により識
別された。本属の透過電顕観察は本研究が初めてであり，三
重膜の葉緑体，管状クリステ，突出型ピレノイドは既報の
Azadinium3種と共通であったが，ピレノイド基質への管状陥
入と結晶を含む小胞は本科初報告となる。AZAは検出されな
かった。
（1東京大・院・農学生命科学，2水産研究・教育機構，3Central 
Luzon State University，4University of Malaya）

♢B01 〇中野 拓斗・須田 彰一郎：琉球列島から採取，分離さ
れた Pyramimonas aurea様培養株に関する分類学的研究

　単細胞性緑色鞭毛藻類である Pyramimonas属は現在までに
約 50種が記載されている大きな分類群で，世界中の沿岸海域
に広く分布している。琉球列島からも遺伝的に異なる多数の
Pyramimonas属株が報告されており（Suda et al., 2013），中
でも，P. aurea, P. muciferaを含む Punctatae亜属には多数の未
記載種の存在が示唆されている。そこで本研究では，先行研
究で P. aureaに近縁であるとされた Ab4-13，BiP5，Hae5Py5
の 3株を対象として，18S rDNAおよび rbcLの 2つの遺伝子
の塩基配列に基づく分子系統解析および進化距離測定と光学
および透過型電子顕微鏡による形態観察から，これら 3株の
分類学的検討を行った。
　分子系統解析と進化距離の値，形態観察から，Hae5Py5株
は，P. aureaと同定できた。Ab4-13と BiP5株は分子系統解
析と進化距離の値より P. aureaに近縁な未記載種である可能
性が示唆された。形態観察結果からは，Ab4-13株は細胞の
長さが P. aureaより長い縦長の形状で，箱型鱗片の底面に P. 
aureaのものには見られない陥入があるという違いが認めら
れた。BiP5株は P. aureaより細胞幅が大きく側面が膨れた形
状で，箱型鱗片の底面に P. aureaのものには見られない渦巻
き状の模様があり，箱型鱗片の底面の各辺に微細な棘が多数
見られるという違いが認められた。これらの結果から，Ab4-
13，BiP5の 2株は Punctatae亜属の未記載種，Hae5Py5は P. 
aureaであると結論付けた。
（琉球大・理）

Ｂ会場１日目　9:15–10:45　　♢ 学生発表賞の対象
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♢B08 ○森本 冬海 1・浜本 洋子 1・庄野 孝範 2・上田 真由美 3・
桑田 晃 4・谷内 由貴子 4・黒田 寛 4・田所 和明 4・辻村 裕紀 3・
宮岡 利樹 1・茂木 大地 2・中井 亮佑 5・長井 敏 6・松本 朋子 7・
菊地 淳 7・本多 大輔 2,8：ラビリンチュラ類アプラノキトリウ
ム系統群の海洋における現存量と生態学的影響力

　多価不飽和脂肪酸であるドコサヘキサエン酸（DHA）を生
合成し，珪藻を捕食する能力のあるラビリンチュラ類アプラ
ノキトリウム属群に注目し，北太平洋親潮域における現存量
を計測した。その分布は春から秋の親潮域の有光層に集中す
る一方で，沿岸親潮域や冬期の低水温海域では低い細胞密度
となった。これらの分布パターンや Chl a濃度と正の相関が
あることから，環境中でも捕食者であることが強く示唆され
た。なお，本海域におけるアプラノキトリウム属群の年間平
均バイオマスは光合成生物の最大で約 2%程度であった。一
方，DHAの供給源については，現存量の多い渦鞭毛虫類が注
目されていたが，Hirai et al. (2018)のカイアシ類の消化管内
容物のメタ 18S解析の結果は，アプラノキトリウム類のリー
ド数が逆転しており，DHA供給量は渦鞭毛虫類の数倍となる
ことが考えられた。現存量から推定されたアプラノキトリウ
ム類のDHA量と，亜寒帯域で優勢するカイアシMetridia属
のDHA量の比率は 1:20であり，生物濃縮を支える最大の供
給源となっている可能性が示唆された。
（1甲南大・院・自然科学，2甲南大・理工，3大阪環農水研，

4 水産機構資源研，5産総研，6水産機構技術研，7理研，8甲南大・
統合ニューロ）

♢B07 ◯橋本 航太朗 1・山田 えり 2・石橋 洋平 3・伊東 信 3・
今井 博之 2,4・本多 大輔 2,4：安定同位体脂肪酸を用いたラビ
リンチュラ類 Aplanochytrium 属株におけるDHA合成経路
の追跡

　原生生物ラビリンチュラ類は海洋に普遍的に存在する単細胞
真核生物で，DHA（C22:6）などの多価不飽和脂肪酸を生合成
することから，魚類などの高次捕食者のDHAの大元の供給源
の候補者として注目されている。中でもラビリンチュラ類に属
する Aplanochytrium属株は，最近になり珪藻から栄養摂取する
ことが明らかになった。その際の脂肪酸分子種の変化を経時的
に調べると，EPAが減少しDHAが増加していた。この結果は，
Aplanochytrium 属株が，脂肪酸鎖伸長酵素（ELO）/脂肪酸不飽
和化酵素（DES）経路によって珪藻から摂取した EPAをDHAに
変換していることを示唆している。一方で，Aplanochytrium 属
株を有機培地で単独培養した際には，オレイン酸からDHAま
での中間産物がほとんど検出されなかった。そこで本研究で
は，Aplanochytrium 属株がどのような経路でDHA合成をしてい
るのかを明らかにするために，13C18オレイン酸を前駆体として
Aplanochytrium 属株の脂肪酸生合成経路を調べた。また珪藻から
摂取した EPAがDHAに変換される経路を明らかにするために，
13C18オレイン酸を珪藻培地に添加し，珪藻内で標識 EPAを合成
させ，その珪藻と Aplanochytrium 属株の二員培養を行った。
　その結果，アプラノキトリウム属株の単独培養ではDHAは合
成されたものの，C20:4を EPAまたは C22:4に変換する経路の
働きが弱いことが分かった。一方で EPAを豊富に蓄積する珪藻
との二員培養においては，EPAが効率よくDHAに変換されてい
ることが示された。この結果は，珪藻を捕食するようになったア
プラノキトリウム属株は，珪藻から摂取した EPAをDHAに変換
する経路は維持され活発に働いているが，EPAよりも上流の合成
経路は必要となくなったことで減衰したことを示唆している。
（1甲南大・院・自然科学，2甲南大・理工，3九州大・院・農，

4甲南大・統合ニューロ研）

B06 青木 大地 1・鈴木 重勝 2・◯平川 泰久 1：クロララクニオ
ン藻 Amorphochlora amoebiformisのゲノム解読

　クロララクニオン藻は緑藻を細胞内に取り込む二次共生に
より葉緑体を獲得した藻類群の一つである。その証拠に本藻
の葉緑体近傍には共生緑藻の核の痕跡であるヌクレオモルフ
を見ることができ，葉緑体進化を研究するうえで非常に興味
深い材料である。これまで分子細胞生物学的な研究は遺伝子
組換え系の確立している Amorphochlora amoebiformisで進め
られてきた。本種において 3つのオルガネラゲノム（葉緑体・
ミトコンドリア・ヌクレオモルフ）の配列情報が利用可能で
あるが，核ゲノムに関しては未解読のままであった。本研究
では A. amoebiformisの核ゲノムを解読し，本種を実験モデル
生物として扱うための遺伝子情報基盤の整備を目的とした。
先行研究では Illuminaや PacBioのNGSによる配列決定が試
みられてきたが，今回我々はNanoporeによるロングシーケ
ンス解析を行うことで，A. amoebiformisの核ゲノム解読に成
功した。これにより A. amoebiformisでの遺伝子解析が大きく
進展することが期待される。本発表では本種で明らかにした
ユニークな核ゲノム構造に関して紹介する。
（1筑波大・生命環境，2国立環境研）

♢B05 〇山本 健太 1・平川 泰久 2：クロララクニオン藻の葉緑
体へのタンパク質輸送装置の探索

　核コードの葉緑体タンパク質は，複数の葉緑体包膜を通過
して葉緑体内へと輸送されている。陸上植物や緑藻では，2枚
の葉緑体包膜にある TOC/TIC（Translocon at the Outer/Inner 
Chloroplast envelope membrane）複合体と呼ばれるタンパク質
輸送装置が知られている。近年，モデル緑藻 Chlamydomonas 
reinhardtiiにおいて，TOC/TIC複合体を構成する 14個のタ
ンパク質が立体構造と共に報告された。しかし，他の多くの
藻類では葉緑体タンパク質輸送装置は解明されていない。本
研究では海産単細胞藻類であるクロララクニオン藻を用いて，
緑藻の TOC/TIC複合体に相同性のあるタンパク質の探索を
行った。本藻は緑藻を二次共生することで葉緑体を獲得した
グループで，その葉緑体には共生藻の痕跡核であるヌクレオ
モルフが付随している。我々は，複数種のクロララクニオン
藻の遺伝子配列情報に対して BLAST検索を行い，TOC/TIC
複合体に相同性をもつタンパク質を検出した。興味深いこと
に，緑藻の配列に高い近縁性を示した 5つのタンパク質はヌ
クレオモルフコードであった。本発表では，これらのタンパ
ク質の分子系統や細胞内局在に関しても報告する。
（1筑波大・生命地球科学，2筑波大・生命環境系）

Ｂ会場１日目　9:15–10:45／ 11:00–12:00　　♢ 学生発表賞の対象
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♢B12 ○前田 伊央莉 1・吉田 和広 2・外丸 裕司 3・木村 圭 2：
珪藻に感染するDNAウイルスの感染特性から評価と感染機
構の理解

　珪藻には感染するウイルスの存在が知られている。これま
でに，珪藻 Chaetoceros tenuissimusを対象に，多数の珪藻株
とDNAウイルス株を用いた感染試験から株特異的な感染多
様性を報告してきた。一方，共存細菌が珪藻のウイルス感受
性に影響を与えるため，過去に報告した，非無菌珪藻株やウ
イルス株を用いた感染試験では，真に C. tenuissimus – DNA
ウイルス間で起こる感染多様性を理解できていない可能性が
ある。そこで本研究では，複数の無菌珪藻株とDNAウイル
ス株を総当たりで感染させて明らかにした感染多様性から，
珪藻へのDNAウイルス感染機構について考察した。実験に
は，無菌化した C. tenuissimus株 17株と，無菌ウイルス株 43
株を使用した。48穴培養プレートで培養した各珪藻株にウイ
ルスを接種し，異なる温度帯（10，20，30°C）で 7日間培養
した。珪藻の葉緑体自家蛍光値を毎日測定し，自家蛍光強度
から珪藻－ウイルス株の組み合わせ毎の珪藻の死滅動態の評
価を行った。その結果，ウイルス接種後の珪藻の死滅動態が
珪藻株毎に異なること，そのパターンが大きく 2分化される
ことが明らかになった。また，同珪藻株でも接種ウイルス株
毎に珪藻蛍光値の減少速度が異なることや，同じウイルス株
であればどの宿主珪藻株でも死滅速度の挙動が類似すること
が明らかになった。これらの結果から，珪藻へのウイルス感
染多様性は，ウイルスの吸着侵入や増殖の可否だけで決めら
れるわけではなく，ウイルスの感染や蔓延速度なども考慮す
る必要があると考えられた。
（1佐賀大・院・農，2佐賀大・農，3水産機構）

♢B11 ○中島 菜々子 1・吉田 和広 2・外丸 裕司 3・木村 圭 2：
珪藻に感染するDNAウイルスに付随するサテライトウイル
ス様DNA因子の感染挙動の理解

　珪藻は，海洋中において感染するウイルスの存在下で生存・
繁茂している。これまで演者らは，本学会において，珪藻
に感染するDNAウイルスに付随するサテライトウイルス様
DNA（SVL）因子のゲノム構造について紹介してきた。珪藻
Chaetoceros tenuissimusは，ウイルス株を接種すると死滅する。
一方で，ウイルス株を接種したものの珪藻の死滅が弱化する
現象が確認されたため，この株を調査すると SVL因子が共存
していることが明らかになった。この現象において，珪藻細
胞数，ウイルス量，SVL因子量の関係については理解されて
いなかったため，本研究では三者間の量的関係の解明を試み
た。珪藻 C. tenuissimusに対して，ウイルスと SVL因子の両
方を含む株（SS12-43V株）を接種し，10日にわたって珪藻
の細胞数・DNAウイルスゲノムコピー数・SVL因子ゲノムコ
ピー数を毎日測定した。その結果，培養実験で報告されてき
たような，ウイルス株接種による珪藻細胞数の急激な減少は
観察されなかった。SVL因子を含まない培養において，1珪
藻細胞あたり 0.02個程度の感染ウイルスが存在すれば（多重
感染度：MOI = 0.02），珪藻細胞は急激に減少する。しかしな
がら，本実験の SVL因子を含む培養の，ウイルス（ゲノム）
のMOIは約 2,000であったにも関わらず，珪藻細胞は急激
に減少しなかった。この時の SVL因子に注目すると，SVL因
子（ゲノム）のMOIは，約 90,000にも達していたことから，
SVL因子の存在が珪藻の死滅の抑制に影響を与えていた可能
性が推察された。
（1佐賀大・院・農，2佐賀大・農，3水産機構）

♢B10 〇Fei Wang1・Seiji Akimoto2・Hideaki Miyashita1: Unique  
adaptation for oxygenic photosynthesis under far-red 
light in a freshwater eukaryotic alga Neochloris sp. Biwa 5-2 
(Sphaeropleales, Chlorophyceae)

　Neochloris sp. Biwa 5-2, a unicellular green alga, was isolated 
as an alga capable of growing under far-red light. Our previous 
research indicated that a reduction in chlorophyll b content 
and rearrangements of antenna proteins were induced by far-
red light acclimation. Therefore, we presumed that the ability 
to perform oxygenic photosynthesis using far-red light must 
be acquired through the acclimation process. In this study, 
we observed that the cells could produce oxygen under far-
red light in the cells grown under white (WL-cells) and far-red 
light (FR-cells). The oxygen production rates were comparable, 
regardless of acclimation to far-red light. Meanwhile, no long-
wavelength absorbing antenna protein was induced in FR-cells, 
compared with WL-cells. Spectroscopic analysis revealed that 
both WL- and FR-cells possess long-wavelength chlorophylls, 
which facilitates oxygenic photosynthesis using far-red light 
via uphill energy transfer. Biwa 5-2 is the first report on that 
the Chlorophyta alga can undertake oxygenic photosynthesis 
without light acclimation under far-red light. This research 
expands our understanding of the extraordinary flexibility and 
adaptability of algae in diverse light environments.
(1Graduate School of Human and Environmental Studies, Kyoto 
University, 2Graduate School of Science, Kobe University)

♢B09 〇Eldrin DLR. Arguelles・Kana Mugikura・Shinya Sato: 
Growth-enhancing effects of different bacteria and associated 
metabolite within the microbiome of the invasive diatom 
species, Cymbella janischii

　Symbiotic metabolite exchanges between bacteria and 
diatoms can improve the growth of both organisms and 
therefore essentially influence aquatic ecosystem productivity. 
In this study, we examined the growth-promoting capabilities 
of 20 different bacterial isolates and metabolite (zeatin) from 
bacterial community associated with the invasive diatom, 
Cymbella janischii and documented the effect on the growth 
of the diatom. Co-culture experiment with each of the isolates 
revealed two bacterial isolates causing an increase in diatom 
cell count similar to those delivered by xenic culture of C. 
janischii. Our initial studies on metagenomic predictions 
of bacterial functions of C. janischii microbiome suggest 
that mat-associated bacteria enhance pathways related to 
zeatin biosynthesis. Comparative studies of in vitro growth 
experiment of C. janischii revealed considerable response 
to varying concentrations of zeatin (0–300 µM zeatin) as 
a growth regulator in the culture medium. WC medium 
supplemented with 250 µM zeatin was found to be the best 
growth medium that promotes cell proliferation and stalk 
formation of C. janischii. The result of this study suggests that 
C. janischii associated bacteria and zeatin can provide growth 
benefits to C. janischii supporting bloom formation in rivers. 
(Fukui Prefectural University)

Ｂ会場１日目　11:00–12:00／ 14:30–16:00　　♢ 学生発表賞の対象
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B16 仲田 崇志：江戸後期の大型節用集における藻類関連語の
由来と継承

　節用集は室町時代から昭和初期にかけて用いられた，仮名
から漢字表記を引くための辞書である。江戸時代には通算で
300種以上の節用集が刊行され，江戸時代後期には付録込み
で 300丁（600頁相当）を超える大型本が流布した。大型本
節用集としては主に『都会節用百科通』，『倭節用集悉改嚢』，『永
代節用無尽蔵』，『江戸代節用海内蔵』が知られる（佐藤 2005
『国語語彙史の研究』24: 99）。
　仲田（2021；藻類 69: 1）は『永代節用無尽蔵』の天保 2
年（1832年）版に掲載された藻類関連語彙を調べ，収録され
る言葉の傾向が現在の辞書とは異なることを見出した。しか
し編者による収録語彙の偏りや本書の成立過程は考慮されて
いなかった。そこで本研究では，上記の大型本節用集 4種の
主な版計 9本（1801–1864年刊行）および，『倭節用集悉改嚢』
と『永代節用無尽蔵』の大型化前の旧版計 6本（1741–1776
年刊行）を入手し，その藻類関連語彙を比較した。
　比較の結果，藻類関連語彙に着目する限り，それぞれの大
型本節用集は独自に成立したものではなく，大型節用集を含
む他の辞書などから語彙を集めて編集・増補されたことが示
唆された。大型節用集以外の流用元として江戸時代の代表的
な辞書・本草書を検討した結果，『合類節用集』の語彙を元に，
『雑字類編』や『書言字考節用集』から語彙が増補されたと推
定された。一方で，本草書から語彙を直接採取した形跡は見
出せず，他書を通じて間接的に本草学の語彙が導入されたも
のと考えられる。
（北大・院・理）

B15 〇森 竣之介・惠良田 眞由美・越智 奈津子・細川 聡子・
河野 重行：クロレラなどの廃糖蜜を利用した従属栄養培養下
におけるバイオマスと油脂の生産性評価

　クロレラなどトレボウクシア藻綱を中心に緑藻も加えた約
30種 54株をグルコース存在下で従属栄養培養したことは昨
年報告した。クロレラ（Parachlorella kessleri）には 2～ 3週
間の培養でバイオマスが 9.14 g/L，油脂含量が 62.1%になる
ものもあった。また，緑藻（Chromochloris zofingiensis）に
は，グルコースの添加で培地の C/N比が変わることで藻体色
が橙あるいは赤に劇的に変わるものなどもいた。こうした従
属栄養のコストカットには廃糖蜜（モラセス）がよく使われ
る。廃糖蜜は，砂糖を精製する際に生じる粘状で黒褐色の液
体で糖分以外の成分も含んでいる。サトウキビからの精糖で
得られたものは糖分も多く，そのまま培養に使っても十分な
バイオマスが得られ研究例も多い。一方，テンサイは，精糖
工程を複数回繰り返すので，最終段階の廃糖蜜（CCR）には
糖分が少ない。これまで培養に利用されることはあまりなかっ
た。今回は，各精糖工程で得られる複数の廃糖蜜を使って，P. 
kessleriと C. zofingiensisのバイオマスと油脂の生産性を調べ
たところ，前者は廃糖蜜の主成分であるスクロースを分解で
きないが，後者は分解して資化できることが分かった。また，
ロージュースやシックジュースといった精糖初期の（廃）糖
蜜はバイオマス生産性を促進することが分かった。ただ，油
脂含量は前者が 23.7%で，後者も 30.9%程度でありまだ十分
な値とはいえない。油脂生産性をより向上させる方法を検討
している。
（東京大・院・新領域・機能性バイオ）

B14 ◯柏山 祐一郎 1,2・見市 静香 2,3・今西 巧希 1・丸山 萌 1・
榊原 咲良 2・埜村 颯 2・民秋 均 2：原生生物のクロロフィル代
謝における基質特異性を in vivo貪食アッセイから読み解く

　普遍的な光合成色素クロロフィル類（Chl類）は光毒性で
あるため，水圏環境で微細藻類が生成する Chl類は，微細藻
類を摂食する原生生物などにより，光増感作用のない色素シ
クロフェオホルバイドエノール類（CPE類）に代謝される。
しかし，代謝経路の生化学的基盤はほとんど解明されていな
い。本研究では，この経路の中核をなす，CPE類特有の 7員
環構造の形成を触媒する酵素の特定を目指している。そこで，
藻食性鞭毛虫 Peranema trichophorum（ペラネマ）にクロロフィ
ル b（Chl-b）の誘導体を付加したポリマービーズを貪食させ，
生成される代謝物を解析した。このペラネマは，Chl-bを生成
しない紅藻 Cyanidioschyzon merolaeを餌として培養された。
この培養系に Chl-bないしその脱マグネシウム体であるフェ
オフィチン bを付加したビーズに投与したところ，Chl-bの
特徴である C7位ホルミル基を有する CPE誘導体（クロフェ
オホルバイド bエノール；cPPB-bE）が検出された。一方，
Chl-bの銅や亜鉛錯体を投与した場合，cPPB-bEは検出され
なかった。また，Chl-bの 132位を脱メトキシカルボニル化し
たパイロクロロフィル bを投与した場合には，cPPB-bEは検
出されないが，基質の脱マグネシウム体であるパイロフェオ
フィチン bの生成が認められた。これらの結果から，（1） フェ
オフィチン類が環化酵素の直接の基質であること，（2） 環化
は Chl類の酵素的な脱マグネシウム反応後に進行することが
示唆された。また，132位のメトキシカルボニル基の脱離が環
化反応に密接に関わることが示唆された。
（1福井工大，2立命館大，3京都大）

B13 〇阿部 信一郎 1・高橋 真司 2・瀬崎 陽太 3・Ha M. Linh3・
Sam N. Gibbons4・井口 恵一朗 3：藻食魚アユの糞中に含まれ
る増殖能力をもった微細藻類

　毎年，河川を遡上する藻食魚アユは，河川微細藻類をより
遠くの場所へ運ぶ媒体と考えられる。本研究では，2023年 8
月に戸根川（長崎県）でアユ（Plecoglossus altivelis altivelis）
10個体（標準体長 78～ 146 mm，体重 8.7～ 49.3 g）およ
び 2022年 8月に役勝川（奄美大島）でリュウキュウアユ（P. 
altivelis ryukyuensis）20個体（標準体長 69～ 124 mm，体
重 3.7～ 26.7 g）をそれぞれ投網で採捕し，それらが排泄し
た糞中に含まれる微細藻類を観察した。なお，リュウキュウ
アユは鹿児島県から特別採捕許可を受けて採捕した。ろ過河
川水 2～ 3 Lを入れて通気した容器内に 1個体ずつ収容した
アユを 20～ 90分間静置して排泄された糞を集め，採集した
糞を沈殿濃縮した後，ニュートラルレッド染色した生細胞を
光学顕微鏡観察によって計数した。さらに，糞の一部をろ過
河川水で粗培養（水温 24～ 25°C，光強度 73.9 μmol m−2 s−1 
± 15.8，長日条件）し，増殖した微細藻類を観察した。その
結果，アユおよびリュウキュウアユの糞中に，それぞれ 12.6 
× 103～ 824 × 103細胞および 3 × 103～ 73.5 × 103細胞の珪
藻生細胞を確認した。また，粗培養の結果，Closterium属や
Cosmarium属等の接合藻類，およびMelosira varians等の珪
藻類の増殖が観察された。河川に生育する微細藻類は動物の
食物源になると共に，動物の採食・排泄を通して河川内分布
を広げていると考えられる。
（1茨大，2東北大，3長崎大，4Univ. Lancaster） 

Ｂ会場１日目　14:30–16:00



65

口
頭
発
表
要
旨

Ｂ
会
場
２
日
目　

9:00–10:30

（B17

の
み
）　
／　

14:30–15:45B20 ○澄本 慎平 1・須田 彰一郎 2：気生シアノバクテリア培養
株を用いた有用物質の探索

　微生物は分類群ごとに特有の二次代謝産物を生産する。こ
れらの二次代謝産物は様々な効果を持つため，医薬品や農薬，
色素，医薬品など幅広い分野での応用が期待される。なかで
も，海洋シアノバクテリアを探索源として，ヒトがん細胞株
に毒性を示す新規二次代謝産物が数多く発見されている。し
かしながら，海洋シアノバクテリアは多くが培養困難な上に，
二次代謝産物の探索には大量の藻体が必要なため，探索源と
して活用できるのは野外で大きなコロニーを形成する一部の
種に限定される。
　一方，陸域に生育する気生シアノバクテリアは近年になっ
て多様性の高さが認識されたが，二次代謝産物の生産能につ
いては不明なままである。そこで本研究は琉球大学構内より
確立された気生シアノバクテリア培養株から二次代謝産物を
抽出し，得られた抽出物を用いて活性試験を行うことで，二
次代謝産物の探索源としての有用性を評価することにした。
　活性試験はヒト子宮頸がん由来のHeLa細胞に対する増殖
阻害活性を評価した。培養株を 700 mL培養して得られた培
養液をもとに，培養液上清と藻体に分離した。得られた上清
を濃縮した上清濃縮物，藻体を有機溶媒で抽出した藻体抽出
物をそれぞれ作成し，活性試験を行った。その結果，複数の
サンプルでHeLa細胞に対する増殖阻害活性が確認されたた
め，その詳細について報告する。
（1神奈川大・化学生命，2琉大・理）

B19 ○樋口 里樹 1・平川 育美 2・本多 大輔 1,3：オイル産生珪
藻 Fistulifera solarisからのオイル抽出効率を上げる分解酵
素の探索

　藻類由来のバイオ燃料生産技術開発が世界的に進められ
ているが，微細藻類からオイルを取り出す工程には多くの
エネルギーを必要とすることから，簡単且つ効率的にオイ
ルを抽出することは重要な課題となっている。電源開発株
式会社によって環境中から分離された海洋の珪藻 Fistulifera 
solaris JPCC DA0580株（以下，ソラリス）は，細胞内に大量
の中性脂質のオイルを蓄積し，屋外でも安定して培養できる
というオイル産生藻類として有用な特徴を持つ。そこでソラ
リスを用いて，藻体を覆う珪酸質の被殻や粘性の分泌物を分
解しオイル抽出効率を上げる酵素を探索した。
　オイルを蓄積したソラリスを回収し，酵素溶液に一定時間
浸した後に，凍結乾燥とヘキサン抽出を行いオイルの抽出量
を測定した。酵素剤 14種類について試験した結果，パパイン
とデナプシン 2Pとセルラーゼ SSという 3種類の酵素剤でオ
イルの抽出量が増加した。特にパパインはオイル抽出量が 1.2
～ 1.5倍増加したことに加えて，加熱処理や pH調整が不要
で扱いやすいことからオイル抽出効率を上げる方法として期
待できる。
　また，原生生物 Labyrinthula sp.はソラリスを旺盛に捕食し，
細胞内に高度にオイルを蓄積する特徴を持つ。オイルを蓄積
したソラリスと少量の Labyrinthula sp.との混合培養を行い，
オイル抽出効率が高くなるタイミングがあるかを検証し，微
細藻類からのオイル抽出に他生物を利用するという新しいモ
デルの確立を目指す。
（1甲南大・理工，2電源開発株式会社，3甲南大・統合ニュー
ロ研）

B18 ○内藤 佳奈子 1・湯淺 奈津美 1・盛次 一輝 1・坂本 節子 2・
川井 浩史 3：有害大型珪藻 Coscinodiscus wailesiiの増殖に
及ぼす親生元素の影響

　大型珪藻 Coscinodiscus wailesiiは，瀬戸内海東部海域で毎
年発生している養殖ノリ色落ちの原因藻種である。ゆえに，
本種の大量発生メカニズムを解明することは，非常に重要な
課題である。本研究では，本種の増殖に及ぼす親生元素の影
響を Liebigの最少律に基づいた生物検定法による藻類増殖ポ
テンシャル（AGP）試験によって検討した。試供株として，
播磨灘より単離無菌化した C. wailesii（株名：55）を用いた。
AGP試験用の海水試料（2018年 11月に播磨灘と広島湾で採
水）は，Rapid-Flow Filter Unit（0.2 µm fil.）を用いて減圧ろ
過滅菌した。親生元素はN, P, Si, Ni, Feの 5種類とし，10条
件の組み合わせ（①N，②P，③Si，④Ni，⑤Fe，⑥NPSi，⑦
NPSiNi，⑧NPSiFe，⑨NPSiNiFe，⑩non-added）を検討した。
それぞれの終濃度が 100 µM NaNO3, 10 µM NaH2PO4, 100 
µM Na2SiO3, 0.01 µM NiCl2, 1 µM Fe-EDTAとなるよう各滅菌
海水に無菌操作で添加した。水況データと AGP試験の結果よ
り，播磨灘においては栄養塩が不足している状況ではNiが，
栄養塩が十分に存在している状況では Feが本種の増殖制限
因子であると推察された。広島湾では親生元素がバランスよ
く存在していることが重要であることが分かった。以上から，
瀬戸内海東部海域および中部海域では，本種の増殖に対して，
栄養塩のみならず微量金属であるNiと Feの重要性を示すこ
とができた。
（1県立広島大・生物資源科学，2水産機構・技術研，3神戸大・
内海域）

B17 ○吉田 和広・折田 亮・出村 幹英・木村 圭：異なる増殖
ステージの珪藻とその珪藻を給餌した二枚貝の代謝物比較解析

　珪藻は，水圏の主要な基礎生産者であるうえ，単細胞緑藻
と並ぶ生物工学資源としても有用な微細藻類である。とくに，
珪藻は EPAなど有用な脂肪酸を多く持つ。沿岸海洋では，珪
藻はしばしば大増殖し，魚類や二枚貝のエサとなる。現場海
洋では，珪藻を捕食する二枚貝の代謝物が珪藻の代謝物を反
映した可能性が示された。しかし，実際に二枚貝の代謝物と
珪藻の代謝物の関連は実証されていない。そこで，室内で対
数増殖期と定常期の増殖ステージの異なる珪藻 Chaetoceros 
tenuissimusを有明海産二枚貝のハイガイに 7日間毎日給餌す
る実験を実施した。ハイガイは，給餌された珪藻の多くをろ
過摂食したが，定常期に比べ，対数増殖期の珪藻の摂食率は
有意に低かった。これは，多く研究されているカイアシ類の
摂餌行動とは異なり，二枚貝が特有の摂餌嗜好を持つことが
考えられた。一方で，珪藻は定常期にグルコースを多く蓄積し，
それを摂食したハイガイのグルコース代謝物のグリコーゲン
量も対数増殖期珪藻給餌時よりも多かった。本研究により，
珪藻と二枚貝の代謝物のかかわりを室内実験で直接的に実証
できた。加えて，珪藻と二枚貝の脂肪酸組成にも注目している。
定常期珪藻を給餌した二枚貝は，多価脂肪酸を多く蓄積して
いた。珪藻は，栄養欠乏時に多価脂肪酸を蓄積することが報
告されている。現在，培養に用いた珪藻の詳細な脂肪酸組成
について調査しており，この結果についても報告する。
（佐賀大・農）

Ｂ会場２日目　9:00–10:30（B17のみ）　／　14:30–15:45
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B24 ○福岡 将之 1・大畑 史江 1・岡村 祐里子 1・新山 優子 2：タ
イプ産地より得た株に基づく浮遊藍藻Raphidiopsis curvispora
の分類

　名古屋市牧野池より記載された Raphidiopsis curvispora 
(Watanabe 1995: as: Cylindrospermopsis curvispora)は，タイプ 
標本の遺伝情報が得られておらず，その系統位置は未だ明 
らかでない。また，Aguilera et al. (2018)は本種を独立の種と
したが，Komárek (2012)は本種を R. gangetica (Nair 1967: as: 
Anabaenopsis gangetica)のシノニムとしており，分類学的取扱
いは混乱している。今回，牧野池から本種と思われる株を得
たため，形態観察・遺伝子解析による分類学的検討を試みた。
本株の形態は，原記載（Watanabe 1995）及び R. gangeticaと
一致したが，Nair (1967)は記載時にタイプを指定していない。
したがって，R. curvisporaの学名の使用が妥当と考える。16S 
rRNA遺伝子と 16S-23S rRNA ITS領域の結合配列に基づく系
統解析では，韓国産の本種とクレードを形成した。両領域の
遺伝的差異では本属内の各種を区別できなかったが，ITS領
域の二次構造は本種固有の特徴が確認された。
（1名古屋市環境科学調査センター，2国立科学博物館植物研
究部）

B23 ○矢吹 彬憲 1・星野 辰彦 2・中村 多実子 1・水野 恵子 1：
多様性と存在量を同時に推定する環境DNA解析手法の提案

　環境 DNA解析は，環境中に生息する微細藻類を含む微生
物の多様性を簡便に把握する手法として様々な研究・活動の
中で利用されている。この手法が用いられることで，微生物
の多様性やその分布に関する理解が急速に深まり，現在では
多様性生物学，生態学などの分野において欠かすことのでき
ない研究手法の一つとなっている。その一方で，従来の一般
的な環境DNA解析では，試料に含まれる解析対象の生物量
を確からしく推定することは技術的に困難であり，生物の多
様性と存在量を同時に推定し議論することには難しい状況に
あった。
　定量的シークエンス解析（qSeq解析）は，アンプリコン解
析に先んじて解析対象の配列全てにユニークな分子バーコー
ド付けを行い，その上で解析を進める手法であり，サンプル
の中に存在していた解析対象配列の初期数を把握できる。本
研究では，細胞数が既知の培養株から抽出したDNAに対し
てこの手法を適用することで，細胞あたりのバーコード遺伝
子のコピー数を計測した。また実際にディプロネマ綱鞭毛虫
5種を対象に実施した 18S rRNA遺伝子のコピー数情報を報
告するとともに，その推定精度についても議論したい。本手
法を用いることで生物各種のバーコード遺伝子のコピー数情
報が蓄積され，またその情報とともに自然サンプルより抽出
した環境 DNAを用いた qSeq解析が実施されることで，多様
性と存在量を同時に推定することが可能になると期待される。
（1海洋研究開発機構・RIGC，2海洋研究開発機構・X-star）

B22 ○專田 梨瑛子 1・加来 卓也 1・川井 絢子 2・西山 智明 3・
関本 弘之 4・榊原 恵子 2：ヒメミカヅキモ BELL1遺伝子の有
性生殖過程における機能

　陸上植物は複相に多細胞体を伴う世代交代を行うが，陸上
植物に近縁なストレプト藻類は世代交代を行わない。陸上植
物では，BELL遺伝子や KNOX遺伝子が世代交代制御因子と
して機能している。一方，陸上植物に最も近縁な接合藻類（ホ
シミドロ藻綱）のゲノムにもこれらの遺伝子が含まれている
が，その機能は不明であった。
　本研究では，ホシミドロ藻綱チリモ目に属するヒメミカヅ
キモ（Closterium peracerosum-strigosum-littorale complex）の
BELL1遺伝子（以下 CpBELL1）の機能解析を目的とした。2
つの接合型で CpBELL1の変異株を作製し，接合過程及び接
合子からの発芽過程での表現型を解析した。
　まず接合試験では，野生株と変異株の混合において野生株
同士の混合よりもペアプロトプラスト放出細胞の比率が減少
した。特に＋型野生株と－型 cpbell1変異株の混合では，接合
子の比率も減少した。さらに有性生殖過程に移行した細胞の
割合が野生株同士の混合よりも野生株と変異株及び変異株同
士の混合で減少した。また接合子の発芽試験では，野生株の
接合子では発芽嚢が放出され，2細胞に分裂する様子が観察
されたが，変異株の接合子では発芽嚢が未放出の状態で 2細
胞に分裂する様子が観察された。＋型変異株と－型野生株の
接合子では放出された発芽嚢が肥大した。
　以上の事から CpBELL1は有性生殖移行制御や接合子形
成への関与が考えられた。発表では，上記の結果に加えて
CpBELL1と相互作用する事が確認されているヒメミカヅキモ
KNOX1，KNOX2遺伝子の変異株を用いた接合試験による遺
伝的相互作用の検証結果も合わせて報告する。
（1立教大・院・生命理学，2立教大・理・生命理学，3金沢大・
疾患モデル総合研究センター，4日本女子大・理）

B21 ○山下 翔大・廣岡 俊亮・藤原 崇之・宮城島 進也：紅藻
Galdieria partitaの独立栄養成長・従属栄養成長と遷移過程
の解析

　光合成に加えて環境中の有機炭素源を取り込んで利用する
混合栄養性の藻類は幅広い系統，様々な環境に存在する。中
には有機炭素源存在下で光合成色素を失ったり細胞内に脂質
等を蓄積したりする種も多く報告されているが，そのような
栄養性の切り替え機構についてはほとんど未解明である。単
細胞紅藻の Galdieria partitaは，無機培地中では細胞は緑色
で光合成によって成長するが，糖が含まれている培地中では
細胞が光合成色素を失って白色化し，従属栄養的に成長する。
本研究では G. partitaの栄養性切り替え機構の解明を目的と
し，G. partitaの独立栄養成長時，従属栄養成長時，および遷
移過程の細胞形態の観察，光合成活性と呼吸活性の測定，比
較トランスクリプトーム解析を行った。無機培地中で独立栄
養成長している G. partitaの細胞は表層に厚い葉緑体を持ち，
高い光合成活性を持っていたが，グルコース入り培地中で従
属栄養成長している細胞の葉緑体は細長いひも状になり，光
合成活性はほぼ失われていた一方で呼吸活性が上昇していた。
これらの細胞状態は培養条件における糖の有無を変えると速
やかに移行し，また光合成が行えない暗条件においても従属
栄養時の白色細胞から独立栄養時の緑色細胞への移行が部分
的に起こった。また，比較トランスクリプトーム解析より，
光合成や炭素代謝に関わる遺伝子群やトランスポーター，転
写因子などに独立栄養成長時と従属栄養成長時で発現が変動
する遺伝子が多く見出された。
（遺伝研・遺伝形質）

Ｂ会場２日目　9:00–10:30／ 13:15–15:00
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B28 ○野崎 久義 1,2・松﨑 令 1・霜鳥 孝一 3・山口 晴代 1,3・植
木 紀子 4・河地 正伸 1：細胞質連絡の太い Volvox節 2種～琵
琶湖よりボルボックス愛をこめて～

　琵琶湖は日本で唯一の古代湖で，陸上植物や後生動物で多
くの固有種が報告されている。しかし，緑藻類 Volvox に関し
ては，細胞質連絡がない 2種（V. africanus, V. reticuliferus）が
培養株と分子情報を用いて詳細に種同定が実施されているだ
けである（Nozaki et al. 2015, PLoS ONE）。
　今回，琵琶湖のフィールドサンプルでしばしば採集される
細胞質連絡の太いグループ（Volvox 節）の種同定を実施した。
このグループは無性群体（球体）の特徴から古くは V. globator 
と同定されていたのである（日本淡水藻図鑑）。2022年 10月
の 2回のサンプルから 5培養株を確立した。核 ITS領域の
配列と有性生殖を調査した結果，雌雄同体の有性群体を形成
する 2種が認められた。1種は有性群体に 50個以上の接合
子を形成し，接合子の棘は 5–7 μmであった。ITS配列は V. 
kirkiorum と一致した。他種は有性群体に比較的大きな接合
子（径 46–50 μm）を 9–14個形成する点で相模川水系と東京
都外濠に生育する Volvox sp. Sagamiに類似する（Nozaki et al. 
2016, PLoS One; 野崎・植木ら 2023, クラミドモナス会議）。
しかし，琵琶湖産の種は接合子の棘が Volvox sp. Sagami（最
大 3 μm）より長い点（5–7 μm）で異なった。また，ITS配列
で既存の種と一致するものはなく，rbcL, psbC, Actinを加えた
4DNA領域の結合系統樹を作成した結果，本種は近縁の種と
は異なる系統に位置し，未記載種であると結論された。
（1国立環境研・生物多様性，2東京大・理学系，3国立環境研・
琵琶湖分室，4法政大・自然科学セ）

B27 ○桑田 晃 1・伴 広輝 2・中村 洋路 1・山田 和正 3・佐藤 晋也 3・
吉川 伸哉 3・緒方 博之 2・一宮 睦雄 4：珪藻の進化・繁栄の謎
を握る未知の藻類：パルマ藻の生物学

　珪藻は，現在の海洋生態系において最も繁栄している微細藻類で
ある。珪藻の分布域は海洋全域にわたり，その多様性は海洋の微細
藻類中で最も高く，光合成量も地球全体の 20%以上と熱帯雨林に
匹敵する。近年，珪藻の海洋生態系における重要性が注目され，そ
の繁栄機構・シリカの殻の形成機構・進化過程の解明を目指した研
究が国際的に盛んとなっている。既に珪藻数種の全ゲノム解読が終
了し，次々と新しい知見が報告されている。しかしながら，地球上
で珪藻がどのように出現し ､現在の繁栄に至ったのか？その進化過
程については，未だ不明である。珪藻の起源に関しては，1999年
に分子系統的に最も珪藻と近縁なボリド藻が亜熱帯域で発見された
が，珪藻とは全く形態が異なるシリカの殻を持たない微小鞭毛藻で
あり，珪藻の起源は依然謎であった。一方，1976年にサイズは 2–5 
μmと非常に小型ながら，珪藻同様にシリカの殻を持つパルマ藻が
北西太平洋の亜寒帯域で発見され，珪藻と進化的に密接な関係が予
想されてきたが，発見以来 30年以上培養株を確立できずパルマ藻
の実体は全く不明であった。
　そのような状況下，2008年に我々は世界で初めて親潮域よりパ
ルマ藻の単離培養に成功した。得られた培養株を対象に電子顕微鏡
による形態観察，分子系統解析および光合成色素分析を進めた結果，
パルマ藻は，ボリド藻同様に珪藻と極近縁で共通の祖先を持つこと
を明らかにした。これは，珪藻の繁栄機構と進化過程の解明にとっ
て格好の対照生物を手に入れたことを意味する。そこで我々は，生
態学・生理学・藻類学・ゲノミクス・生物地球化学等様々なアプロー
チにより，未知の藻類：パルマ藻の全貌解明を進めてきた。本講演
では，主な生育地：親潮周辺海域でのフィールド調査，培養株を用
いた室内実験，メタゲノミクス，新規 8株のパルマ藻培養株を対象
にしたゲノム解読と珪藻との比較ゲノム等により，我々がこれまで
に明らかにしてきたパルマ藻に関する生物学的知見を紹介する。
（1水産機構・資源研，2京大・化研，3福井県立大，4熊本県立）

B26 ○Wai Mun Lum1,2・Kazuya Takahashi1,3・Tomohiro 
Nishimura2,4・Masao Adachi4・Mitsunori Iwataki1: Two intertidal 
suessiacean dinoflagellates in the same genus showing 
different cell division patterns

　Three unialgal cultures of two undescribed suessiacean dinoflagellate 
taxa were established from intertidal zones in Kanagawa (two strains as 
Suessiaceae sp. 1) and Okinawa (one strain as Suessiaceae sp. 2). Both taxa 
formed dominant immotile cells, but Suessiaceae sp. 1 formed dominant 
motile cells after six months in culture. Morphology of the cells was examined 
by LM, SEM and TEM, molecular phylogenetic position was inferred from 
the SSU and LSU rDNA, and pigment composition was analyzed by HPLC. 
Immotile cells of both taxa were spherical, containing one to two pyrenoids, 
and covered with a thick translucent wall ornamented by abundant hair-
like processes. Motile cells of Suessiaceae sp. 1 were ellipsoidal with rounded 
epicone and hypocone similar in size, and measured 15.8 µm long and 11.5 
µm wide. These motile cells had a large nucleus in the epicone, parietal 
chloroplasts with a large pyrenoid in the hypocone, and a bright orange 
eyespot in the sulcal region. They were covered with 12 rows of amphiesmal 
vesicles (AVs), and a straight apical structure of an elongated apical vesicle 
(EAV) with knobs and a large AV at the apex were seen by SEM. TEM 
showed a stalked pyrenoid surrounded by a starch sheath, rows of cisternae 
lining with brick-like material resembling eyespot type E and extrusome-
like structures. These two taxa were separated in a species-level divergence 
within a genus-level clade in the Suessiaceae in both rDNA trees, but their 
positions were inconsistent, i.e., sister to Pelagodinium bei in the SSU rDNA 
tree, but to Yihiella yeosuensis in the LSU rDNA tree. Pigment analysis of 
both taxa showed the dominant carotenoid was peridinin. Suessiaceae sp. 
1 resembled other suessiaceans in the number of AVs, straight EAV and the 
eyespot type in the motile cells, but differed in the presence of a large apical 
AV and formation of spiny reproductive immotile cells. Although both taxa 
had similar immotile cells, cell division in the immotile cells was frequently 
observed in Suessiaceae sp. 2, but rarely in Suessiaceae sp. 1, suggesting the 
change in cell division strategies within a genus.
(1Graduate School of Agricultural and Life Sciences, University of Tokyo, 
2Fisheries Technology Institute, Fisheries Research and Education Agency, 
3Institute of Parasitology, Biology Center CAS, 4Faculty of Agriculture and 
Marine Science, Kochi University)

B25 ○半田 信司 1・溝渕 綾 1・中原-坪田 美保 2・坪田 博美 3：
Oocystaenium elegans（オオキスチス科）に近縁な未記載種
の形態と系統

　広島県中北部の農地の水路から，Trebouxiophyceaeトレボウ
クシア藻綱Oocystaeaeオオキスチス科に属する，Oocystaenium 
elegansに近縁な未記載種を確認したので，その形態と系統に
ついて報告する。Oocystaeniumは大型の O. elegansのみからな
る単系統属で，近縁な属としては Neglectellaや Eremosphaera
などが含まれる。今回確認した藻類は，単細胞性で直径
25–45 µm，長さ 55–90 µmのたる型。直径と長さの比は 2倍
程度である。増殖は 4, 8, 16個（まれに 2または 32個）の自
生胞子形成のみにより行われ，同属の O. elegansや近縁の E. 
viridisでみられる卵生殖や，その他の有性生殖は確認されな
かった。本種の葉緑体は小型で 1個のピレノイドを持ち，多
数の葉緑体が網状に配置する点で，O. elegansにきわめて類似
している。また，粘質物を分泌して寒天培地上をゆっくりと
移動する特徴も同様である。核 18S rRNAおよび rbcL遺伝子
の塩基配列による系統解析の結果，本種は O. elegansに近縁で
Neglectellaの姉妹群となり，Oocystaeniumに属することの妥
当性が示唆された。そこで，本種を Oocystaeniumの新種とし
て記載する予定である。本種は，流れのほとんどない水路で，
Melosira variansをはじめとした多様な珪藻類や，チリモ類の
Closterium lanceolatumなどとともに，堆積した浮泥に混在し
て生育していた。
（1広島県環境保健協会，2千葉中央博・共同研究員，3広島大・
瀬戸内 CNセ・宮島）

Ｂ会場２日目　13:15–15:00
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P04 池田 晴哉 1・隠居 加奈子 1・原田 陽菜 1・平田 皓大 2・橋
本 哲男 2・樋口 富彦 3・〇湯山 育子 1：褐虫藻の新規培養株の
確立とストレス応答性の評価

　海洋無脊椎動物に共生する褐虫藻には複数の属が存在す
るが，サンゴには主に Cladocopium属の褐虫藻が共生するこ
とがわかっている。しかし，高水温時や白化現象が起きた際
には Durusdinium属の褐虫藻がサンゴから検出されており，
Durusdinium属は宿主のストレス耐性を高める可能性が示唆
されてきた。この様に宿主の生息環境によって共生している
褐虫藻は異なり，褐虫藻の違いが宿主のストレス耐性に影響
する可能性がある。しかし，サンゴに共生する褐虫藻の単離
培養は難しく，公開されている Cladocopium, Durusdinium属
の培養株は限られていた。そのため，褐虫藻の各属内や属間
でのストレス耐性の違いや共生に適した性質については未解
明な部分が多い。そこで本研究では，これまでに報告されて
いる褐虫藻の単離培養方法を再検討し，新たな培養株を確立
することを目指した。
　培養条件検討の結果，pHを低く調整した海水中では褐虫
藻以外の微生物の繁茂が抑えられ，単離後の褐虫藻株が長期
間維持できることがわかった。長期間の維持に成功した褐虫
藻については寒天培地上で単離培養を試み，ITS2の塩基配列
をもとに系統解析を実施した。単離した褐虫藻の ITS2領域
の配列を同定した結果，アザミサンゴから採取した褐虫藻は
Cladocopium属の CCMP2466株の配列と高い相同性を示し
た。これまで単離したその他の褐虫藻株と最適な単離培養方
法についてまとめ，属間のストレス応答の違いを評価した結
果についてもあわせて報告する。
（1山口大学，2筑波大学，3東大海洋研）

♢P03 ○三井 玲來・豊島 拓樹・松本 健吾・川﨑 信治：高い
光酸化ストレス耐性能を持つ微細藻類の抗酸化酵素系の解析

　光合成生物は強光に付随する乾燥，高塩濃度などの環境ス
トレス下では，光酸化ストレスの影響により生育が困難とな
る。当研究室では過酷な環境から単離した微細藻類の研究を
進めている。単離株の中で高い耐性を示した Ki-4株は，イカ
ダモ科の新種 Coelastrella astaxanthina Ki-4として同定され，
光酸化ストレス条件下で植物では報告例の無いアスタキサン
チンを水溶化するタンパク質（AstaP）を細胞内に大量に蓄積
した。本学会では，Ki-4株が持つユニークな抗酸化系の全容
解明を目的として解析を行った結果を報告する。
　光酸化ストレスを付与した細胞のトランスクリプトーム解
析を行った結果，astaP遺伝子と類似の発現挙動を示すストレ
ス誘導性の遺伝子群が検出され，その多くは機能未知遺伝子
と同定された。一方，同遺伝子群には既知の抗酸化酵素も含
まれており，superoxide dismutase（SOD）や peroxiredoxin
（Prx），catalaseなどが検出された。中でも SODは 5種類の
遺伝子が検出され，ホモロジー解析と細胞内局在部位の予測，
発現挙動の解析から，細胞内におけるそれぞれの役割の違い
が推定された。プロテオーム解析では，機能未知遺伝子にコー
ドされるタンパク質を含め，一部の SODおよび Prxのスト
レス応答が確認された。得られた結果を統合し，本発表では
Ki-4が持つ光酸化ストレス防御機構の全体像を考察する。
（東京農大・微生物）

P02 〇早川 昌志 1, 2・山本 誉 1・佐野 祐介 3・油家 謙二 3・島田 
真帆 4・金重 美代 5・早川 卓志 6・山田 一憲 1：天王寺動物園
における飼育ホッキョクグマの毛の内部藻類の共生様式につ
いて

　ホッキョクグマの毛の内部は中空になっており，野生下で
は空洞内に空気を蓄えることで，保温効果があるとされてい
る。しかし，本来の生息圏と異なる温暖な環境下で飼育して
いると，毛の空洞内に微細藻類が侵入し，まるで体毛が緑色
の「ミドリホッキョクグマ」になることがある。今回，天王
寺動物園において飼育されている 2頭の母娘ホッキョクグマ
（個体名：イッちゃん，ホウちゃん）の毛について，光学顕微
鏡と走査型電子顕微鏡による観察，藻類の単離培養，毛への
藻類の定着実験を行った。毛の内部には，空洞の微細構造に
沿って緑藻類が密に定着しており，毛の内部において増殖し
ていることが示唆された。すなわち，飼育水からの単なる拡
散による分布ではなく，毛の内部を増殖の場とする片利共生
の関係にあることが考えられる。共生藻は，淡水条件の培地
において単独培養ができた。天王寺動物園における飼育水は
淡水のため，共生藻は飼育水由来であることが示唆された。
実験的に毛と藻類を混合することで，毛の内部に藻類を定着
させることができ，毛への藻類の侵入は容易に起こることが
示された。動物園における飼育ホッキョクグマの緑化現象は，
来園者等を心配させることがある。今回の結果は，緑化現象
に対する適切な理解を提供することに役立つだろう。
（1大阪大・院・人間科学，2ミクロ・ライフ PJ，3地方独立行
政法人天王寺動物園，4島根大・院・自然科学，5大阪府立天
王寺高等学校，6北大・院・環境科学）

♢P01 〇佐伯 奈緒子 1・岩本 望 1・桑田 晃 2・本多 大輔 1,3：環
境サンプルを対象とした CARD-FISH法による珪藻捕食性ラ
ビリンチュラ類 Aplanochytriumの観察

　ストラメノパイルに属する無色従属性の単細胞生物ラビリ
ンチュラ類 Aplanochytriumは，最近になって主要な一次生産
者である珪藻を積極的に捕食することから，生態系の中で重
要な役割を果たしている可能性が示唆された。特にラビリン
チュラ類はドコサヘキサエン酸（DHA）を豊富に生合成し蓄
積することから，DHAを生合成できない魚類への供給源と
しての影響力についても注目されている。そこで，ラビリン
チュラ類の現存量の把握が求められているが，単純な球形の
形態であることから，環境サンプル中での同定が難しく，環
境DNAに対して定量 PCR法を適用して細胞数を推定すると
いったアプローチがとられている。しかしながら，定量 PCR
法では細胞が単独なのかコロニーなのか，何かに付着してい
るのか，消化管に入っているのかなど，存在する状態を把握
することができない。実際，環境海水のメタ 18S解析では，
Aplanochytriumの栄養細胞の直径が約 10 µmにも関わらず，
全リード数の 4分の 1程度が 20～ 180 µmの分画に確認で
きる状況であり，環境中での状態についての解明が待たれて
いた。そこで，本研究では CARD-FISH法を適用し，特異的
なプローブを設計して，Aplanochytrium系統群を蛍光染色し，
環境サンプルの観察を行った。その結果，細胞は数十個の細
胞がコロニーを形成した状態で観察された。大きな細胞塊と
して存在することで，中間的な捕食者を介さずに，食物網の
上位の捕食者に取り込まれている可能性があり，生態効率を
考慮した時に，単細胞状態として存在する場合の数倍の影響
力を持つ可能性が示唆された。
（1甲南大・理工，2水産機構資源研，3甲南大・統合ニューロ研）

ポスター発表要旨（一般）
P01–P04（一般）　　♢ 学生発表賞の対象

ポスター発表要旨（一般）
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P08 〇藤代 彩花 1・磯貝 龍邑 2・高橋 和也 3,4・岩滝 光儀 4・稲
垣 祐司 5・中山 卓郎 5：光合成関連遺伝子に着目した緑色渦
鞭毛藻 TGD株のヌクレオモルフゲノムの解析

　緑色渦鞭毛藻 TGD株（以下，TGD）は，緑藻の一種であ
るペディノ藻に由来する葉緑体を持つ。近年，本藻には共生
体の核ヌクレオモルフ（以下，Nm）が残存することが明らか
となった。RNA-seq解析によって，このNmゲノムには，既
知のNmゲノムからは既に消失している光合成関連遺伝子を
はじめ，多くの遺伝子が存在することが示唆されている。こ
のことから，TGDのNmゲノムは未だに縮小進化の中間段階
にあると予想されるが，TGDのNmゲノム配列は報告されて
おらず，どのような特徴を持つゲノムであるかは明らかでない。
　本研究では，TGDのNmゲノム配列を取得するとともに，
TGDのNmゲノムに特徴的な光合成関連遺伝子に着目して，
構造アノテーションを行った。Nmゲノムコンティグは 28
本得られ，合計長は 1.8 Mbp であった。これまでに報告さ
れているクリプト藻・クロララクニオン藻のNmゲノムが約
0.33–1 Mbpであることから，TGDのNmゲノムは，既知の
Nmゲノムほど縮退が進行していないと考えられる。TGDの
Nmゲノム上には多数の光合成関連遺伝子が検出され，特に
光化学反応系遺伝子が多く見られた。これらの遺伝子のイン
トロンは，ペディノ藻のイントロンと比較して著しく短いが，
既知のNmゲノムのイントロンよりも長く，両者の中間的な
長さであった。これらの結果をもとに本藻 Nmゲノムの進化
的位置を議論する。
（1筑波大・生物学類，2筑波大・院・理工情報生命，3Biology 
Center, Czech Acad. Sci.，4東京大・院・農学生命科学，5筑波
大・計算科学セ）

♢P07 ◯今西 拓希 1・ソン セイカン 1・加賀本 剛 1・中澤 昌
美 2・柏山 祐一郎 1：非モデル生物 Rapaza viridisにおける
CRISPR/Cas9法を用いたゲノム編集

　Rapaza viridis（ラパザ）は緑藻テトラセルミスから獲得
する盗葉緑体を利用し，光独立的に増殖する。ラパザの盗葉
緑体現象ではテトラセルミスの核ゲノムは維持されず，代わ
りにラパザの核ゲノムにコードされた葉緑体関連タンパク質
群が盗葉緑体へ輸送されることが示唆されている。本研究で
は，ラパザの核ゲノムに存在するルビスコ小サブユニット遺
伝子 RvRbcSについて CRISPR/Cas9法によるゲノム編集を試
みた。この遺伝子翻訳物には，N末端側に盗葉緑体への輸送
シグナルと考えられる低複雑性領域（NtLC領域）が，C末
端側に機能未知の低複雑性領域（CtLC領域）が認められる。
そこで，RvRbcSの完全破壊株に加えて，NtLC領域削除株と
CtLC領域削除株を作製した。ここでは，異なる設計の 2種類
のガイド RNAを設計して in vitroで Cas9ヌクレアーゼとリ
ボヌクレオチド複合体を調整し，ドナー配列となる一本鎖オ
リゴ DNA（ssODN）とともに，エレクトロポレーション（EP）
によりラパザ細胞核へ導入させた。これらの ssODNにより，
2つの切断領域に挟まれた数百塩基程度の配列を 25塩基程
度の短鎖の人工配列に置換する相同組み換えを誘導すること
で，不確定性を排除したゲノム編集を狙った（配列置換削除）。
EP後のラパザ細胞をマイクロキャピラリー法により単離して
クローン株を作製し，配列置換削除が示唆された PCR産物を
シークエンス解析することで，ゲノム編集に成功した株を選
抜した。また，オフターゲット効果をより排除できると考え
られる Cas9ニッカーゼを用いた配列置換削除も試みられた。
（1福井工大，2大阪公大）

P06 ○本郷 悠貴 1・羽野 健志 2・山田 和正 3・外丸 裕司 2：海
産珪藻 Chaetoceros tenuissimusのウイルス感染時の遺伝子
発現

　微小珪藻 Chaetoceros tenuissimusに感染する2種のウイルス（ssDNA, 
Bacilladnaviridae; ssRNA, Marnaviridae）は，天然環境で宿主のブ
ルーム形成時に相まって出現し，ブルーム消失の一因子となる可能
性も指摘されている。ウイルスが持つ遺伝子は限定的であり（ssDNA, 
3 genes; ssRNA, 2 genes），宿主の転写・翻訳機構を使わなければ
増殖できないと考えられる。本研究では，ゲノム解読が済んだ C. 
tenuissimus NIES-3715株と 2種のウイルス株（DNAV, RNAV)を用
いて，感染時における宿主の遺伝子発現を解析し，ウイルスの増殖
機構を考察する。
　48時間以内で宿主を死滅させる実験系において，ウイルス接種
0, 1, 3, 6, 9, 12, 24時間後で RNA-seqと発現変動解析を実施したと
ころ，810～ 5,156の遺伝子が変動していることがわかった。こ
れらを GO term over-representation解析すると，DNAV感染区で
は DNA repair（GO:0006281），DNA replication（GO:0006260），
DNA packaging（GO:0006323）， RNAV感染区では autophagosome 
assembly（GO:0000045）に関連する遺伝子群が上昇した。一方，両
感染区でmaturations of LSU（GO:0000470），SSU（GO:0030490），5.8S 
rRNA（GO:0000460），photosynthesis（GO:0015979），translational 
elongation（GO:0006414）に関連する遺伝子群が低下した。これら
の結果から，DNAVは自身のゲノムDNA複製のため，宿主の複製
関連遺伝子が機能したと考えられた。また，オートファジーに関連
する遺伝子は異物の排除に機能すると考えられるが RNAVにのみ上
昇が見られた。RNAVに近縁で急性灰白髄炎を引き起こすポリオウ
イルス（Picornaviridae）はオートファゴソームを誘導し，その膜上
で自身のゲノム RNAの複製を行うことが知られている。このこと
から，RNAVもポリオウイルス同等の機構を宿主細胞内で働かせて
いる可能性が示唆された。
（1水研機構・資源研，2水研機構・技術研，3福井県大）

♢P05 ◯大橋 悠歩 1・加賀本 剛 1・丸山 萌 1・中澤 昌美 2・柏
山 祐一郎 1：盗葉緑体生物 Rapaza viridisの硝酸同化経路の
検証

　ユーグレノゾアの原生生物 Rapaza viridis（ラパザ）は独
自の葉緑体を有しないが，緑藻 Tetraselmis sp.から獲得する
一時的な盗葉緑体を用いて光合成を行い，光独立栄養的に増
殖する。従って，ラパザは植物や藻類と同様に，培地中の無
機塩を利用して有機分子を生合成していると考えられる。例
えば，ラパザは硝酸イオンを利用できるが，先行研究におい
て，遺伝子水平転移により獲得されたラパザ核ゲノムコード
の硝酸還元酵素 RvNaRLが硝酸同化に必要であることが検
証された。本研究は，まず，同様に水平転移起源と考えられ
る硝酸イオン輸送体様遺伝子 RvNRTLの機能検証を目的と
し，CRISPER/Cas9法を用いて RvNRTLノックアウト株を作
製した。RvNRTLノックアウト株と野生株を，窒素源が硝酸
イオンのみの培地と硝酸イオンのみの培地で培養したところ，
RvNaRLノックアウト株と同様に，野生株に比べて細胞増殖
が停滞した。培養後のノックアウト細胞を顕微鏡観察したと
ころ，細胞質に多糖顆粒の蓄積亢進が示唆され，これは多糖
の定量分析の結果と整合的であった。これは，RvNRTLが硝
酸イオンの細胞内への輸送に必須であり，硝酸同化が阻害さ
れたことで，アミノ酸の供給が絶たれ，余剰の光合成産物が
細胞質に蓄積されたと考えられた。本講演では，硝酸同化経
路の他の主要因子である亜硝酸還元酵素やグルタミンシンテ
ターゼ，グルタミン酸シンターゼなどに関する知見も合わせ
て議論する。
（1福井工大，2大阪公大）

P05–P08（一般）　　♢ 学生発表賞の対象
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P12 ○新山 優子・辻 彰洋：藍藻 Umezakia属について

　Umezakia属は Stigonemataceaeで唯一の真正分枝する浮
遊性の新属として発表された（Wataqnabe 1987）。タイプ種
のU. natansは cylindlospermopsin産生種として注目された。
その後演者らは本種はNostocaceaeであり，真正分枝のない
Anabaena bergiiと Aphanizomenon ovalisporumに近縁である
ことを指摘した（Niiyama et al. 2011）。一方，Zapomerovaら
は Chryososporum bergiiをタイプ種とし C. ovalisporumと C. 
minusを含む新属 Chrysosporumを発表した（Zapomerova et 
al. 2012）。McGregorら（McGregor et al. 2023）はこれらの種
について詳細な研究を行ってU. natansと C. ovalisporumは同
一種であることを明らかにし，優先権の規定によりUmezakia 
ovalisporumとした。この研究により Chrysosporum属（C. 
bergii，C. minus）とUmezakia属（U. ovalisporum）が区別さ
れた。
　U. ovalisporumは世界各地に分布し，cylindlospermopsin
を産生し，ブルームを形成すると報告されている。日本では
本種は福井県三方五湖の三方湖と菅湖および沖縄県波照間島
から見つかっている。このうち三方湖由来の TAC101だけが
cylindlospermopsinを産生する。日本での Chrysosporum属の
報告はない。
（国立科博・植物研究部）

♢P11 〇菅原 一輝・鈴木 秀和・神谷 充伸：海産付着珪藻 Falcula 
rectangularisの種内分化と基質海藻との関係

　海藻付着珪藻群集は基質海藻の種類によって構成種が異な
り，それぞれの種が海藻上に適応し生育していると考えられ
る。しかし，一般的に付着珪藻の多くは複数の海藻上に生育
し，環境要因からも影響を受けるため，両者の生物学的関係
を理解するのは困難である。演者らが新たに発見，記載した
Falcula rectangularisは，紅藻ソゾ類および近縁のヤナギノリ
類上にのみ特異的に生育するという特徴をもつ。そこで，本
珪藻の種内分化が異なる基質間で起こっている可能性を検証
するため，本珪藻の遺伝子型と基質海藻種との関係を調べた。
　東日本沿岸に生育するソゾ・ヤナギノリ類計 9種の藻体上
から F. rectangularisを採集し，rbcLおよび ITS-2の配列を得
た。rbcLは最大 1.17%，ITS-2は 3.00%の遺伝的差異があっ
たが，基質海藻種あるいは遺伝子型間で F. rectangularisの細
胞の外形や微細構造などの形態的な違いは見られなかった。
珪藻では種境界の閾値が rbcLで 1–2%程度と報告されている
ため，本珪藻はいくつかの隠蔽種を含む可能性がある。TCS
ネットワーク解析の結果，rbcL，ITS-2ともに 14の遺伝子型
が得られた。多くの採集地点で複数の遺伝子型が同所的に検
出され，基質海藻種ごとに遺伝子型が異なっていた。特に，
ユナ（ヤナギノリ属）上から得られた本珪藻の遺伝子型は地
点に関わらず同一であり，この遺伝子型がユナ上からしか検
出されなかったことから，種内の遺伝的分化が基質海藻種と
関連している可能性が示唆された。
（海洋大・院・藻類）

P10 ◯須田 彰一郎 1・上原 洋志 2・澄本 慎平 2：琉球大学構内
から確立されたDesmonostoc属株について

　演者らは琉球大学構内から確立された Nostoc様シアノバク
テリア株について，多様な分類群が含まれていることを昨年
の大会で報告した。本発表では，16S rRNA遺伝子部分塩基
配列に基づく系統解析によりDesmonostoc属に含まれること
が明らかになった Ru1-6，Ryu4-6，Ryu4-9，Ryu4-16の 4株
について，より詳細な分類学的検討を行ったので報告する。
　Desmonostoc属は，形態的に Nostoc属とされてきたが，
16S rRNA遺伝子塩基配列に基づく系統解析により，狭義の
Nosotoc属（タイプ種は N. commune）とは異なる系統群であ
ることを主な理由に，D. muscorumをタイプ種に設立された。
現在，分子情報と形態および生態的な形質に基づき，invalid
な 1種を含め 15種が認識されている。
　4株について 16S rRNA遺伝子部分塩基配列に基づく系統
解析と 16S-23S ITS領域の二次構造解析および，形態観察か
ら Ru1-6株は，中国のソテツのサンゴ根から分離培養され記
載された，D. meilinenseと同定された。一方，Ryu4-6, Ryu4-
9, Ryu4-16の 3株は同一種で，Desmonostoc属の既知分類
群とは異なる系統群となり，ITSの二次構造も異なった。ま
た，過去に Nostoc属あるいは近縁な分類群として報告され
た Nostoc様分類群とも形態的な違いが認められたことから，
Desmonostoc属の未記載種であると判断した。
（1琉大・理，2琉大・院・理工学）

♢P09 ○的場 悠希・西井 一郎：トランスポゾンタギング法を
用いた Volvox carteri 形態異常株の単離と Exp変異体の解析

　これまでに Volvox carteriの細胞分化や形態形成に関して，
ゲノムに内在するトランスポゾンを用いて変異体が単離され，
その原因遺伝子が同定・解析されてきた。用いられたトラン
スポゾンは，低温培養で転移が誘導されることが知られてい
る。本研究ではこの手法を用いて，これまでにあまり解析さ
れていない形態異常株を単離し，原因遺伝子を同定・解析
することを目的とした。変異体の作成では，通常の培養温度
32°Cを 24°Cに下げ，12日間培養しトランスポゾンの転移を
誘導した。次に，形態異常株候補として走光性を示さない個
体を集め，実体顕微鏡下で異常な形の個体を単離し，表現型
の安定している株を残した。これまで，インバージョン（ボ
ルボックス胚の表裏が逆転する形態形成運動）ができない表
現型を示す株，親群体が野生型と比較して小さい表現型（Exp）
を示す株，野生型と変形した個体が混在して発生する表現型
を示す株を単離できた。その中から 1つの Exp株に注目し，
経時観察を行ったところ，分裂期からインバージョン終了後
までは野生型と差異は見られないが，その後の娘群体の体積
増大が抑えられており，体細胞間の距離が狭いままであった。
加えて，この群体の表面は野生型と比べ，滑らかでないよう
に見え，体細胞の配置が少し緩んでいるようであった。興味
深いことに，若い Exp群体をピペットに通過させると，剪断
力で容易く崩壊し，体細胞がバラバラになった。以上のこと
から，expはインバージョン後に起こる，細胞外基質の構築に
よる体積増大に強く関与する遺伝子であると考えている。
（奈良女・院・生物科学）

P09–P12（一般）　　♢ 学生発表賞の対象
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P16 ○溝渕 綾 1・半田 信司 1・中原-坪田 美保 2・坪田 博美 3：
日本国内から単離されたOocystaceae（トレボウクシア藻綱）
の複数種の分類・系統学的研究

　Oocystaceaeオオキスチス科はトレボウクシア藻綱に所属
する単細胞または群体性の微細藻類で，世界各地の淡水域や
海水域に生育するプランクトンとして，これまでに 72属 272
種が報告されている。本科の古典的な分類体系は細胞の形態や
群体の構造により行われてきたが，近年，分子系統解析が進み，
一部がChlorophyceaeに移されるなど，分類学的再検討が進ん
でいる。しかし，Oocystaceaeでは，分子系統解析が行われた種
は限られており，科内の系統関係を考察するには十分とは言えな
い。今回，日本国内のダム，ため池や水田などからOocystaceae 
とそれに近縁な Eremosphaeraceaeに属する 16株を単離し，そ
れらの形態観察を行うとともに，核 18S rRNA遺伝子と葉緑体
rbcL遺伝子の塩基配列を用いて分子系統解析を行った。その
結果，国内ですでに報告のある Eremosphaera viridisと E. gigas 
の他，Eremosphaeraceaeでは Neglectella，Oocystaceaeでは 
Franceia，Oocystaenium，Oocystella，Oocystis，Siderocystopsis，
Willeaに属する日本新産種 8種，未同定種 4種の 14種が確認
された。このうちWilleaについては，現在 Oocystaceaeの所
属とされているが，本研究において多系統性が示され，一部
が Scenesmaceaeに含まれることが推察された。このことから，
本属については今後分類学的再検討が必要である。
（1広島県環境保健協会，2千葉中央博・共同研究員，3広島大・
瀬戸内 CNセ・宮島）

♢P15 ○吉永 森羅 1・鈴木 秀和 1・神谷 充伸 1・長田 敬五 2：
日本産ウミクサビケイソウ属 Gomphonemopsisの系統と形態

　ウミクサビケイソウ属 Gomphonemopsis は海産底生珪藻の
一属で，長らくマガリクサビケイソウ科 Rhoicospheniaceae
に帰属されていたが，近年の分子系統解析によりデキソコナ
イケイソウ科 Phaeodactylaceaeと姉妹関係にあることが示唆
された。現在分子情報が存在するのは既存 9種のうち 2種の
みである。今回，Gomphonemopsisの系統分類学的知見の更
なる蓄積を目的とし，本邦各地より採集した本属の分子系統
解析および形態観察を実施した。
　既存種 1種および未記載種 6種を見出したため，各種の単
離培養株を用いて 18S rRNA，rbcLおよび psbCの塩基配列を
解析したところ，系統の異なる 2つのクレードに分かれ，ど
ちらも Rhoicospheniaceaeとは姉妹群を形成しなかった。生
細胞および被殻形態の観察結果をもとにクレード間で比較を
行ったところ，以下の構造に違いがみられた：1）粘液柄の分
枝の有無，2）薄皮の穿孔の配列様式，3）足極側の殻端に並
ぶ胞紋の数，4）外裂溝の極末端の両側における胞紋の有無，5）
足極側の外裂溝曲末端付近における小溝の有無，6）接殻帯片
の開放端の位置，7）第 2帯片の足極側末端における胞紋列の
有無。以上の結果から，Gomphonemopsisは分子と形態によ
り区別可能な 2つの分類群を含むことが示唆された。
（1海洋大・院・藻類，2日歯大・新潟・生物）

P14 ○升本 宙 1・半田 信司 2：担子地衣類の地衣体から分離さ
れた Coccomyxa dispar近縁系統の分類学的研究

　Coccomyxaはトレボウクシア藻綱に所属する微細藻類の一
属で，基準種は C. disparである。近年の分子系統解析の結
果から，本属は 7つの系統に分けられている。すなわち，C. 
polymorpha，C. simplex，C. subellipsoidea，C. viridisを各々の
代表種とする 4つの大きな系統，及び C. dispar，C. galuniae，C. 
vinatzeriを各々含む 3つの小さな系統である。この中で，基
準種である C. disparは報告例が稀で，系統解析に利用可能な
培養株は SAG 49.84の一株のみであり，DNA情報も本株のも
のしか存在していない。したがって，C. disparの系統の多様
性については，まだ十分に理解されていない状況にある。本
研究において演者らは， Coccomyxa以外の藻類（Elliptochloris
等）を共生藻に持つ 3種の担子地衣類（アリノタイマツ，コ
ケノコダマタケ，シラウオタケ）の地衣体から藻類の分離
培養を行なった。分離した株のうち 19株について，核 18S 
rRNA遺伝子の配列が C. dispar SAG 49.84と高い相同性（98–
99%）を持つことが示された。これらの株について，核 18S 
rRNA遺伝子及び葉緑体 rbcL遺伝子の分子系統解析を行なっ
たところ，いずれの系統樹でも C. dispar SAG 49.84とともに
支持の高い単系統を構成し，C. disparの系統に含まれること
が判明した。これらの株の中には細胞が球形から類球形とな
り，Coccomyxaの一般的形態（細胞が楕円形や紡錘形）とは
異なるものも含まれた。C. dispar SAG 49.84自体も担子地衣
類Multiclavula vernalisの地衣体から分離された株であり，共
存的に生育していた可能性が高い。また近年，Coccomyxaを
共生藻としない子嚢地衣類の地衣体からも C. viridisの系統が
繰り返し検出されることが報告されていることから，地衣体
が Coccomyxaの生育場所の一つとなっている可能性がある。
（1信州大・農，2広島県環境保健協会）

♢P13 〇佐藤 雄貴 1・仲田 崇志 2：星型の葉緑体を持つ北海道
産緑藻 Chlamydomonasの一未記載種 

　単細胞性オオヒゲマワリ目に含まれるコナミドリムシ属
（Chlamydomonas）は世界中の様々な環境に生息している微細
藻類で，これまでに約 400–600種が形態的特徴に基づき記載
されてきた。しかし分子系統解析を用いた研究によって多系
統であることが明らかになり，近年では形態観察と分子系統
解析の両方の手法を用いて，未記載種も含めたコナミドリム
シ属の再検討が進められている。
　今回，北海道大学構内の土壌から Chlamydomonasの 1種
を単離し，系統分類学的研究を行ったので報告する。培養株
の形態を観察したところ，葉緑体が星型に裂けておりパピラ
の突起が 2つであった。この種は形態的に C. pseudostellataと
類似していたが，C. pseudostellataの細胞が広円筒形である
のに対して，本培養株の細胞は通常卵形である点で区別され
た。培養株の 18S rDNA の配列を決定し分子系統解析を行っ
た結果，クロロモナス系統群（Chloromonadinia; Nakada et 
al. 2008; Mol. Phylogenet. Evol. 48: 281)の中で CA clade（松
崎 2020; Plant Morphol. 32: 91）に位置することが示され，既
存の配列とは一致しなかった。また既知種の中では C. rotula 
と最も近縁であったが，C. rotulaのパピラの突起は 1つであ
り，本培養株とは形態的に区別された。従って本培養株は CA 
cladeに属する未記載種であると考えられる。
（1北大・理，2北大・院・理）

P13–P16（一般）　　♢ 学生発表賞の対象
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P20 幡野 恭子：構内緑地への水生生物観察池の設置と環境教
育教材の開発

　現代の子ども達は自然の中で生き物と触れ合う機会が減少
し，自然体験が少ない学生が増えている。大学構内に自然を
体験する場所を創ることにより，学生の自然体験を増やし，
生命や自然環境に関心を持つ機会を提供できる。このような
場所を活用した環境教育は SDGsの目標達成と持続可能な社
会の実現のための人材の育成に繋がると考えた。
　学部生向けの環境教育のために，身近に自然観察ができる
場として，かつての鴨川の氾濫原であった構内緑地に水生生
物観察池を設置した。林の中に穴を掘りプラスチック成型池
（1100L）を設置した。定期的に井戸水を加え，ポンプで水を
循環し，底に白川砂を敷いた。微細な緑藻が増えた後，シャ
ジクモ，マツモ，クロメダカを移入した。また近辺の川や池の
水や生物を入れた。その後，クラミドモナス，イカダモ，サヤ
ミドロ，ミカヅキモ等の緑藻や珪藻，ミドリムシ等の植物プ
ランクトンやツリガネムシやツボカムリ等の動物プランクト
ンを顕微鏡で観察できるようになった。池の周りでは昆虫類
や鳥類，小動物などを確認し，トンボ類の産卵，クロメダカ
の繁殖，セトウチサンショウウオの卵嚢などを観察できた。
　学部生向け実習では，生物の観察と水温や水質の測定後，
生物試料を採集し，微細藻類や動物プランクトン等の顕微鏡
観察と同定を行った。1回生向け少人数ゼミでは，定期的に
水質調査と目視やデジタルカメラ，顕微鏡による生物調査を
実施し，環境や生物の変化を解析した。学生に藻類と生物と
の関係や藻類と環境との関係を考察させる教材を開発し，授
業実践を行った結果を報告する。
（京都大・院・人間環境）

♢P19 ○新垣 凜 1・高里 育 1・猪熊 立規 2・桜井 直人 2・一色 
綾子 2・桜井 美弥 2・小西 照子 1：スイゼンジノリ由来硫酸化
多糖サクランの構造解析

　スイゼンジノリ（Aphanothece sacrum）は，九州の一部の
地域でのみ生育が確認されている日本固有の藍藻で，サクラ
ンと呼ばれる寒天状のマトリックス多糖を細胞外へ分泌する。
サクランは複数種の構成糖からなるヘテロ多糖で，2,000万を
超える高い分子量の硫酸化多糖であることが特徴である。サ
クランの構造についての研究例や報告例は限られているため，
本研究では，サクランの詳細な構造を明らかにすることを目
的として実験を行った。
　はじめに，サクランの成分分析を行い，サクランがポリフェ
ノールおよびタンパク質をほとんど含まず，主に糖のみで構
成されていることを確認した。次に，異なる条件下で抽出お
よび精製を行ったサクランの構成糖を分析した。その結果，
どのサクラン試料も，主にグルコース，ガラクトース，マンノー
スで構成され，その他ラムノース，グルクロン酸などを含む
9種類以上の糖から構成されていることが明らかとなった。ま
た，硫酸含量を測定した結果，試料による差は見られたもの
の，10%程度の硫酸が含まれていることがわかった。各試料
の分析結果に大きな差は見られなかったため，一つの試料に
ついて，糖の結合様式を同定するためにメチル化分析を行っ
た。その結果，主要なものとして 1,4結合のグルコースが検
出され，その他 1,4結合のマンノース，1,4結合のキシロース
などいくつか異なる結合様式が確認されたが，サクランが有
する全ての結合様式の同定には至らなかった。
　以上のように，サクランの多糖構造は一部明らかになりつ
つあるが，その構造は複雑であり，全体構造の把握のために
解析を進めている。
（1琉球大，2DIC株式会社）

P18 ◯石井 悠 1・金森 駿介 2・出口 竜作 3・河田 雅圭 2・丸山 
真一朗 4・吉田 天士 1・神川 龍馬 1：褐虫藻の生活様式が進化
する過程で変化した栄養代謝系の多様化メカニズム

　高い共生能力を持つ褐虫藻（Symbiodiniaceae科渦鞭毛
藻）には，共生・非共生という異なる生活様式が混在する系
統群が存在する。褐虫藻は，宿主体内・野外という大きく異
なる環境への適応過程で，様々な選択圧を受けつつ進化し
てきたと予想される。その進化過程でのゲノムレベルの変化
は，褐虫藻の共生能やその進化を理解する上で重要だが明
らかになっていない。我々は，共生・非共生種を含み，既に
全ゲノム配列が解読された Symbiodinium属に着目し，その
多様化過程で変化した遺伝子を検出し，生活様式の進化に
重要な代謝系を明らかにすることを目的とした。はじめに，
Symbiodinium属の共生 4種と，非共生 2種の全 CDS領域か
らシングルおよびマルチコピーオーソログを抽出した。シン
グルコピーオーソログ（ゲノム中に単一コピーとして存在す
る相同遺伝子）では，アミノ酸の非同義置換率に比べて同義
置換率が有意に高い，正の自然選択を受けた遺伝子を検出し
た。その結果，共生能を獲得したと予想される枝で，デンプ
ン合成酵素など 35遺伝子を得た。マルチコピーオーソログ（ゲ
ノム内にパラログを有する相同遺伝子）では，共生種・非共
生種間でコピー数が異なる遺伝子を検出した。その結果，グ
ルタミン合成酵素など 115遺伝子を得た。このことから，褐
虫藻が生活様式を多様化させる上で，炭素や窒素利用に関わ
る代謝系の調整が重要であったことが示唆された。共生状態
では炭素・窒素共に宿主細胞を経由して供給され，海水中と
は組成や濃度が異なることから，これらの代謝変化が共生性
の進化に関与した可能性が考えられる。
（1京大・院・農，2東北大・院・生命，3宮教大・理科，4東大・
院・新領域）

♢P17 ◯山下 早織 1・半田 信司 2・溝渕 綾 2・坪田 博美 3・坂
山 英俊 1：日本における気生藻類スミレモ類の分類と系統に
関する研究：日本新産種 Trentepohlia dialeptaを中心に

　スミレモ類は，陸上に生育する気生藻類や地衣類の共生藻
として知られ，分類学的にはアオサ藻綱，スミレモ科に該当
する。スミレモ類は古くは外部形態に基づく多くの分類学的
研究が実施されてきたが，近年では遺伝子情報を用いた分子
系統学的研究が進みつつある。しかし，17種が報告されてい
る日本産スミレモ類についての研究は，十分に実施されてい
るとは言えない。そこで本研究では，日本各地から採取した
スミレモ類について，野外および培養条件下での形態的特徴
を詳細に観察するとともに，分子系統解析を行うことで，日
本におけるスミレモ類の分類学的検討を行うとともに，系統
学的位置づけを明らかにすることを目的とした。その結果，
日本新産種 1種 ［Trentepohlia dialepta フサスミレモ（仮称）］
を含む 9種のスミレモ類を同定し，それらの系統学的位置づ
けを明らかにした。フサスミレモは，岩上や樹皮上に生育し
ており，東北地方から四国に至る広い範囲で確認された。本
種の藻体は T. arborumミノスミレモに類似しているが，ミノ
スミレモが蓑状の密な藻体となるのに対し，フサスミレモで
は糸状体が緩く集まる傾向にある。今後，より多くのサンプ
ルを採集し，詳細な形態観察と分子系統解析を実施すること
で，日本におけるスミレモ類の多様性を明らかにしていく方
針である。
（1神戸大・院・理，2広島県環境保健協会，3広島大・瀬戸内
CNセ・宮島）

P17–P20（一般）　　♢ 学生発表賞の対象
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P24 ○芹澤 如比古・芹澤（松山）和世：特定外来種オオフサ
モの山梨県内への侵入状況

　南米原産のオオフサモは雌雄異株の多年生の抽水植物であ
り，日本には雌株だけが移入しているが，地下茎からの栄養
繁殖が可能で，ほぼ全国の湖沼やため池，河川や水路，一部
の休耕田などに群生して各地で問題となっており，特定外来
生物や日本の侵略的外来種ワースト 100にも指定されている。
本種の山梨県内での分布状況については，古くは「山梨の植
物誌」（植松 1981）に河口湖と山中湖等と記載されているが，
その後の富士五湖の調査では確認されておらず，標本も確認
できていない。演者らの山梨県内 1000地点以上での調査で
はオオフサモは 2016年 9月 6日に坪川（南アルプス市荊沢），
2020年 5月 2日に渋川（笛吹市石和町東油川），2021年 9月
6日に笛吹川桃林橋付近（中央市大田和）で確認され，計 3
水域での確認となった。また，渋川については山梨県植物研
究会と山梨県からの要請を受け，2023年 3月 23日に現地調
査を行い，繁茂している水草の輪生葉が 5～ 6枚であること
からオオフサモであることを再度確認した。渋川は笛吹川に
注ぐ一級河川であり，長さは 5.6 km，最大川幅は 12 mである。
2023年 3月の調査ではオオフサモは渋川の笛吹川への水門付
近から 2.1 km上流部（笛吹市石和町砂原）までの範囲にパッ
チ状に分布し，一部で川幅の 1/2を超えるほど一面に群生し
ていた。2024年 1月 28日に堤防や橋上から 3水域の目視を
行ったところ，坪川と笛吹川桃林橋付近ではオオフサモの生
育は確認されなかったが，渋川では群生しているパッチが多
数確認され，定着して繁茂していることがわかり，対策が必
要であると考えられた。
（山梨大・教育）

♢P23 ○関 荘一郎 1・小林 康一 2・藤井 律子 1,2,3：緑藻チョウ
チンミドロ（Dichotomosiphon tuberosus）の光合成活性と
特徴的な色素組成

　シフォナス緑藻はそのほとんどが海洋に生育する緑藻であ
り，その多くは，光捕集カロテノイドとして，シフォナキサン
チン（Sx）とその脂肪酸エステル体であるシフォネイン（Sn）
を持つ。一方で，緑藻チョウチンミドロ（Dichotomosiphon 
tuberosus）は，同じシフォナス緑藻に分類される一方で，淡水
に生息する。加えて，チョウチンミドロは，光捕集カロテノイ
ドとしてシフォネインしか持たないことが報告されている。シ
フォナス緑藻として非常に興味深い点が多いにも拘わらず，そ
の光合成活性や色素組成について調べた報告はほとんどない。
　そこで本研究では，沖縄にてチョウチンミドロを採集し，ク
ロロフィル蛍光（PAM）により光合成活性を，またHPLCに
より色素組成を詳細に調べた。チョウチンミドロは，日中日陰
になる場所に集積して自生していた。採集時は曇りであったが，
光照度は 300～ 500 PPFDであった。一方で，PAMにより，
様々な光照度で光化学系 II量子収率（YII）を測定したところ，
200 PPFDで曲線が飽和した。加えて，電子伝達速度（ETR）
も同様に 200 PPFDでカーブが飽和したことから，チョウチン
ミドロにとっての最適な光照度は 200 PPFDと同定した。ま
た藻体の色素組成分析の結果では， シフォネインのみならずシ
フォナキサンチンを微量に蓄積していた。ショ糖密度勾配遠心
分離法で，光合成タンパク質を分け取り，それぞれのフラクショ
ンの色素組成分析をした結果，光化学系 II（PSII）のフラク
ションでのみシフォナキサンチンの蓄積が確認された。これら
の PAM及び色素分析の結果を元にチョウチンミドロの生態に
ついて議論する。
（1阪市大・院・理，2阪公大・院・理，3阪公大・人工光合成研究セ）

P22 ○若山 正隆 1, 2・大沼 広宜 2・小倉 立己 2・芦野 祐尋 2・門
脇 里恵 2・佐藤 美夢 2・尾崎 裕介 2：山形県庄内におけるアカ
モクの収穫期による水溶性物質の特徴

　褐藻綱ホンダワラ科アカモクは地域，生育環境に応じて形
態が多様化することが知られている。山形県庄内地方の日本
海では 2月～ 3月に生殖時期を迎えるタイプと 4月下旬以
降 5月頃に生殖器床を発達させるアカモクが存在する。生殖
時期のアカモクは広く食用海藻として食されるが，時期を通
じでどのように物質濃度が変化するかは明らかでない。本研
究では山形県庄内浜及び付近の離島・飛島において採取時期
の異なるアカモクを材料に水溶性物質の特徴を明らかにする
ことを目的とした。シュート全体及び生殖器床のみ，軸のみ
の部位を区別して採取，一度凍結保管ののち，凍結乾燥後，
CE-MS, LC-MSによるアミノ酸，有機酸，糖類の水溶性物質
の分析を実施，収穫期ごと物質の特徴を解析した。2月～ 6
月にかけてのアカモクの水溶性物質の乾物濃度について階層
的クラスタリングを行ったところアミノ酸類が全般的に高濃
度の群と，低濃度の群に大別された。前者は収穫適期に該当
し，後者は収穫適期を超え，藻体の褐変が進んだものだった。
シュート全体と生殖器床のみの違い，および収穫日そのもの
の違い，収穫地による違いはこれよりも小さかった。以上の
ことからアカモクの水溶性物質は個々の生育ステージに依存
性が高く，生殖器床の状態がシュート全体の物質濃度に影響
を与えていることが示唆された。
（1愛媛大・医農，2慶應大・先端生命研）

♢P21 ○大井 裕介 1・川添 嘉徳 1・出村 幹英 1・犬塚 俊康 2：
微細藻類の培養条件の違いによる機能性物質生産の多様性向上

　これまでの研究で，多種多様な微細藻類の培養方法が研究され
てきており，バイオマス生産性の向上や脂質含有量が増加する培
養方法の研究例がある。しかし，培養条件の違いにより生成され
る物質を変化させる培養方法についての研究例は，ほとんどない。
本研究では，微細藻類をより効率的に利用する方法として培養条
件を変化させることで，意図的に生成する物質を変化させる培養
方法を試みた。
　また，現代の日本では高齢化が大きな問題となっている。高齢
化に伴う問題に癌患者数の増加と高血圧を抱える人の増加が挙げ
られる。これらの疾患は重篤な結果をもたらすことが多い。今回
は上記の試みと合わせてこの問題に着目し，微細藻類から癌細胞
の増殖を抑制する物質と高血圧のリスクを避けるために有効な物
質を精製することを試みた。より具体的には，癌細胞にはHeLa
細胞を用いた増殖抑制活性と昇圧作用を示すホルモンであるアン
ジオテンシンの合成に重要な働きをするアンジオテンシン変換酵
素（ACE）の阻害活性を指標に，精製を進めた。
　培養する微細藻類に佐賀市で単離・株化された種々の微細藻類
株を評価したところ，微細藻類 T4株の抽出物に強い活性を認め
た。そこで微細藻類 T4株を基本培養条件（D1），培地の濃度が
濃い条件（D2），強光度の条件（D3）の 3種の培養条件で大量
培養を実施し，培養中の状態やD1～D3-21～ 25，D1～D3-31
～ 35の評価試験の結果から，生成される物質に変化がある可能
性を得た。またそれらの抽出物の精製を進め活性本体の同定を行
い 15個の物質の精製に成功した。
　今回，私たちは，微細藻類 T4株について培養条件の違いによる，
生成物質の変化についての傍証を得た。また 15個の物質の精製
に成功し，微細藻類 T4株は有用である可能性が示唆された。
（1佐賀大・農，2岐阜大・高等研究院）

P21–P24（一般）　　♢ 学生発表賞の対象
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P28 ◯倉島 彰 1・岡 謙佑 2・田中 翔稀 2・阿部 文彦 2・竹内 泰
介 3・永田 健 4・秋田 祐介 1・瀬戸 さくら 1・玉山（加藤） 葉 1・
駒田 真希 1・吉原 大智 5・田渕 光倭 5・松田 浩一 1：三重県沿
岸における近年のサガラメ・カジメ藻場の衰退

　三重県志摩半島にはサガラメ・カジメ藻場が広がっていた
が，2018年以降急激に衰退した。そこで三重県沿岸の藻場の
現状を調査した。調査は 2021–2023年に，三重県の志摩半島
（鳥羽市，志摩市）と南伊勢 –東紀州地域（南伊勢町，紀北町，
尾鷲市）の 21地点，さらに愛知県の知多半島（南知多町）の
1地点で，SCUBAまたは素潜りにより実施した。このうち 20
地点では 1 × 1 m枠を設置してサガラメ・カジメの被度を測
定し，2地点ではサガラメ・カジメ藻場の有無を目視で確認
した。これらの結果を 2020年以前の調査記録がある 13ヶ所
と比較した。また，尾鷲市尾鷲湾の水深 3 mの水温と，志摩
市浜島の水深 2 mの水温の年変化を比較した。
　2018年以前の調査では，サガラメ藻場は調査した全 13地
点，カジメ藻場も 11地点で確認されたが，志摩半島以外では
藻場が衰退し磯焼けとなっている海域があった。2018–2020
年には志摩市の一部で藻場の衰退が確認された。2021年以降
は志摩市大王町以南のサガラメ藻場がほぼ消失，カジメ藻場
も衰退し，大規模な藻場が確認されたのは鳥羽市沿岸のみと
なった。2014–2018年と 2019年以降の冬季の水温を比較す
ると，尾鷲湾では 1.7–1.9°C，浜島は 2.5–2.4°C高くなってい
た。
（1三重大・院・生資，2三重県水産研究所，3桑名保健所，4三
重県農林水産部，5三重大・生資）

♢P27 ○田口 史紘・新垣 龍成・遠藤 光：褐藻ヒジキとアミジ
グサの光合成光曲線に対する光順化と栄養添加の影響

　陸上植物では，強光で順化すると光合成光曲線の初期勾配
αが低下し，最大光合成速度と光飽和点 Ikが上昇すること，
この強光順化の影響は遷移初期・中間種よりも後期種で小さ
いことが知られている。また，植物プランクトンでは，栄養
を添加しても αは変わらないが最大光合成速度と Ikは上昇す
ることが報告されている。一方，海藻の光合成光曲線に対す
る光順化や栄養添加の影響を評価し，種間で比較した例は少
ない。
　そこで本研究では，ヒジキとアミジグサを対象として，光
量 30，130 µmol photons/m2/sの 2段階と，栄養添加（溶存
無機態窒素DIN 200 µM）と無添加（DIN 0 µM）の 2段階
で 2週間培養し，パルス変調クロロフィル蛍光測定器 PAMを
用いて培養前後の α，最大電子伝達速度 ETRmax，Ikを測定・
比較した。また，アミジグサでは光量 30，300 µmol photons/
m2/sの 2段階，栄養添加（DIN 100 µM）と無添加（DIN 0 
µM）の 2段階でも同様の培養と測定を行った。
　培養前のアミジグサは強光適応種ヒジキよりも αが高く，
ETRmaxと Ikが低い，弱光適応型の光合成光曲線を示した。
また，強光順化は，アミジグサの αを低下させ，ETRmaxと
Ikを上昇させたのに対して，ヒジキの光合成光曲線には影響
を与えなかったため，光順化の影響はアミジグサよりもヒジ
キで小さいと考えられた。加えて，アミジグサの αはDIN 
200 µMの栄養添加によって著しく低下したのに対して，DIN 
100 µMの栄養添加では低下せず，ヒジキではDIN 200 µM
の栄養添加でも低下しなかったため，DIN 200 µMの栄養添
加はアミジグサにとって過剰である可能性，αは栄養過剰だ
と低下する可能性が示唆された。
（鹿大・水）

P26 ◯秋田 晋吾 1・地崎 賢汰 1・古里 匡志朗 1・南口 蒼太 1・
如澤 侑汰 2・細山 裕生 2・日吉 海斗 2：函館港内第三防砂堤防
における海藻相と過去の調査との比較

　北海道函館市における海藻植生は，津軽暖流の左旋回流の
影響を受ける。既往研究では暖海性海藻の生育が報告されて
いる。本研究では，1955年，1975年および 1981年に北大
水産学部の卒業論文で海藻相が調査されている函館港内第三
防砂堤防において，2022年 2月から毎月 1回無節サンゴモ以
外の海藻類を採集し，過去の植生と比較することで最近の植
生変化を明らかにすることを目的とした。海藻類の種同定は，
新日本海藻誌に従ったほか，形態で同定が困難な場合はDNA
バーコーディングを実施した。2024年 1月までの調査で，ア
オサ藻綱 11種，褐藻 19種，紅藻 41種の計 71種類が採集さ
れた。このうち，アオサ藻綱 4種，褐藻 5種，紅藻 16種の計
25種が過去の 3回の調査で採集され，アオサ藻綱 7種，褐藻
7種，紅藻 16種の計 30種が初報告であった。本調査では，
アナアオサ，マコンブ，タマハハキモク，イソムラサキ，ユナ，
ミヤヒバ，ツルシラモ，アカバ，オキツノリ，フダラク，イ
ボノリ，オオバツノマタ，クロハギンナンソウ，フシツナギ
が 1年のほとんどを通じて生育していた。このうち初報告は，
ツルシラモ，フダラク，オオバツノマタであった。海藻植生
と水温の関係性を表す指標のうち，LFD値のみが過去 3回の
調査と比較可能で，それらは 1951年が 0.33，1975年が 0.75，
1981年が 0.80，本調査で 0.77と，1975年から現在までの値
は同等であった。以上から，顕著な温暖化は認められないも
のの，今後の変化に注視してモニタリングを実施していく必
要性が考えられた。
（1北大・院・水産，2北大・水産）

♢P25 〇新井 嵩博・鈴木 秀和・神谷 充伸：褐藻アミジグサに
おける繁殖様式の検証と生理特性の世代間比較

　これまでの分子マーカーを用いたアミジグサの世代比調査
により，生育環境や季節によらず，常に胞子体が優占してい
ることが明らかになったが，配偶体が少ない理由は分かって
いない。そこで本研究では，野外における繁殖様式・世代の
調査と，培養による生理特性の世代間比較により，世代比が
偏る要因の特定を試みた。2023年 2～ 10月の千葉県館山市
坂田において，2ヶ月おきに人工基質（20 × 20 cm：レンガ製）
の設置・回収を繰り返し，基質に加入したアミジグサ全個体
の世代を分子マーカーによって判別したところ，加入個体は
すべて胞子体だった。いずれの個体も基質の周囲から基質側
面へ藻体を伸長させていたため，藻体の栄養生殖によって胞
子体の優占が持続していることが示唆された。過去の報告や
演者らによる培養株の観察では，四分胞子が胞子体へ直接生
長する生活環はみられないため，放出された四分胞子はすべ
て配偶体へ生長するはずである。春季には胞子体の多くが成
熟しているが，観察される配偶体が少ないことを考えると，
放出された四分胞子の大部分は，何らかの理由で淘汰されて
個体群の維持にほとんど貢献していない可能性がある。次に，
温度ストレスに対する耐性が世代間で異なる可能性を各世代
の栄養藻体と発芽体（放出 2日目の四分胞子・受精卵）を用
いて検証したところ，28°Cの条件では配偶体の栄養藻体が胞
子体よりも有意に相対生長率が高かった（P = 0.03）。配偶体
は胞子体より高温で生長しやすい可能性があるが，夏季に配
偶体がほとんど観察されていないことから，他の環境ストレ
スによって配偶体が淘汰されている可能性を検証する必要が
ある。
（海洋大・院・藻類）

P25–P28（一般）　　♢ 学生発表賞の対象
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P32 ○渡邉 裕基・磯野 良介：千葉県小湊における海藻群落の
現況

　千葉県南部では主に，アラメ，カジメ，ホンダワラ類が主
体となる藻場が形成されてきたが，近年内房海域では藻場の
消失や衰退が顕著に見られている。一方，外房海域ではこれ
まで藻場の広範囲，長期的な消失は認められていなかったも
のの，一部地域では漁業関係者等からカジメ場衰退の報告も
あり，藻場の減少が懸念される。そのため，藻場衰退の兆候
を早期に捉えることを目的とし，外房海域において継続的な
モニタリング調査を実施した。
　調査は千葉県鴨川市小湊地先において 2020年 3月から年
に複数回実施し，植生の観察と海藻類の採集を実施した。ま
た，2022年 12月から 2023年 12月にかけて計 8回の測線調
査を実施した。測線調査では 100 mの調査測線を設定し，10 
m毎に方形枠（50 × 50 cm）を設置し被度を記録した。
　調査の結果，主にオオバモクとノコギリモクを主体とする
海藻群落の形成を確認した。オオバモクは周年観察され，最
も多く見られたのは 7月で，調査測線全体の平均被度は 60%
を超えていた。ノコギリモクの被度は 4月で最大となった。
カジメは主に沖側の地点で確認されたものの，生長点周辺を
除き葉状部を欠損した個体が多く見られた。2022年 12月と
2023年 12月を比較すると，オオバモクの平均被度は 32%か
ら 14%へ低下し，測線上にカジメも確認されなかった。今後
も引き続き，継続的なモニタリング調査を実施し，群落の変
動を注視していきたいと考えている。
（海生研）

♢P31 ○新山 美侑 1・Gregory N. Nishihara2・寺田 竜太 3：褐
藻アントクメの光合成に対する環境ストレスの影響

　アントクメの生理生態を把握することを目的とし，実効量
子収率（ΔF/Fm’）に対する光と温度，塩分の影響を調べた。材
料は鹿児島県長島で採集し，測定にはパルス変調クロロフィ
ル蛍光測定器を用いた。水温耐性実験では生育水温の異な
る 2023年 4月，5月，7月に採集した材料を用い，光量 50 
μmol photons m−2s−1（以下 µmol），明暗周期 12L:12D，水温
4～ 36°C間の 9条件で 3日間培養して ΔF/Fm’を測定した。
塩分耐性実験では，塩分 0～ 70 psu間の 8条件において，光
量 20 μmol，12L:12Dで 5日間培養して測定を行った。また，
温度と光量の複合ストレスの影響を調べる実験では光量 200，
500，1000 μmolの 3条件，水温 8，16，20，28°Cの 4条件
の組み合わせの計 12条件で行った。測定では，光・温度暴露
を 6時間行って 2時間ごとに ΔF/Fm’を測定し，その後，光量
20 μmolで 12時間馴致を行って回復の有無を確認した。
　ΔF/Fm’の温度曲線は，24°Cでピークになる曲線となったが，
4月と 5月の材料では 28°Cで ΔF/Fm’が顕著に低下したのに
対し，7月の材料では高止まりしたことから，生育水温の上昇
に伴う高温馴化の可能性が示唆された。塩分の影響では，20
～ 40 psuの範囲で ΔF/Fm’が高く維持されたが，それ以外の範
囲では顕著に低下し，狭塩性であることが示された。温度と
光量の複合ストレス実験では，同じ温度では強光ほど ΔF/Fm’
が低下し，同じ光量では低温ほど ΔF/Fm’が低下した。また，
光量 1000 µmolでは，いずれの温度でも馴致後の回復が見ら
れなかった。さらに，光量 500 µmolの 8°Cでも馴致後の回
復が見られなかったことから，低温光阻害の可能性が示唆さ
れた。
（1鹿大・院・農水，2長大・環シナ海セ，3鹿大・院・連農）

P30 ○寺田 竜太 1・阿部 拓三 2・神谷 充伸 3・川井 浩史 4・倉
島 彰 5・長里 千香子 6・坂西 芳彦 7・島袋 寛盛 8・田中 次郎 3・
上井 進也 4・青木 美鈴 9：環境省モニタリングサイト 1000沿
岸域調査における藻場のモニタリング　2023年の成果

　環境省モニタリングサイト 1000の藻場モニタリングは
2008年に開始し，北海道室蘭，宮城県志津川，静岡県下田，
兵庫県竹野，淡路島由良，鹿児島県薩摩長島の 6サイトで実
施している。調査は垂直分布を把握した上で，優占種の生育
帯に設置した永久枠内の主な種と被度を記録している。室蘭
ではマコンブ，志津川ではアラメとエゾノネジモク，下田で
はカジメとアラメ，竹野ではホンダワラ類とクロメ，由良で
はホンダワラ類とカジメ，長島ではアントクメなどが見られ
るが，2023年の結果は以下のとおりだった。
　1）室蘭では，マコンブが岸側の永久枠周辺で繁茂し，被度
は例年以上に高かったが，沖側では岩塊上だけに残存してい
た。2）志津川ではアラメとエゾノネジモクが繁茂していたが，
2014年に消失したアラメの分布下限付近の永久枠では確認で
きなかった。3）下田ではカジメやアラメだけでなく，ホンダ
ワラ類も永久枠内から消失し，浅所で幼体が見られるのみと
なった。4）竹野では，クロメの被度が高く維持されている永
久枠のほか，ホンダワラ類が回復傾向にある永久枠が見られ，
ワカメも繁茂していた。5）由良では，ほぼ全ての永久枠でヨ
レモクモドキが繁茂していた。カジメの被度はやや減少した
が，下草とともに顕著な変化は見られなかった。6）長島のア
ントクメは，東シナ海側の堂崎 Aで消失したままだが，八代
海の諸浦島 Bでは繁茂していた。
（1鹿大，2南三陸町 NC，3海洋大，4神戸大，5三重大，6北大，

7日野市，8水研機構・水技研，9日本国際湿地保全連合）

♢P29 〇小林 大瞬 1・松室 重孝 1・Alifro Maldini1・佐藤 陽一 2・
斎藤 大輔 2・佐藤 寛志 3・細谷 尚子 3・G. N. Nishihara4：宮城
県松島湾ワカメ養殖場は炭素貯留能力を有するのか？

　近年，海藻養殖場が炭素貯留に寄与すると期待され注目さ
れている。海藻養殖場の炭素貯留機能を評価するには，海底
の堆積物に養殖された海藻由来の有機物が貯留されているか
明らかにする必要がある。そこで本研究では，ワカメ Undaria 
pinnatifida養殖場の堆積物に着目し，堆積物に含まれる有機
物を評価した。
　本研究は，宮城県松島湾のワカメ養殖場付近において，直
径 30 mm，長さ 1 m のアクリルパイプを使用し堆積物の採取
を行った。採取したサンプルは底から 10 cmずつ切り分け，
凍結保存した。サンプル中の有機物量を評価するために強熱
減量（LOI）を算出した。強熱減量は電気マッフル炉を使用
して 550°Cで 4 時間加熱し求めた。また , デジタル PCRによ
る種特異的解析を行い堆積物に含まれるワカメ遺伝子量を解
析した。
　ワカメ養殖場近辺の堆積物からは，上から 28 cmまでワカ
メ遺伝子が検出された。一方，ワカメ養殖場から離れた地点
の堆積物からは，上から 8 cmまでしかワカメの遺伝子が検出
されなかった。また，ワカメ養殖場近辺の LOIは平均 11.0%，
ワカメ養殖場から離れた地点の LOIは平均 3.61%であった。
　これらのことから，ワカメ海藻養殖場が炭素貯留能力を有
する可能性がある。
（1長崎大・院・水環，2理研食品，3みちのくダイビング RIAS，

4長崎大・海洋機構）

P29–P32（一般）　　♢ 学生発表賞の対象
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P36 〇神吉 隆行 1・佐野 亘 2・三納 正美 3・菅 浩伸 3：フォト
グラメトリによる海藻植生分布の可視化

　海藻藻場を再生するため，切石などを用いて人為的な藻場
造成がなされる場合がある。このような藻場の造成に適した
立地条件を検討した研究例は少ない。近年，フォトグラメト
リによって海底状況を 3Dモデルとして詳細に再現すること
が可能な技術が発達している。本研究では，福岡県糸島市姫
島沿岸の 80 m × 20 mの範囲に設置された人工投石礁を対象
に，フォトグラメトリを用いて海底植生地図を作成し，大型
海藻群落の成立に適した条件，不適な条件を分析した。
　2023年 3月，GoPro Hero8を 3台使用し，1秒間隔で 57
分間，投石礁を走査的に撮影して 9,751枚の写真を得た。得
られた写真を Agisoft Metashapeに適用し，0.07 m解像度の
3次元モデルを構築した。3次元モデルから 1,111個の投石を
識別し，投石の置かれた場所の底質と投石上の植生を 3次元
モデル上に可視化した。
　砂地から離れた転石帯上の投石においては，無植生（大型
海藻類がみられない）あるいは繁茂時期がごく短いフクロノ
リ群落が多く見られた。一方，砂地上の投石においては多年
生ホンダワラ類やワカメなどが混生する豊かな海藻群落が多
く成立していた。しかし，砂地上であっても転石帯に囲まれ
た谷となった立地では，無植生やフクロノリ群落となる場所
がみられた。海底植生地図を用いた分析により，各種海藻群
落の成立条件や分布量の解明，およびそれらの知見によって
効率的な海藻藻場の創出に貢献することが期待される。
（1九大・学振 PD， 2岡山大・教育，3九大・比文）

♢P35 〇大草 晴人・久保田 昂樹・遠藤 光：鹿児島県沿岸の藻
場消失地点に出現した植食性魚類の種類と摂食圧の季節性

　南日本沿岸では，海洋温暖化とそれに伴って活発化した植
食性魚類の摂食活動によってコンブ目褐藻の藻場が著しく縮
小したが，ヒバマタ目ホンダワラ科褐藻の藻場が残存してい
る海域は多い。そのような海域では，ホンダワラ科は植食性
魚類の摂食圧が低下する冬～春に成長することが知られてい
る。一方，種子島北部と鹿児島県西岸では，ホンダワラ科の
藻場も著しく縮小したが，それらの海域に出現する植食性魚
類の種類や摂食圧の季節性に関する知見はほとんどないため，
本研究で検討した。
　種子島北部の西之表市では 2月に，鹿児島県西岸の阿久根
市では 3，4，6，10月に，藻場消失地点の海底に海藻や植物
を移植し，その前にカメラを設置して 1～ 2日間 2秒に 1回
インターバル撮影を行った。その写真を精査して，植食性魚
類が出現した時間と海藻や植物を摂食した時間を種類ごとに
記録した。
　2月の西之表市，3月の阿久根市では，ミナミイスズミが 9
～ 12時台に出現し，移植した海藻を全て摂食したが，4，6，
10月には出現しなかった。このように，ミナミイスズミが
海藻を貪欲に摂食することは本研究によって初めて明らかに
なった。一方，3，4，6，10月の阿久根市ではアイゴが朝あ
るいは夕方を中心に出現したが，移植した海藻や植物を摂食
しなかった。結果として，阿久根市における植食性魚類の摂
食圧は，既往の知見とは大きく異なり，冬に高く，春～秋に
は低くなった。このように，冬に植食性魚類の摂食圧が高い
ことは，ホンダワラ科の成長を阻害し，藻場の形成を抑制し
ている可能性がある。
（鹿大・水）

P34 ○遠藤 光・河島 諒弥・松岡 翠・小玉 将史：種子島の残
存藻場の栄養塩環境と構成種の成長至適栄養塩濃度

　熱帯化しつつある温帯の沿岸岩礁域では藻場が縮小してお
り，その主要因は海洋温暖化とそれによって活発化した植食
性魚類の摂食活動と考えられている。一方，河川からの栄養
塩供給量が多い熱帯の沿岸域では，植食性魚類が多数生息し
ていてもホンダワラ類が繁茂することが知られているため，
温帯で藻場が残存するか消失するかにも栄養塩環境が関連し
ている可能性がある。
　そこで本研究では，種子島北部で唯一藻場が残存している
地点と藻場が消失した地点において，岩礁域と最寄りの河口
の溶存無機態窒素・リン（DIN・DIP）を定期的に測定する
とともに，河口の流量も概算して，河川から海への窒素供給
量を求めた。また，DINが 0，40，80，160 µMで，DIPが
DINの 1/10濃度である 4種類の培地を 1週間に 2回交換し
ながら残存藻場の構成種タマナシモクの主枝を培養し，1・2週
間後の相対成長率を測定して成長至適DIN濃度を予測した。
　藻場残存地点と消失地点のDINは，いずれも岩礁域では約
3～ 7 µM，河口では約 30～ 120 µMの範囲で推移し，地点
間の相違は明瞭でなかったが，流量を考慮した河川から海へ
の窒素供給量は藻場消失地点よりも残存地点で約 20～ 1000
倍多かった。この地点では，河川からの窒素供給量が多いこ
とが藻場の残存に寄与している可能性がある。また，タマナ
シモクの主枝の成長至適 DIN濃は 59～ 75 µMと予測され
た。この結果は，タマナシモクが繁茂するためには海水から
の窒素供給のみでは足りず，河川等からの多量の窒素供給が
必要であることを示唆している。
（鹿大・水）

♢P33 ○膳場 智幸 1・戸崎 幹大 2・谷前 進一郎 3・Gregory N. 
Nishihara4・宮本 奈保 5・田中 厚子 1, 2：亜熱帯沿岸域の隣接
するガラモ場・アマモ場間のNEPと現存量の比較

　沿岸生態系の基盤を担う藻場は明確な季節消長を示すとさ
れ，特にガラモ場は 1年のうちに繫茂期と衰退期があること
が知られている。一方で，アマモ場は現存量が年間を通し比
較的安定しているとされる。藻場の主要構成種の現存量が生
態系生産に影響を与えることは個々の調査で報告されている
が，主要構成種の違いによる影響を同時的・同所的に調査し
た例はほとんどない。そこで本研究では，亜熱帯沿岸域の隣
接するガラモ場・アマモ場において，出現種の季節消長を把
握するとともに，2つの藻場を比較し，主要構成種の現存量
の季節変動が各々の純生態系生産（NEP）に与える影響を明
らかにすることを目的とした。
　調査は，沖縄県名護市嘉陽の礁池内で 2021年 9月から
27ヶ月間行った。各藻場ではコドラート法による定点観察を
実施し，同日に採集した主要構成種の乾燥重量を基に現存量
を推定した。また溶存酸素計を含む環境観測用ロガーを各藻
場に設置し，開放系溶存酸素法を用いて 1日当たりのNEPを
経時的に算出した。その結果，ガラモ場の主要構成種（ホン
ダワラ類）の被度は 9～ 10月に高く 2～ 3月に低くなり，現
存量も同様の傾向を示した。また，カギケノリ等の紅藻類の
被度が 2～ 4月に高まることも判明した。一方，アマモ場の
主要構成種（海草類）においては，台風の影響を除き被度は
安定したものの，現存量は 5月に増加し，その他の月は低い
値を維持した。NEPはいずれの藻場でも 11～ 2月に高く，
その他の時期は 2つの藻場で異なる傾向を示した。
（1琉球大・理，2琉球大・院・理工，3長崎大・院・水環境，

4 長崎大・海洋機構，5Momo & Co.）

P33–P36（一般）　　♢ 学生発表賞の対象
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P40 ○平岡 雅規 1・辻 祐人 2・鎌倉 秀成 3・野村 洋平 4・藤原 拓 4：
高知県産アオノリの天然収穫量ゼロを代替する陸上生産技術

　近年の気候変動の影響で四国太平洋沿岸の海藻の分布が大
きく変動し，この地域の海藻の生産量が激減している。高知
県では四万十川河口汽水域で 1990年代から 2000年代半ばま
では毎冬 10–20 t-dryの高級青海苔（スジアオノリ）が天然採
取されていたが，沿岸海水温の上昇に伴い減少し，2020年度
から 3年連続して収穫量ゼロになった。2010年から現地のス
ジアオノリの生育状況を毎月調査した結果，秋から冬の水温
が低下して藻体が伸び始める時期に高水温であると藻体に胞
子形成が起こり，その後の成長が滞ることが分かった。実験
室の培養試験では 20°C以上で胞子形成が促進され，藻体に
胞子形成が起こるとその後は 10 cm以上に成長しないことが
確認されている。このまま海洋温暖化が継続すれば天然採取
量はゼロが継続すると予想されるが，2004年までに開発され
た「高知方式」の陸上生産技術に改良が重ねられ，県内では
民間企業 3社が 2024年現在で合わせて年間 15 t-dry以上生
産するようになった。本発表では最新の陸上生産の取り組み
として，高知大学発ベンチャーが開発した FRP製の半透明大
型タンクの生産性と，農業液肥排水を肥料として利用する資
源循環型のスジアオノリ陸上生産技術を紹介する。
（1高知大・総研セ，2四万十市，3海の研究舎，4京大・院・
地球環境）

♢P39 〇安永 美沙希 1・Gregory N. Nishihara 2・寺田 竜太 3：
褐藻マメタワラの光合成に対する環境応答

　漸深帯に生育するマメタワラの生理生態を把握することを
目的とし，本種の光合成における温度，光，塩分，乾燥の影
響を調べた。
　材料は鹿児島市与次郎で採取し，パルス変調クロロフィル
蛍光測定器（PAM）を用いた。温度実験は，水温 4～ 36°C
の 10条件で ΔF/Fm’を測定した。また，水温 4～ 36°Cの 6条
件で光量 0～ 800 µmol photons m−² s−¹（以下 µmol）の電子
伝達速度（ETR）を測定した。温度と光の複合ストレス実験は，
水温 8，20，28°C，光量 200と 1000 µmolの 6条件で 6時
間照射後，12時間馴致し，ΔF/Fm’を測定し回復の有無を確認
した。光波長実験は，各波長（白，赤，青，緑）の光量 1000 
µmolで 2時間光暴露し，ΔF/Fm’を測定した。熱放散の実験は，
水温 20°C，光量 20～ 1000 µmolの 6条件で 15分間照射後，
15分間暗処理し，非光化学的消光（NPQ）を測定した。塩分
実験は，塩分 0～ 70 psuの 10条件で ΔF/Fm’を測定した。乾
燥実験は，湿度 50%で 0～ 70分間乾燥させ，ΔF/Fm’を測定
した。
　ΔF/Fm’の温度曲線は，16～ 32°Cで高い値を示し，ETRの
光曲線も同様の傾向を示した。温度と光の複合ストレスは，
8°Cの 1000 µmolで低温光阻害が見られ，馴致後も回復しな
かった。さらに，ΔF/Fm’は赤と青色光で顕著に低下し，クロ
ロフィル aや c，フコキサンチンが利用する波長で光阻害が起
こると示唆された。NPQは，光量増加と共に高くなり，顕著
な熱放散が見られた。塩分実験は ΔF/Fm’が 10～ 60 psuで高
く維持され，広塩性であると示唆された。乾燥実験は，ΔF/Fm’
が含水率 40%未満で急速に低下し，ΔF/Fm’が乾燥 1時間でほ
ぼゼロになった。
（1鹿大・水，2長大・環シナ海セ，3鹿大・院・連農）

P38 立石 裕人 1・谷前 進一郎 1・Dominic F. C. Belleza1・〇Gregory  
N. Nishihara2：長崎県有川湾の海藻種組成に与える生物的・
非生物的要因の影響評価

　海藻藻場は近年の気候変動により世界的に衰退・遷移しつ
つある。これに伴い，日本では藻場造成事業が実施されており，
中長期的な藻場の維持に向けた藻場生態系内の生物と環境の
関わりへのさらなる理解が必要とされる。そこで本研究では，
長崎県中通島有川湾の異なる 2 地点間の藻場調査を実施し，
海藻種組成に違いを生じさせる生物的・非生物的要因の影響
を評価する。
　本研究では，有川湾の横浦及び七目周辺の沿岸域において，
海藻種組成・被度，生物的要因（植食性動物の被度，固着性
動物の被度），非生物的要因（水温，水深，波当たり，漂砂量，
栄養塩濃度）の調査を実施した。調査期間は，2021年 11月
から 2023年 11月とした。解析には，冗長性分析（RDA）を
使用した。モデルの応答変数は種の在・不在データとし，生物・
非生物的要因を説明変数として組み込んだ。
　解析の有力な説明変数は，水温偏差，水温変動幅，漂砂の
堆積速度，固着性動物の被度，ガンガゼ類の被度，ムラサキ
ウニの被度であった。その中でも，地点間の平均水温に対す
る水温偏差が種組成を最も制御する変数であった。横浦にお
ける種組成は水温偏差とは正の相関関係であったが，七目に
おける種組成は水温偏差と負の相関関係であった。ところが，
その次に重要である示されたムラサキウニの被度の変数は逆
の関係であり，ムラサキウニは水温偏差とは負の相関関係で
あった。以上のことから，有川湾では水温が海藻種組成や藻
場生態系内の生物を制御していることが示唆された。
（1長崎大・院・水環，2長崎大・海洋機構）

♢P37 ○田尻 海輝 1・Gregory N. Nishihara2・寺田 竜太 3：ク
ロロフィル遅延蛍光測定による緑藻 Ulva c.f. lacinulataの環
境応答

　緑藻 Ulva c.f. lacinulataの環境応答について，クロロフィル
遅延蛍光測定（DF）を用いて明らかにすることを目的とし，
特に光合成による相対成長率の算出を試みた。材料は鹿児島
県出水郡長島町で採取し，浜松ホトニクス製の遅延蛍光測定
器を用いて測定した。生物量とDFの関係を明らかにするた
め，サンプルを 25個体切り出し，DFと湿重量を測定した。
温度に対する応答の実験では，水温を 4～ 36°Cの 10条件，
光量 50 µmol photons m−2 s−1（以下 µmol），光周期 12L:12D
で 7日間培養し，0，3，7日目のDFと湿重量を測定した。
温度と光の複合的な応答の実験では，水温 4，16，28°C，光
量 200（弱光）と 1000 µmol（強光）の計 6条件で 6時間暴
露し，2時間ごとにDFと湿重量を測定した。乾燥に対する
応答の実験では，湿度 40～ 50%で最大 30分空気曝露させ，
DFと重量を測定した。また，測定後は組織片を海水に戻し，
5分後と 1日後の回復の有無を確認した。塩分に対する応答
の実験では，塩分 0～ 100 psu間の 12条件で 5日間培養し，
DFと湿重量を測定した。その結果，DFは生物量と強い正の
相関が見られた。DFを用いた相対成長率と湿重量を用いた相
対成長率は似た傾向を示し，相対成長率を求めることは可能
であることが示唆された。温度と光の複合応答では，4°Cの
低温条件では強光と弱光条件共に顕著な光阻害が起こり，12
時間の暗馴致後も回復しなかった。乾燥の応答では，DFと
含水率との間で正の相関が見られた。塩分の応答では，10～
50 psuで安定していたが，その範囲外では低下した。
（1鹿大・水，2長大・環シナ海セ，3鹿大・院・連農）

P37–P40（一般）　　♢ 学生発表賞の対象
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P44 〇奥田 直 1・Gregory N. Nishihara2・寺田 竜太 3：タネガ
シマアマノリの胞子体世代の光合成に対する環境ストレスの
影響 

　タネガシマアマノリの生理生態を把握することを目的とし，
微小な胞子体世代の光合成における光，温度，乾燥，塩分の
影響やストレス応答を調べた。
　材料は種子島西之表市の伊関で採取し，パルス変調クロロ
フィル蛍光器（PAM）を用いて測定した。温度の影響では，
光量 20 µmol photons m−2 s−1（以下 µmol），12L12D，水温
4～ 40°Cの 10条件で 3日間培養し，実効量子収率（ΔF/Fm’）
を測定した。乾燥耐性では，光量 20 µmol，24°C，湿度 45%
で 40分間干出させ，5分ごとに ΔF/Fm’を測定した。塩分耐性
では，20 µmol，24°C，12L12D，塩分 0～ 80 psuの 10条件
で 5日間培養し，ΔF/Fm’を測定した。光と温度の複合ストレ
スでは，光量 200（弱光），1000 µmol（強光），水温 12，20，
24，28°Cの組み合わせで光・温度暴露を 6時間行って ΔF/Fm’
を測定し，その後薄明光（20 µmol）で 12時間馴致した後も
測定した。光の波長ごとの光ストレスは，青，緑，赤，白色
光を強光条件で 2時間暴露し，ΔF/Fm’を測定した。
　温度の応答では，16～ 28°Cの間で ΔF/Fm’は安定したが，
その範囲外で低下した。乾燥耐性では，ΔF/Fm’は時間経過と
共に急速に低下し，40分後にはほぼ 0になった。塩分耐性で
は，ΔF/Fm’は 20～ 50psuで 5日間安定して推移したが，そ
の範囲外で低下した。光と温度の複合ストレス実験の結果，
12°Cの条件では弱光と強光の両方で ΔF/Fm’が暴露 2時間後
に低下し，馴致後も回復しなかった。青，緑，赤，白色光で
光暴露した結果，ΔF/Fm’は緑色光で最も低下した。
（1鹿大・院・農水，2長大・環シナ海セ，3鹿大・院・連農）

♢P43 ○大波 千恵子 1・得津 隆太郎 2・土屋 徹 1・宮下 英明 1：
サンゴ骨格内に生息するアオサ藻類 Phaeophila dendroides
による遠赤色光捕集アンテナの誘導

　Phaeophila dendroides（アオサ藻綱アオサ目）は，遠赤色光
が優勢する環境であるサンゴ骨格内から分離された糸状藻類
であり，同じくサンゴ骨格内に生息する Ostreobium sp.（アオ
サ藻綱ハネモ目）と同様に，光合成反応を駆動できないとさ
れてきた遠赤色光（> 700 nm）のみで光合成生育することが
できる。我々はこれまで，遠赤色光で培養した細胞（FR-cells）
で約 26 kDaのタンパク質が誘導・蓄積されることから，こ
のタンパク質をサブユニットとする，遠赤色光を捕集するた
めのアンテナタンパク質複合体（red-LHC）が形成される可
能性を示してきた。本研究では，high resolution clear native 
PAGEにより red-LHCを分離し，構成するタンパク質を調べ
た。加えて，FR-cellsにおいて発現量が顕著に増加する Lhc
遺伝子を調べることで，約 26 kDaのタンパク質をコードする
遺伝子の特定を試みた。その結果，約 26 kDaのタンパク質
は red-LHCのサブユニットのひとつであることがわかった。
また，P. dendroidesの red-LHCは既報の red-LHCと異なる分
光学的特性や分子量を示した。予想に反し，FR-cellsでは 20
以上の Lhc遺伝子の発現量が増加しており，約 26 kDaのタ
ンパク質の遺伝子を特定することはできなかった。一方，発
現量の増加が最も著しかった Lhc遺伝子がコードするアンテ
ナタンパク質は，既報の red-LHCと異なるグループに帰属し
た。以上の結果から，P. dendroidesと Ostreobium sp.は，同じ
アオサ藻綱藻類でありながら異なる red-LHCを作ることが明
らかになった。サンゴ骨格内には多様なアオサ藻類が生息し
ていることから，それらも red-LHCを作り遠赤色光が豊富な
環境に適応していることが推察される。
（1京都大・院・人間・環境，2京都大・院・理）

P42 松田 竜也：紅藻カズノイバラのカラギーナン合成におけ
る硝酸塩と光の影響

　イバラノリ類は熱帯から温帯の潮間帯に分布するカラギー
ナン原藻で，近年新たな養殖海藻種として注目されている。
本研究では，イバラノリ類の生理特性を把握する目的で，異
なる硝酸塩濃度および光強度下において培養し，その生長率
とカラギーナン含量を調べた。
　実験は野外で採取し室内環境に馴致した海藻を異なる濃度
の硝酸ナトリウムを添加した人工海水中で通気培養すること
で実施した。海水は 3日に一度交換し，その都度，海藻の湿
重量を測定した。15日間の培養後，高熱乾燥および水酸化カ
リウム処理等により，半精製カラギーナンを抽出し，乾重量
あたりの収量（カラギーナン収率）を算出した。なお，本研
究で用いた海藻は，葉緑体とミトコンドリアDNA配列より，
カズノイバラ（Hypnea flexicaulis）と判断した。まず，一定
の光条件（40 µmol m−2 s−1）において，0～ 500 µMの範囲の
硝酸塩に対する応答を調べた。その結果，硝酸塩濃度が高く
なるに従い藻体の赤味が増し，生長も促進される傾向であっ
た。一方で，硝酸塩濃度が高いほどカラギーナン収率は低下
した。次に，13, 25, 50, 100 µmol m−2 s−1の光条件下において
硝酸塩を 5 µMおよび 50 µM添加した人工海水中で培養を
行った。その結果，5 µM硝酸塩下では光強度に依存して生長
率およびカラギーナン収率が上昇したのに対し，50 µM硝酸
塩下では強光下において生長率およびカラギーナン収率は低
下した。これらの結果から，カズノイバラのカラギーナン合
成は高栄養環境では阻害され，低栄養かつ高光量な環境で促
進される可能性が示唆された。
（国際農研）

♢P41 ○小原 晶奈 1・小川 麻里 2・尾山 洋一 3・鈴木 祥弘 1・
河野 優 1：結氷開始遅延によって長引く低温での強光環境は
阿寒湖のマリモ（Aegagropila linnaei）にとって脅威となり
うるか？

　北海道阿寒湖のチュウルイ湾では，糸状性の淡水性緑藻
Aegagropila linnaeiが集合し，球状体（マリモ）を形成するこ
とが知られている。1–3月の阿寒湖は結氷する。水温 1～ 4°C
下で，分厚い氷と積雪によりマリモは強い太陽光から保護され
ている。近年，温暖化の結氷への影響が危惧されている。私た
ちは，結氷崩壊がもたらす低温・強光がマリモの光合成に与え
る影響について以前報告した（Obara et al. 2023）。人工的に再
現した低温・強光曝露に対して，マリモ糸状体の光合成系は耐
性を示したが，その能力には限界があり，日長レベルの曝露条
件になると糸状体細胞は枯死してしまった。結氷崩壊はマリモ
に深刻なダメージを与える可能性が明らかになった。
　Obara et al.（2023）で想定した低温・強光条件は結氷する
前の自然環境中でも見られるはずだが，この時期のマリモの実
態はよくわかっていない。また，年々，結氷開始の遅れが報告
されており，この時期のマリモはすでにダメージを受けている
かもしれないと考えた。そこで，2023年 12月下旬の結氷直前
の阿寒湖で調査を行った。部分的に結氷が始まっていた 12月
25日（快晴）に環境測定を行ったところ，マリモ生息域の水温
は 11時頃で 3.5°C，光強度は約 550 µmol m−2 s−1であった。こ
の日にマリモを採集して染色法で確認したところ，細胞が枯死
した糸状体は観察されなかった。当初の予想と異なり，マリモ
糸状体細胞は高い光合成活性を維持して生存していた。また，
室内実験にて，環境測定の結果を元に再現した快晴日の単純な
日周光変動をマリモ糸状体細胞に照射し，結氷遅延にどの程度
耐えられるのかについても検証した。本発表では，この時期の
マリモがなぜ低温・強光に対応できているのかについて，環境
要因とマリモの温度馴化の両面から考察する。
（1神奈川大・理，2安田女子大・教育， 3釧路市教育委員会）

P41–P44（一般）　　♢ 学生発表賞の対象
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P48 ○石川 達也・竹内 大介：三重県三木浦におけるダイビン
グショップと連携したウニ除去活動

　三重県尾鷲市に位置する三木浦ではガンガゼ類の摂食圧が
主な持続要因である磯焼け海域が確認されていた。そのため，
2016年からガンガゼ類除去による藻場再生活動が開始され，
漁業者とダイビングショップが連携した活動が継続されてい
る。三木浦における活動では，ダイビングインストラクター（以
後，インストラクター）やボランティアダイバー（以後，ボ
ランティア）といったダイバーが数多く参加している。そこで，
これまでに蓄積されたダイバーの除去速度等のデータを解析
することで，ダイビングショップと連携したウニ除去活動に
ついて評価を行った。
　2016年 6月から 2023年 10月までの期間に三木浦で実施
された活動について解析を行った。各活動における作業時間
と除去数からダイバーごとの除去速度を求め，インストラク
ターとボランティア，その他に区分し平均値を求めた。また，
活動に係る費用についても試算した。
　三木浦の活動には延べ 712人のダイバーが参加し，内訳は
インストラクターが 213名，ボランティアが 442名，その他
が 57名であった。調査期間中の平均除去速度はインストラク
ターが 10.8個 /分，ボランティアが 8.5個 /分であり，イン
ストラクターの除去速度が速かった。活動 4時間（潜水 2本）
に係る費用はインストラクターで 25,500円，ボランティアで
4,750円であった。ガンガゼ類 1個体の除去に必要な費用は，
インストラクターで 24.0円 /個体，ボランティアで 5.7円 /
個体であった。ダイビングショップと連携してウニ除去を実
施することで，継続的に多くのダイバーを確保でき，効率的
な藻場再生に繋がることが期待される。
（尾鷲市役所）

♢P47 〇古里 匡志朗 1・川越 力 2・秋田 晋吾 1：函館市戸井小
安地先における持続的な藻場の造成と管理指標の検討

　近年は，磯焼けが世界各地で発生し，特にウニ焼けが深刻な
問題となっている。コンブの生産量が日本一である函館市沿岸で
もウニ焼けが発生し，マコンブの天然群落が大幅に衰退してい
るため，最近は天然コンブ漁がほとんど操業されていない。そこ
で，本研究では函館市戸井小安地先の増殖礁において，継続的
なウニ類の除去作業に加え，海藻植生の変化を調査することで，
函館市の沿岸におけるマコンブ藻場の回復に取り組み，持続的
な藻場の管理指標を検討した。
　昨年度から 2024年 1月までに 50回の潜水調査を実施した。
ウニ除去は 22回実施し，累計 11,383個体のウニ類を除去した。
その結果，岩礁表面に頻繁に観察されたウニ類は減少したもの
の，依然として除去数は減らず，増殖礁の沖側の岩盤に多くのウ
ニ類が生息していることを確認した。植生調査は 20回実施し，
マコンブの成熟，加入，生長といった一連の再生産や，以前は見
られなかった 2年目の藻体の出現など，藻場は回復傾向にあると
思われた。しかし，今年度の夏に観測された 25°Cを大幅に超え
る水温の影響か，現在のマコンブの被度は昨年度の同時期と比
較し 45%ほど減少した。また，海藻植生のデータから多様度指
数を算出すると，浅深方向では沖側で高く，年度比較では今年度
の方が高いことが判明した。さらに，nMDSプロットによって経
時的な群集構造の変化を調べると，ほとんどの地点で昨年度とは
異なった群集構造が認められた。Simper解析で群集構造に大き
く寄与する種を求めると，それらはマコンブ，アオサ類，無節サ
ンゴモであった。
　一般的に，多様性が高い生態系は安定し環境変化に強いよう
であるが，藻場のように単一種が優占する生態系においても適用
されるかどうかは不明確である。そのため，引き続き群集解析を
進めることで藻場の多様性に関する理解を深め，持続的な藻場
の回復と管理を展開していくための指標の検討も継続していく。
（1北大・院・水産，2アルガテック Kyowa）

P46 森下 敢太 1・小原 晶奈 1・小川 麻里 2・尾山 洋一 3・鈴
木 祥弘 1・〇河野優 1：緑色光が球状マリモ（Aegagropila 
linnaei）の光合成に果たす役割

　釧路市阿寒湖のチュウルイ湾に生息する糸状性の淡水性緑
藻 Aegagropila linnaeiは集合して球状体（マリモ）を形成す
ることが知られている。成長を光合成に依存するマリモは，
できるだけ深部まで光を届けて光合成を行うことが球状体維
持の鍵となる。クロロフィル吸光係数の大きい青色光や赤色
光がより表層部の細胞に吸収されてしまう一方で，吸光係数
の低い緑色光は，より深部まで入り込み光合成を駆動できる
のではないかと考えた。本研究では，マリモ表層の厚さごと
に光の透過率と光合成を測定し，マリモ光合成における緑色
光の役割を調べることを目的とした。
　阿寒湖で採取した天然マリモの表層から，糸状体の塊を分
離して，厚さ 2～ 10 mmのマリモ片を用意した。各マリモ片
をキュベットに入れ，キュベットの下面から，白色光，青色
光，緑色光，赤色光を照射した。反対面に，小型分光器もし
くは PAMクロロフィル蛍光装置につないだ光ファイバーを設
置し，透過光と光化学系 II（PSII）の活性を測定した。
　厚さ 2 mmのマリモ片では青色域は 4%，赤色域の光は約
10%まで透過率が低下したのに対し，緑色域の光は約 15%程
度を維持した。厚さ 10 mmのマリモ片に赤色光を照射した
場合，クロロフィル蛍光の変化は観察されなかった。一方で，
緑色光の場合はクロロフィル蛍光の増大が見られた。これは，
緑色光が表層から 10 mmの深さのマリモ糸状体の光合成を駆
動したことを意味する。緑色光はより深部まで到達し，青色・
赤色光が届かない深さにいる糸状体の光合成に貢献している
ことが示唆された。
（1神奈川大・理，2安田女子大・教育，3釧路市教育委員会）

♢P45 ◯地崎 賢汰 1・川越 力 2・水田 浩之 1・藤田 大介 3・秋
田 晋吾 1：本邦沿岸におけるマコンブの遺伝的地域性および
国内移入の検出

　マコンブ Saccharina japonicaは，日本，朝鮮，極東ロシア
に自生し，本邦では，分布と形態的特徴によって 4つの変種
に区別されている。しかしながら，分布域南方にあたる日本
の東北以南の個体群がどの変種に該当するかは不明で，加え
て常磐地域ではなぜか漁港でのみ本種の生育が確認されてい
る。そこで本研究では，日本沿岸域におけるマコンブの詳細
な遺伝的構造から，それらの変種と由来の解明を目指した。
日本の南限と北限の個体群を含んだ 46地点から 483個体の
マコンブを採集し，近縁属において高い多型性が確認された
ミトコンドリアDNA（mtDNA）の一領域である nad3-16S 
rDNA（2,019 bp）の配列を決定した。そして，ハプロタイプネッ
トワークを作成し，ANeCA法によりクレードを推定した。そ
の結果，88のハプロタイプを確認し，そのネットワークは一
斉放散型を示した。また，近隣の産地でのみ共有するハプロ
タイプを多数確認した。これらを 2つの集団に分けると，28
塩基の欠損が認められる道南太平洋集団とその他に，3つの
場合，道南太平洋集団，道北～道東の集団とその他に分かれ，
既報の変種と対応した遺伝集団とは異なる構造が認められた。
常磐では津軽海峡周辺に特有もしくは噴火湾以南の太平洋沿
岸に特有のハプロタイプが 90%を占めていた。常磐だけでな
く，遠方の産地間で共有されているハプロタイプを 6個検出
した。以上から常磐を含めた本邦全域で，マコンブの国内移
入あるいは拡散の可能性が示唆された。加えて，既報の遺伝
集団が認められなかったことから，変種の妥当性についても
今後検討する必要がある。
（1北大・院・水，2アルガテック Kyowa，3海洋大・院・応用藻）

P45–P48（一般）　　♢ 学生発表賞の対象
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P52 〇阿部 真比古・越智 友哉・藤井 香帆・中島 健大朗・持
留 幸紀・村瀬 昇：スサビノリ葉状体の色調および光合成活性
に及ぼす強光と紫外線の影響

　スサビノリの色調は，乾海苔製品の評価において重要であ
る。ノリの色調や光合成色素含量は，生育環境によって変化
しやすいことが知られている。本研究では光源に着目し，ノ
リ葉状体の色調および光合成活性に及ぼす強光と紫外線の影
響を室内培養実験により調べた。
　材料には，蛍光灯下で培養したナラワスサビノリU-51株
葉状体を用いた。実験光源には，波長組成が太陽光と類似す
る人工太陽照明装置を用いた。実験光量は 60，600，1000 
μmol m−2 s−1の 3段階とし，各光量において紫外線を遮断する
試験区も設けた。培養条件は温度 18°C，光周期 10L:14Dとし，
培養期間は 12日間とした。培養期間中，3日毎に L＊a＊b＊表
色系，実効量子収率 ΦII，非光化学消光 NPQ，光合成色素含
量（Chl.a，PE，PC，Carotenoids），334 nmにおけるノリ葉
状体とリン酸バッファー抽出液の吸光度（ABS334，OD334）を
それぞれ測定した。
　強光ほど，ノリの L＊と b＊は上昇した。光量 1000 μmol m−2 
s−1では，3日目に ΦIIが低下し，同時にNPQが上昇した。し
かし，6日目には ΦIIもNPQも他の試験区と同程度となった。
Chl.aは試験区間で差は認められなかったが，PEと PCは，
強光かつ紫外線が含まれると減少した。また，Carotenoidsは，
強光になるほど増加した。ABS334や OD334は強光かつ紫外線
が含まれると上昇した。ノリ葉状体は，色素含量やMAAs量
を変化させることで，強光や紫外線照射下でも正常な光合成
活性を維持していることが示唆された。
（水産機構水大校）

P51 牧野 虎太郎 1・Gregory N. Nishihara2・〇寺田 竜太 3：淡
水紅藻アオカワモズクの光合成に対する光，温度，乾燥，塩
分の影響

　アオカワモズク（カワモズク科）の光合成光化学効率に
対する光，温度，乾燥，塩分の影響を調べた。材料は鹿児
島県南九州市で採集し，実験はパルス変調クロロフィル蛍光
器（PAM）を用いて行った。温度の応答の実験は，水温 4～
40°Cで 3日間培養し，光量 0と 50 µmol photons m−2 s−1（以
下 µmol；12L:12D）で最大（Fv/Fm）と実効（ΔF/Fm'）量子収
率を測定した。光と温度の複合的な影響の実験は，水温 4，
16，28°C，光量 200，500，1000 µmolの組み合わせの計 9
条件で行い，6時間の暴露後，薄明光で 12時間馴致し，量子
収率（初期値と最終値は Fv/Fm，光暴露中は ΔF/Fm'）を測定し
た。乾燥の実験では，20°C，湿度 50%で 48時間乾燥させ，
ΔF/Fm'と重量をモニタリングした。塩分の実験では，0～ 10 
psuの 6条件，水温 16°C，12L:12Dで 7日間培養し，ΔF/Fm'
を測定した。
　温度の応答では，Fv/Fmと ΔF/Fm'が 8～ 28°Cで高く推移し
たが，4°Cでは Fv/Fmが高く維持されたものの，ΔF/Fm'は低下
した。光と温度の複合的な影響の実験では，同じ温度では強
光ほど ΔF/Fm'が低下し，同じ光量では低温ほど低下した。また，
4°Cの 500と 1000 µmolでは 12時間の馴致後も Fv/Fmが初期
値まで回復しなかった。乾燥の実験では，干出 21時間まで
ΔF/Fm'が高く推移したが，24時間後から低下し，42時間で 0
となった。また，藻体は粘性多糖類に覆われており，含水率
20%までは ΔF/Fm'が高く維持された。塩分の実験では，0～
4 psuで ΔF/Fm'が高く維持されたが，6 psuで低下し，8と 10 
psuではほぼ 0となった。
（1鹿大・院・農水，2長大・環シナ海セ，3鹿大・院・連農）

P50 竹村 咲紀 1・一家 崇志 2・山下 寛人 2・〇嶌田 智 1：海中
林保全手法の開発 ―地域内ゲノミック選抜の有効性検証―

　褐藻アラメなどの大型褐藻の海藻群落は海中林と呼ばれ，
高い一次生産力を有し，沿岸の生態系の維持に不可欠である。
しかし，世界中で海中林の衰退が報告されている。海中林衰
退の主要な原因の 1つに海水温上昇が挙げられ，海水温上昇
によって局所的な絶滅や暖海性の藻食動物の移入による食害
の増加が引き起こされている。したがって，海中林の恩恵を
受けた豊かな海洋環境を維持するためには，海中林を構成す
る海藻類の高水温ストレスの状況，高水温応答および被食抵
抗性などを詳細に解析し，それら耐性能に注目した保全活動
を早急に進める必要がある。
　そこで本研究では，褐藻アラメの高水温耐性と被食抵抗性
の地域差と個体差を明らかにし，RAD-seq解析で取得した
SNPデータとともにゲノミック予測を行い，地域内ゲノミッ
ク選抜の有効性を検証することを目的とした。
　まず，アラメの生育南限付近の福岡県糸島，静岡県下田，
生育北限付近の宮城県南三陸において合計 126個体のアラ
メを採集し，高水温ストレス下での光合成活性（光化学系 II
の最大量子収率 Fv/Fm，電子伝達速度 rETR，非光化学消光
NPQ）や呼吸活性，被食抵抗性に寄与すると考えられるフロ
ロタンニン量，ケイ素量などを測定した。その後，測定した
126個体の RAD-seq解析で SNPデータを取得した。
　その結果，南三陸個体群は高水温ストレス下で光化学系 II
の最大量子収率 Fv/Fmが低く，フロロタンニン量が他個体群
より少なかった。また，どの指標でも大きな個体差が見られた。
地域内の個体差は，将来のゲノミック選抜に役立つ可能性が
考えられ，現在，ゲノミック予測を解析している。
（1お茶の水女子大・ライフサイエンス，2静岡大・農）

♢P49 〇渡部 勇哉 1・久保田 遼 2・難波 卓司 3・田中 幸記 4・
平岡 雅規 4：高知県産カギケノリのタンク生産方法の開発

　世界のメタン排出量の 24%は反芻動物から排出され，これ
は農業部門のメタン排出量の 39%を占める。このメタン排出
を抑制する海藻としてカギケノリが注目されている。牛の飼
料に 1%未満の低濃度でカギケノリを添加すると，メタン生
成を最大 98%抑制することが実証されている。そのため，カ
ギケノリの安定供給により，家畜由来のメタンの削減が期待
されている。本研究では，高知県沿岸に繁茂するカギケノリ
の陸上タンクによる生産方法の開発を目的として試験を行っ
た。2023年 5月に高知県須崎市沿岸で，嚢果を形成したカギ
ケノリの雌性配偶体を採取した。実験室で嚢果から果胞子を
放出させ，滅菌海水で洗浄して単離した。単離できた果胞子
を水温 20°C，光量 50–100 µmol m−² s−¹，光周期 12L：12D
の条件で，栄養添加した滅菌海水中で約 1ヶ月培養すると，
大きさ数mmの四分胞子体に成長した。さらに，四分胞子体
を水温 25°Cの条件に移して 1～ 2週間培養すると，大量の
四分胞子が放出された。アオノリのタンク生産事業で採用さ
れている浮遊培養法の「胞子 (発芽体 )集塊化法」により，カ
ギケノリ四分胞子の発芽体（配偶体）を通気培養して，浮遊
培養用の集塊種苗を作製した。この種苗の生産性を調べるた
め，培養庫内では 500 mLフラスコ，屋外では 100 Lタンク
を使用した生産試験を実施した。その結果，フラスコ試験で
は，25°Cの通気培養で日間成長率 20–30%を示し，2023年
11月に実施した屋外タンク試験では，初期生重量 13 gが 10
日間で 10倍の 134 gに増加した（平均日間成長率 25%）。また，
このとき生産されたカギケノリ乾燥品は，メタン生成抑制因
子であるブロモホルムを 3.5%含有していた。
（1高知大・院・理工，2サンシキ，3高知大・農林海洋，4高知大・
総研セ）

P49–P52（一般）　　♢ 学生発表賞の対象
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P56 ○菊地 則雄 1・鈴木 将太 2・玉城 泉也 3・阿部 拓三 2：紅
藻ムロネアマノリの分類学的検討

　紅藻ムロネアマノリは Miura（1977）により新種記載され
た種で，宮城県と岩手県の三陸地方沿岸のみに生育が知られ
ている。アマノリ類は分子系統解析結果に基づき属の再編が
なされ，日本産でDNA解析が行われた種は全てポルフィラ
属から他の属に移されたが，ムロネアマノリのDNA解析は
行われていなかった。そこで宮城県において本種を採集し，
形態観察とDNA解析結果に基づき分類学的検討を行った。
2023年 2月に基準産地である気仙沼市階上三途川及び岩井
崎，南三陸町牛浜にて本種を採集した。形態観察の結果，葉
状体は線形，長楕円形，倒披針形，倒卵形で，縁辺に顕微鏡
的な鋸歯はなく，一層細胞で各細胞に葉緑体が 1個，雌雄異
株，精子嚢の分裂表式は 128（a/4,b/4,c/8），接合胞子嚢のそ
れは 8（a/2,b/2,c/2）であった。造果器は楕円形で，受精突起
はないか短く鈍形であった。これらの特徴はMiura (1977)の
記載と一致しており，雌雄異株であることと接合胞子嚢の分
裂表式から，他の形態的類似種と区別することができた。核
DNAの nrSSU領域及び葉緑体 DNAの rbcL領域を用いた分
子系統解析結果からは，本種はアマノリ属 Pyropia（Sutherland 
et al. 2011, 菊地 2012）に属し，スサビノリやアサクサノリに
近縁であるが，どの種とも異なることがわかった。以上から，
本種はアマノリ属 Pyropia に属する独立種と判断された。
（1千葉中央博分館海の博物館，2南三陸町自然環境活用セ，

3 水産研究・教育機構水産技術研究所）

P55 ○北山 太樹 1・鈴木 雅大 2：皇居外苑北の丸地区に生育す
る紅藻カワモズク科藻類について

　淡水産紅藻カワモズク科の藻は，巨視的な配偶体（および
その体上の果胞子体）と微視的な胞子体（シャントランシア体）
とが異形世代交代する。国立科学博物館が実施する皇居の生
物相調査の一環として，2023年 4月に皇居外苑北の丸地区（北
の丸公園）の人工滝とその周辺で藻類調査を行った際，滝壺
の岩盤表面を覆う糸状藻を発見した。同年 8月と 11月にも採
集を実施し，形態観察と遺伝子解析を行った。
　本藻は Audouinella様の直立枝と匍匐枝とからなり，カワモ
ズク科の胞子体と考えられた。藻体は直径 10 µm未満の円柱
形の細胞からなる単列糸状体で，青緑色。岩上に叢生し，高
さは 4 mm以下。単胞子嚢は 2–4細胞の側枝に頂生し，楕円
形，直径 7–11 µm。粘子球（発達初期の配偶体）は観察され
なかった。
　cox1遺伝子と rbcL遺伝子を用いた遺伝子解析の結果，本
藻はチャイロカワモズク属（Sheathia）のクレードに含まれ
た。国際塩基配列データベースで公開されているチャイロカ
ワモズク属の配列の中で本藻に近似する cox1遺伝子の配列は
なかった。rbcL遺伝子の配列は，Necchi & Oliveira (2011)が
“Chantransia pygmaea”として解析・公開した埼玉県久喜市産
シャントランシア体の配列（JF701685）と 99%一致した。遺
伝子解析の結果から，本藻はチャイロカワモズク属の未記載
種である可能性が示唆された。
（1国立科博，2神戸大・内海域セ）

P54 ○林 顯尚 1・宮城 圭 2・仲宗根 早海 2・渡邊 康志 2・田中 
厚子 3・小西 照子 4・伊藤 通浩 5・Gregory N. Nishihara6・佐
藤 陽一 7：ドローン空撮画像を用いた養殖オキナワモズク生
育被度推定手法の開発

　オキナワモズク養殖は自然環境に依存する工程が多く，生
産量の管理が難しいため，頻発する生産超過・不足が市場の
不安定化を引き起こしている。生産の安定化は喫緊の課題で
あるものの，事前の収穫量把握も十分に市場安定化の一助と
なる。そこで演者らは，リモートセンシングによる定量的な
生育状況把握と収量予測技術の確立を目指し，試験養殖網を
用いて，ドローン空撮した RGB画像の色濃度とモズク被度
との関係を解析した。本研究においては，育成指標として被
度を利用するため，その有効性の検証も行った。具体的には，
藻体の成長に合わせ養殖網上の 15定点（0.91 × 0.91 m2）で
被度を定期的に計測したほか，定点外からサンプルを採取し，
藻体長と湿重量を計測した。その結果，養殖網の背景にあた
る底質情報を除外した空撮画像の緑（G）バンド色濃度と被
度の間には強い相関があり（ρ＝ 0.97），異なる調査日におい
てもこの関係は維持されたことから，ドローン空撮画像から
の被度推定が可能であることが示された。また，被度と藻体
長から湿重量の推定が可能であることも判明した。本研究で
は漁場規模の定量的な生育状況把握と収量予測技術確立に向
け，基盤となる知見が得られたと言える。
（1知念漁協，2 okicom，3琉球大・理，4琉球大・農，5琉球大・
熱生研，6長崎大・海洋機構，7理研食品）

P53 猪股 英里 1・沼田 雄一郎 1・山羽 香穂 2・進藤 学 3・安
藤 英児 3・大田 昌樹 4・Gregory N. Nishihara5・〇佐藤 陽一 1：
CO2を含む有効ガスを利用したスジアオノリ陸上養殖の試み

　近年，急速に進む地球温暖化対策として，CO2の削減が求め
られている。海藻類は光合成に CO2を利用することから，陸上
養殖でも CO2を含むガスを吹き込むことで海藻類の生産量を向
上させ，炭素固定量を増やせる可能性がある。そこで，（1）CO2

ガスと（2）小型発電機から排出される CO2を含むガス（「有効
ガス」とする），をそれぞれスジアオノリの陸上養殖水槽の培養
海水へ吹き込み，CO2を含むガスを利用した養殖生産の向上が
可能かどうか試みた。
　試験は 2023年の 10～ 12月に（1）を 1回，（2）を 2回実施した。
屋外の 1.4 tと 6.6 t水槽を使用し，約 1週間毎に藻体の密度を
調整して 3～ 4週間養殖した。CO2と有効ガスは山羽ら（2024，
本大会で発表）の結果から，水温が 15～ 20°Cでは pH 6.5，10
～ 15°Cでは pH 6.7が下限になるように流量を調整し，日中 7
時間，1週間に 4～ 7日間吹き込んだ。どちらの試験もガスを吹
き込まずに養殖したスジアオノリを対照として重量を比較した。
　（1）の結果，CO2なしに対して CO2ありで養殖すると重量が
29.7%増加した。また，養殖 2週目の相対成長速度は CO2なし
が 0.17に対して CO2ありが 0.24と高い傾向がみとめられた。
（2）の結果，有効ガスありの重量はガスなしよりも多くなり，1
回目は 39.9%，2回目は 48.2%増加した。本試験の結果から，
CO2および有効ガスを海水に吹き込むことにより，スジアオノリ
の養殖生産量が増加することが明らかになった。今後は，養殖段
階のどの期間に吹き込むのが最も成長促進効果があるのかを検
証するとともに，藻体内の炭素含有量に対する影響や海水中の
CO2濃度も含めた工程内の炭素収支を把握する必要がある。
（1理研食品，2長崎大・院・水環，3東北電力，4東北大・工，

5 長崎大・海洋機構）

P53–P56（一般）
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P59 ○森 昭仁 1・吉田 和広 2・水谷 雪乃 3・木村 圭 2：スサビ
ノリ（Neopyropia yezoensis）に内在するミトウイルスの外
部環境による量的変化

　生物界には，宿主細胞に感染，増幅し，別細胞へ水平感染
するウイルスの他に，宿主細胞に内在し，宿主の細胞分裂に
よって垂直感染する内在性ウイルスも存在する。Neopyropia 
yezoensis細胞では，2種類の内在性ウイルスであるMitovirus
が発見され，Neopyropia Mito-like virus 1および 2（NMV 
1，2）と命名された。これらは新奇のウイルスであり，宿
主に及ぼす影響については未解明である。本研究では，宿
主 N. yezoensisの外部環境変化に伴うNMVゲノム量の変化
を測定し，NMVが宿主 N. yezoensisに与える影響を理解す
ることを目的とした。NMV 1および 2のゲノム量を測定す
る RT-qPCR法を作出し，有明海の養殖場から採取された N. 
yezoensis S-18株の葉状体および糸状体を対象に，NMVゲノ
ム量を測定した。葉状体と糸状体の世代間，および塩分，硝
酸態窒素濃度，干出時間を制御した培養において，NMVゲ
ノム量を測定した。その結果，葉状体・糸状体間の単位重量
あたりのNMVゲノム量には差は見られなかった。また，培
地の塩分，および硝酸態窒素濃度を変化させて培養しても，
NMVゲノム量には変化が見られなかった。しかしながら，干
出前後において，NMV 2のゲノム量のみ有意に増加するこ
とが明らかになった。Mitovirusが陸上植物の乾燥に影響を与
えている可能性が報告されていること，そして干出に晒され
る環境で N. yezoensisが生息していることから，NMV 2は N. 
yezoensisの乾燥と関連がある可能性が考えられる。
（1佐賀大・院・農，2佐賀大・農，3三重大・院・生資）

P58 有本 飛鳥：クビレズタ Caulerpa lentillifera におけるロ
ングリードRNA-seq法の開発

　研究対象とする生物の遺伝子レパートリーを網羅的かつ高
精度に把握するためには，当該種のゲノム解読が不可欠とさ
れてきたが，ロングリードシークエンス技術の急速な発展に
より，RNAや cDNAの全長配列を直接決定することでゲノム
配列を参照せずとも遺伝子レパートリーの網羅的把握が可能
になりつつある。本研究では，ロングリード RNA-seq法を共
在生物の完全な除去が困難な海藻などに適用できるように条
件検討し，実験やデータ解析の煩雑な工程を大幅に削減しつ
つ，遺伝子レパートリーを十分に取得できるか検証した。検
証には緑色海藻クビレズタなどのゲノム配列が解読済みの種
を用い，テンプレートスイッチング逆転写により RNAから完
全長 cDNAを合成した。タンパク質ナノポア方式シークエン
サーに適合したライブラリの調製では，ライゲーション法を
用いて取得データ量の最大化を図った。取得したシークエン
スデータは，エラー補正が実装されたリファレンスフリーア
センブルパイプラインで処理した後，配列類似性検索や分子
系統解析を適用して共在生物の配列を除外し，標的生物に由
来する推定完全長配列を探索した。
　これらの取り組みによって，従来よりも簡便な高純度 RNA
の抽出法や，ロングリードデータを安定的に取得できるラ
イブラリ調製法が確立できた。また，従来のショートリード
RNA-seqとゲノム配列データからは再構築が困難だった遺伝
子群を網羅的に検出できることも示された。
（広島大・瀬戸内 CN国際セ）

P57 〇山岸 幸正 1・祝 しずく 1・神崎 涼菜 1・石井 貴広 2・鎌
田 昂 3・三輪 泰彦 1：沖縄産紅藻ソゾ属 Laurenciaの分子系
統解析

　日本産紅藻ソゾ属 Laurenciaは 16種が報告されており，この
うち南西諸島を中心に分布する種としてアカソゾ L. dendroidea，
フクレソゾ L. mariannensis，ミナミソゾ L. nidifica，リュウ
キュウソゾ L. snackeyi，ナンカイソゾ L. tropicaなどが知られ
る。これらの亜熱帯性種では，一部を除き形態的特徴の情報
が乏しく，塩基配列や系統関係はほとんどわかっていなかっ
た。本研究では，沖縄本島から本属藻体を採集し，形態観察，
rbcLおよび cox1解析を行い，種の特徴および系統的位置につ
いて検討を行った。
　本研究の結果，沖縄からミナミソゾ，リュウキュウソゾ，
アカソゾ，フクレソゾを同定した。前者 2種はサクランボ小
体が 1個あり，主軸に不定枝を持つことなどが共通するが，
ミナミソゾは付着器の匍匐枝やレンズ状肥厚を持つのに対し
て，リュウキュウソゾは匍匐枝やレンズ状肥厚を持たないな
どの違いがあった。後者 2種は，サクランボ小体が複数個あ
り，匍匐枝を持ち，レンズ状肥厚がないなどの共通点を持つが，
アカソゾは主軸が太く，不定枝を持つのに対して，フクレソ
ゾは主軸が細く，不定枝がみられないなどの違いがあった。
rbcLおよび cox1系統樹では，ミナミソゾはニッポンソゾと
近縁となり，リュウキュウソゾは他種とは明瞭なグループを
作らなかった。サクランボ小体を複数持つ 2種のうち，フク
レソゾはモツレソゾや L. multiclavataとグループを形成した
一方，アカソゾはそれらとは離れてブラジルの L. dendroidea
とまとまった。また，沖縄からモツレソゾに似た未同定種
Laurencia sp.の存在が示唆された。
（1福山大，2琉球大，3静岡理工科大）

P57–P59（一般）
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PH05 和田 涼花・奥下 ちなみ・木村 蒼来（指導教員 大西 伸弥・
秋山 衛）：キノコから六甲山の環境を探る～山と海のつなが
りを考える～

　本校環境科学部は，平成 20年度から六甲山の再度公園で
のキノコの調査を通して六甲山の環境について考察している。
本校は六甲山の麓にあり，六甲山と神戸の海に挟まれた場所
に位置しているため，山と海の環境のつながりを確認しやす
いと考えた。そこで 17年間の六甲山再度公園のキノコ調査に
よるデータに加え，六甲山から流れる流域面積の小さい河川
の水質調査を行うことで，山の環境が海の環境にどのような
影響があるかを調べた。本研究では，山の環境について，六
甲山の再度公園で 3月から 11月の定点観察会で採集したキノ
コについて，兵庫県キノコ研究会のデータを活用し，図鑑等
を用いて腐生菌と菌根菌に分類して調べた。次に山の環境の
海の環境への影響について，石屋川（御影公会堂付近）の水
質調査をし，晴天時と雨天後の栄養塩の状態を比較した。六
甲山のキノコの調査から，20年間で菌根菌と落葉分解菌の割
合が減少し，木材腐朽菌の硬質菌外の割合が約 9%増加して
いることが分かった。また，石屋川の水質調査からは晴天時
に比べ雨天後では，COD，溶存態窒素が増えていることが分っ
た。この結果から六甲山では硬質菌外の木材腐朽菌の割合が
増加しており，今後森が荒れていく傾向があると思われた。
その原因として，木が利用されずに放置されてしまっている
ことが考えられる。また，石屋川の水質調査で雨天後，COD
や溶存態窒素の値が高くなっていたことから，近くの六甲山
から栄養塩が流れ込んでいることが考えられ，山と海の環境
のつながりがあることが示唆された。
（兵庫県立御影高等学校 環境科学部）

PH03 大西 杜有子（指導教員 丸山 実花）：微細藻類による溶
液アルカリ化現象

　近年，酸性雨が降ることで池の pHが低下する問題が起こっ
ている。一方で，酸性雨の影響をほとんど受けずに高いアル
カリ性を維持する池が本学内に存在し，この現象には微細藻
類の光合成による同化的硝酸還元が関与することがわかって
いる。同化的硝酸還元を利用することで，酸性雨による pH
低下の影響を緩和できる可能性があるため，本研究では同化
的硝酸還元が硝酸以外の酸性溶液に対しても機能するのかを
調査した。2023年 6月および 11月に，微細藻類を含む水を
本学内の池から採取して硫酸水溶液を加え，pHを 4段階（4.5，
5.5，6.5，7.0）に調整した。微細藻類の光合成の効果を調べ
るため，明暗の違いによる溶液の pHの変化を 5日間測定し
た。その結果，明所でのみ pHが上昇する傾向にあったこと
から，同化的硝酸還元が硫酸水溶液においても起こったと考
えられる。一方で，pHが 4.5の溶液は明暗に関わらず pHに
変化が見られなかったことから，強酸性下では微細藻類が全
て死滅し，同化的硝酸還元が起こらなかったと考えられる。
今後，クンショウモをはじめとする微細藻類単体を使用して
同様の実験を行うことで，同化的硝酸還元を行う生物を特定
したいと考えている。
（お茶の水女子大学附属高等学校）

PH02 友重 晴翔・村田 千種・植木 莉子・中嶋 杏介・竹熊 小
春（指導教員 根ケ山 祥子）：二酸化炭素を吸収する布を作る

　藻を用いた二酸化炭素を吸収する布を作ることを目標とし
て，研究を行った。
　実験Ⅰでは，布 10種，藻 3種を使用し，布を藻の培養液
に浸して恒温機に入れた。1日後，霧吹きで水を補給し，メ
チレンブルー溶液（以下MB）を滴下して顕微鏡で観察した。
実験の結果，スピルリナと綿の組み合わせが最も藻の生存に
適していることがわかった。
　次に，スピルリナが水のない環境で生存できる期間を調べ
るため，実験Ⅱを行った。綿にスピルリナを付着させ，水を
補給せずに 1日間放置し，MBを滴下して観察した。実験の
結果，スピルリナは染色され，死滅したことがわかった。
　実験Ⅲでは，継続的に水を補給するため，寒天培地を用い
た藻の培養を行った。寒天培地のみのものと，寒天培地を半
分の量にして sot培養液（スピルリナの培養液）を混ぜたも
のをつくり，それぞれに綿とスピルリナを乗せた。sot培養液
または水をかけ，乾燥を防ぐため穴空きラップで覆った。10
日後にMBを滴下して観察したところ，全ての藻が生存して
いることわかった。また，sot寒天培地と水の組み合わせでは，
寒天培地が乾燥することがなかった。
　スピルリナは綿と最も付着しやすかったのはスピルリナの
構造と，綿の性質が関係していると考えた。また，保水しや
すい環境を作るため，寒天培地の利用など工夫する必要があ
ると考えた。さらに乾燥を防ぐために使用したラップは，空
けた穴の大きさが大きい場合，早く乾燥した。布に寒天を接
着させ乾燥を防ぐことができれば，霧吹きを用いずに藻を長
時間生存させることができると考える。今後は，寒天培地を
用いて長時間藻の生育を行うとともに，寒天培地と布を接着
させて乾燥を防ぎ，耐久性の確認を行っていきたい。
（山口県立下関西高等学校）

PH01 大迫 美月・岡田 柚華・清瀬 姫奈・林 由実子・藤田 尚
樹（指導教員 一島 圭）：ユーグレナのパラミロン含有量と温
度の関係性

　ユーグレナのパラミロンから作られるワックスエステルを
利用したバイオ燃料が開発されているが，高価格を原因に
あまり実用化されていない。そこで，バイオ燃料の実用化の
ために，温度に注目して，ユーグレナのパラミロン含有量の
違いを研究した。パラミロンとは，ユーグレナの体内で酸素
が十分な環境で，グルコースから生成される多糖類である。
β-1,3グルカンの一種で，ユーグレナのみに蓄積される。まず，
ユーグレナを 15°Cから 30°Cの温度で 7日間培養した。その
後，β-1,3グルカンを特異的に染色するアニリンブルーでパラ
ミロンを染色し，ユーグレナ 1個体あたりのパラミロン含有
率を調べた。また，血球計算盤を用いて，温度ごとのユーグ
レナ個体数を調べた。これらの実験の結果から，パラミロン
含有率，ユーグレナ個体数ともに，15°Cから 25°Cでは温度
上昇に伴い増加し，25°Cが最大になったが，それ以降は減
少した。25°Cで含有率が最も高くなるのは，25°Cがユーグ
レナの至適温度であり，光合成速度が最も大きいからである
と考える。また，温度により，酵素の反応速度が異なるため，
グルコースの生成量が温度によって異なり，パラミロン含有
率に変化が見られたと考える。今後は，アニリンブルーで染
色された物質がパラミロンであるかどうかが不確かであるた
め，走査型顕微鏡を用いて，染色された物質を調べる。
（山口県立下関西高等学校）

ポスター発表要旨（高校）
高校生発表については，希望する発表についてのみ，要旨を掲載します。

ポスター発表要旨（高校）
PH01–PH03, PH05（高校）
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PH13 千葉 瑛翼・青木 駿和・木下 倫那・我妻 優史・千田 琴乃・
菊地 兼太朗・井上 康介（指導教員 中野 剛）：わかめ配偶体
に与える光の影響

　宮城県は日本トップクラスのわかめの生産量を誇っている
が，宮城県のわかめ養殖は東日本大震災や気候変動の影響に
より生産量が減少しており，価格が高騰している。わかめは
身近な褐藻類ではあるが，生殖や発生過程においては分かっ
ていないことも多い。そこで私たちは，わかめ養殖の手助け
になるような，効率的にわかめを養殖するための方法を明ら
かにするために，①明暗周期が配偶子放出に与える影響の検
討，②培養時に照射する光の波長による単為発生誘導の検討
を行った。実験①：明暗周期の変化がわかめの受精に与える
影響を調べるために，明暗周期 12時間で培養した雄雌配偶体
と 6時間で培養した雄雌配偶体をそれぞれ用いプレパラート
を作成した。卵付近の精子の数を 30分おきにタイムラプス撮
影し，集まる精子の数を測定した。実験②：10細胞ほどに分
けたわかめの雌配偶体を，青色 LEDライト下で培養し，卵が
どのように単為発生を行うのか，また発生した幼葉はどのよ
うに成長するのかを観察した。実験①では明暗周期の違いか
ら誘引される精子の量に違いがでる可能性が考えられた。実
験②については現在観察を継続している。
（宮城県仙台第三高校）

PH12 木下 倫那（指導教員 髙橋 寿明）：ミカヅキモの有性生殖

　ミカヅキモは窒素源の欠乏などのストレスが加えられた時
に接合と呼ばれる有性生殖を行うことが知られている。その
有性生殖には異なる性別同士で行われるものとクローン同士
で行われるものがあり，一般的に前者の接合を行う株をヘテ
ロタリック，後者の接合を行う株をホモタリックと呼ぶ。
　宮城県内に生息するミカヅキモは先行研究によって採取分
類が行われているが，接合の形態や接合相手については不明
な点が多い。そこで私は宮城県内からミカヅキモを採取し，
接合の形態を観察し，近縁なミカヅキモとの接合実験を行い
たいと考えた。
　まず宮城県内の水田からミカヅキモを採取し，単離して培
養した。次に実験①として，培養した株の外見の特徴と先行
研究を参考にして行った分子系統解析の結果から種の同定を
行った。その後実験②として，その株を C培地から純水に移
すことで貧栄養のストレスを与えて接合を誘起させ，クロー
ン同士で接合を行うかを確かめる実験を行った。ポジティブ
コントロールとして，NIES-173株というホモタリックなジュ
ズミカヅキモの保存株を用いて同様の実験を行った。
　実験①の結果，外見は大きさが 230 μmほどでピレノイド
が一列に並んでいた。分子系統解析の結果からは，京都で単
離された二種類のヘテロタリックなジュズミカヅキモと 90%
以上の相同性が確認された。これらの結果から今回採取され
た株は，ジュズミカヅキモでありヘテロタリックな株である
可能性が高いことが分かった。また実験②の結果，NIES-173
株では接合が確認されたが，今回採取した株はクローン同士
で接合を行わなかったため，ヘテロタリックな株である可能
性が極めて高いと考えられる。
（宮城県仙台第三高等学校・自然科学部生物班）

PH08 厚井 陽菜子・清老 愛唯・山本 有莉・土居 帆乃愛・田
中 乃愛・竹中 美智（指導教員 新宮 興）：一瞬で君だと分かっ
た　～ドキドキワクワク教材開発への道～

　小中学校の理科の授業やクラブ活動でプランクトン観察を
する際，図鑑を使用して同定するのは難易度が高く，時間が
かかる。また，児童・生徒に見せたい教科書に掲載されてい
るプランクトンに遭遇できない場合も多い。
　本研究では，小学生でも直感的に理解・同定できる淡水産
プランクトン検索表の開発を高校生の視点から行い，幅広い
教育現場への活用を呼び掛けると同時に，楽しくて教員の負
担軽減にも繋がる理科教材を開発することを目的とした。ま
た，本校で進めている水質浄化研究で培った単離・培養技術
を活用し，教育現場で役立つプランクトンの提供体制の整備
も目指した。
　太田川水系で調査した淡水産プランクトンデータなどを
基に，描画アプリ Vectornator（現 Linearity Curve Graphic 
Design）でプランクトンのイラストを作成し，PowerPointを
用いて検索表を製作した。また，小学生でも直感的に理解や
検索がしやすくするための工夫を鏤めるべく，小学校教員や
研究施設の職員の意見や助言，小学 6年生 39名を対象とし
た模擬授業や事後アンケートを活用し，複数回のバージョン
アップを重ねることで完成度を高めていった。
　今後は，広島県や近隣県内の小中学校に検索表を配布し，
活用を呼び掛けながら改良を進めるとともに，本校でのプラ
ンクトン調査・ものづくり等のイベントの開催等にも活用す
る計画である。
　本発表では，以上の経緯を経て制作した検索表のプロトタ
イプ，プロダクションタイプならびに校内で行った実証実験
の結果などについて報告する。
（安田女子高等学校）

PH07 平井 理愛 1・久保 聡一郎 1・辻本 珂歩 1・鎌田 祐輝 1（指
導教員 佐野 祐介 2・早川 昌志 3,4・金重 美代 1）：地方独立行
政法人天王寺動物園の水環境とプランクトン

　生物の教科書などには，「河川の指標生物」として，水生
昆虫と環境の相関について書かれている。私たちは，水生昆
虫だけでなく，水中のプランクトンの生息状況にも水質や周
囲の環境による違いがあるのではないかと考えた。様々な場
所から採水し，そこに生息するプランクトンを観察すること
で，水質や周辺環境との間に何らかの傾向を見つけようと試
みた。まず，私たちの所属する大阪府立天王寺高等学校の生
物実験室で飼育されている動物の水槽のプランクトンを観察
した。次に，大阪市天王寺区にある地方独立行政法人天王寺
動物園における動物の展示スペースと，多くの水鳥が訪れる
茶臼山の川底池において採水し，それぞれの場所にどのよう
なプランクトンが生息しているのかを双眼実体顕微鏡や生物
顕微鏡を用いて観察した。また，シャーレにそれぞれの場所
の水サンプルと，市販のミネラルウォーター（軟水）のボルビッ
ク，植物肥料のハイポネックス，玄米をいれて培養したものや，
ボルビックを溶媒としてハイポネックスを溶かした寒天培地
において培養したものも観察した。これらの観察結果を通し
て，動物の飼育環境における水質とプランクトンの関係につ
いて議論したい。
（1大阪府立天王寺高等学校，2地方独立行政法人天王寺動物
園，3大阪大・院・人間科学，4ミクロ・ライフ PJ）

PH07, PH08, PH12, PH13（高校）
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PH14 小原 羽乃・竹中 謙太朗・横田 侑真（指導教員 内田 雄
三）：酵母を用いた団粒構造の形成手法について

　生態系保全の視点から不耕起農業が推奨されているが，そ
の農地面積は全体の 12.5%にとどまっており，普及している
とはいえない。原因として，不耕起農業の場合，土壌の空洞
量を保つために不可欠な「団粒」という構造が形成されにく
く，植物の根が張りにくいことがある。そこで，酵母を用い
た液体肥料を使用することによって，低いコストと労力で団
粒構造を形成できるのではないかと考えた。酵母の働きによっ
て団粒構造が形成されるか，酵母が化成肥料添加時も効果を
発揮するのか，という仮説を検証するために，実験を行った。
実験では，瓶に実際の土壌を模した黒ボク土を入れ，酵母を
溶かした砂糖水と有機肥料や無機肥料などの添加物を添加し，
3週間保存したのち恒温器で土を乾燥させた。その後各瓶を
計量し，土を乾燥させたときの重さである乾土重を求め，土
壌中の隙間の割合である孔隙率や，気体の割合である気相率
を求めた。その結果，酵母と砂糖水溶液を添加した時は，水
のみの添加時に比べ，孔隙率は大きく変化が見られなかった
が，尿素水溶液や硫酸カリウム水溶液と共に添加することで
孔隙率が上昇した。また，尿素水溶液のみを添加した際の水
分の減少を，酵母水溶液の添加によって防止することができ
ると分かった。以上の結果から，酵母の働きによって団粒構
造は発達するといえる。しかし，孔隙率や気相率などの導出
において，真比重を決まった値であるという仮定のもと利用
したので，今後の実験により正確な数値を導出することが課
題である。また，実際に植物を用いたとき成長が促進される
のかについての検証や，ミカンの皮等から分離した酵母液で
同じ結果は出るのかを検証をしたいと考えている。
（兵庫県立姫路西高等学校）

PH14（高校）
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日　時：3月 22日（金）13:00–16:30（開場 12:30）
会　場：六甲ホール（神戸大学 六甲台第二キャンパス 百年記念館）
オーガナイザー：田中 厚子（琉球大学）・佐藤 陽一（理研食品）

プログラム
13:00–13:10 趣旨説明

田中 厚子（琉球大学）

13:10–13:40 オキナワモズク共存細菌群の生態と機能
伊藤 通浩（琉球大・熱生研）

13:40–14:10 オキナワモズクの細胞壁多糖
小西 照子（琉球大・農）

14:10–14:40 海藻養殖による食糧生産と炭素固定の両立をめざして
佐藤 陽一（理研食品）

14:40–15:00 休憩
15:00–15:30 藻場の海藻種組成や二酸化炭素の吸収ポテンシャルは水温上昇に適応する

Gregory N. Nishihara（長崎大・海洋機構）

15:30–16:00 Jブルークレジットの算出方法
桑江 朝比呂（ジャパンブルーエコノミー技術研究組合（JBE））

16:00–16:30 総合討論

＊参加費無料，事前登録不要です。皆様のご参加をお待ちしております。

伊藤 通浩：オキナワモズク共存細菌群の生態と機能

　オキナワモズク（以下モズク）は沖縄県の基幹水産物であり，健康志向から需要が年々高まっている。その一方で，モズクの
生産量は年変動が大きく，近年も不作年が頻発した。この原因は不明であり，モズクの安定生産への道は見通せない状況となっ
ている。
　近年，海藻の形態形成や生長に共存微生物の関与が重要であることが明らかとなってきた。モズクにおいても共存微生物が生
育に重要と考えられるが，モズク共存微生物に関する知見は皆無であった。モズク共存微生物の生態と機能の理解は，微生物の
利用・制御の工程を含む新規養殖技術への道を拓くと考えられる。困難の真っ只中にあるモズク養殖の現状を打開するきっかけ
となる可能性がある。
　そこで演者らは，モズク共存微生物群の生態と機能の解明を目的とした研究に着手した。これまでに，モズク共存微生物群集の i） 
解析法の最適化，ii） 構造の特徴と多様性の解明，および iii） 代謝ポテンシャルの検討，の i）-iii） を行ってきた。また，モズク共
存微生物群の養殖生産への実用化を見据え，iv） モズク由来微生物培養株のライブラリー化も開始している。発表では，i）-iv） を
通じてモズク共存微生物について見えてきたことを紹介し，改めて，海藻に付随する微生物群の機能と利活用の可能性を考えたい。
（琉球大・熱生研）

小西 照子：オキナワモズクの細胞壁多糖

　海藻は光合成を行い，CO2を安定な炭素化合物として海藻体内に蓄積する。海藻体内には多糖，アミノ酸，脂質，ポリフェ
ノール，ビタミンなど様々な物質が含まれているが，これら成分のうち多糖が最も豊富に含まれ，多いものでは乾燥重量のおよ
そ 3/4を占める。このため，海藻の多糖は海藻における炭素固定の主要産物であり，ブルーカーボンの固定に大きく貢献してい
る物質である。海藻に含まれる多糖は，褐藻類，紅藻類，緑藻類で大きく異なり，海藻の細胞内において細胞壁を構成する多糖
として形態形成や浸透圧調整に働くものもあれば，貯蔵多糖としてエネルギー源の役割を有するものがある。特に，海藻の細胞
壁多糖は微生物などによる分解を受け難く，難溶解性の物質であることから，海水中に長期間残存することが期待され，海洋炭
素循環に寄与している可能性がある。このことから，海藻の細胞壁多糖の構造を明らかにすることは，ブルーカーボンの固定や
利用を考える上で非常に重要であるものの，これまでの海藻の細胞壁多糖の研究は，ある特定の多糖単体のみを用いて行われた
例が多く，細胞壁全体を包括して行われた例はほとんどない。本講演では，沖縄県内で養殖されたオキナワモズク（Cladosiphon 
okamuranus）の細胞壁の全体構造に関する研究などを通じて，近年得られたオキナワモズクの細胞壁多糖に関する知見につい
て紹介する。
（琉球大・農）

日本藻類学会第 48回神戸大会　公開シンポジウム
「海藻藻場・海藻養殖生態系における炭素フラックスと炭素固定を考える」

公開シンポジウム
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佐藤 陽一：海藻養殖による食糧生産と炭素固定の両立をめざして

　海洋生態系には隔離・貯留される炭素（ブルーカーボン）を固定する能力があり，中でも海藻類による高い CO2固定能力を活
用したカーボン・オフセットが世界的に注目されている。欧米においては，大規模養殖した海藻類を深海に沈めて炭素隔離させ
る手法が提案されている一方で，周辺海域の動物・藻類・微生物を含めた生態系への影響や経済的なリスクなどにより否定的な
見方もなされている。日本においても天然藻場や養殖海藻をブルーカーボンとして利用する試みが全国的に広まりつつあり，ク
レジット認証の制度も開始されている。しかし，その基盤となる天然藻場の現存量は減少しつつあり，養殖生産量も多くの種類
で減り続けている。海藻類を古来より活用してきた日本においては，食糧としての海藻養殖産業の持続的発展を前提として，ブ
ルーカーボンへの利用も進める必要がある。本講演においては，演者が取り組んでいるワカメやモズクの増産を目的とした養殖
技術開発に加えて，長崎大学および琉球大学と共同で取り組んでいる海藻類の CO2固定能力の定量化や評価手法の精度向上に
関する研究事例を紹介する。また，カーボン・オフセットに貢献し得る海藻類の利用方法として，主に海外において急速に多様
化しつつある分野（タンパク質などの代替食品素原料，バイオプラスチック素材，肥料，飼料など）に関する現状も整理したい。
海藻類による食糧生産とブルーカーボンの両立をめざすために，藻類学の分野においてこれから求められる研究課題について議
論したい。
（理研食品）

Gregory N. Nishihara：藻場の海藻種組成や二酸化炭素の吸収ポテンシャルは水温上昇に適応する

　2009年に国連環境計画（UNEP）は，マングローブ林や海草藻場などの沿岸生態系が炭素を吸収する能力に対する認識が高
まることを期待して，ブルーカーボン（Blue Carbon, BC）という言葉を広めた。最近では，海藻が二酸化炭素を吸収する能力
が非常に高いことから，藻場も BC生態系として機能することが期待されている。しかし，藻場が BC生態系となるのは，藻場
が取り込んだ二酸化炭素が，生態系が呼吸（排出）する二酸化炭素を上回り，かつ取り込んだ炭素が少なくとも 100年間は大気
に戻らない場合に限られる。
　藻場が二酸化炭素を吸収し，炭素を隔離するポテンシャルは，多くの要因に左右され，定量化が難しい。藻場の生産量は，水温，
光量子量，栄養塩などの様々な生物学的要因や，空間競争，被食，病気などの様々な生物学的要因に影響される。地球温暖化が
進むにつれ，藻場が炭素を吸収・隔離する能力が変化することは明らかである。本講演では，長崎県中通島有川湾の藻場で起こっ
ている変化について紹介し，とくに藻場の海藻種組成の変化や藻場生産量の変化の現状と変化を起こした要因について述べる。
（長崎大・海洋機構）

桑江 朝比呂：Jブルークレジットの算出方法

　今から約 14年前の 2009年に国連環境計画（UNEP）が初めて「ブルーカーボン」という言葉を作り出した。当時はこの言葉
を知っている人は国内外ではもちろんほぼ皆無であったが，しかし現在，日本では毎日のように新聞や雑誌には登場するように
なり，テレビではクイズ番組の問題として取り上げられるまでになった。本講演では，ブルーカーボンの活用を 2050年カーボ
ンニュートラルという国内外の目標の達成に不可欠な炭素除去技術（CDR）かつ自然ベースの解決策（NbS）の一つであること
を説明したうえで，日本における（1）ブルーカーボンに関する研究や技術開発の最新事例や国の政策動向，（2）ジャパンブルー
エコノミー技術研究組合（JBE）によって創設されたブルーカーボンのクレジット制度（Jブルークレジット）の概要とその算出
方法，そして（3）漁業者，市民，自治体，そして民間企業など多様な主体の自主的な参画による Jブルークレジットの創出と，
民間企業による購入クレジットの活用など社会実装に関する最新情報を紹介する。
（ジャパンブルーエコノミー技術研究組合（JBE））




